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令和 7 年度 スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書（第 3 期・5 年目） 

 

 

巻 頭 言 

北海道旭川西高等学校長 津嶋 拓慈 

 

本校が文部科学省よりスーパーサイエンスハイスクール（SSH）の第 3 期指定を受け

てから 5 年目を迎えました。この最終年にあたり、これまでの研究開発の歩みを振り返

るとともに、本校の教育活動にご理解とご支援を賜りました関係各位に深く感謝申し上

げます。 

第 3 期の研究開発課題として掲げた「新しい価値を創造する科学技術人材の育成と，

地域と共創する旭西カリキュラムの研究・開発」のもと、本校では全校体制で科学的探

究能力の育成に励んでまいりました。特にこの 5 年間は、予測困難な社会情勢の中で

「正解のない問い」に向き合う力がより一層求められた時期でもありました。生徒たち

は、自ら問いを立て、仮説を検証し、粘り強く試行錯誤を繰り返すプロセスを通じて、

単なる知識の習得に留まらない「生きた知性」を磨いてきました。 

また、人材育成コンソーシアムの発足と展開により、地域社会や大学・研究機関との

連携がさらに拡大・深化し、生徒たちの視野は教室を越えて広く世界へと拓かれること

となります。コンソーシアムによって整った地域・社会との絆は、これからの本校にと

ってかけがえのない財産となり、自走を目指す時節へとつながります。 

さらに、各種の発表会では、鋭い指摘に真摯に応答し、自らの考えを論理的に伝えよう

とする生徒たちの姿に、確かな成長の跡を見ることもできました。これらの経験は、理

系・文系を問わず、将来どのような道に進もうとも、課題を克服するための大きな糧と

なるはずです。 

SSH 事業としての第 3 期は一つの区切りを迎えますが、本校が築き上げた「探究の文

化」が途絶えることはありません。これまで蓄積されたノウハウを基盤としつつ、次代

を担うリーダーにふさわしい資質・能力を育むべく、本校と生徒たちの挑戦はこれから

も続いてまいります。 

結びに、本事業の推進にあたり多大なるご指導とご助言をいただいた JST や管理機関

の皆様、運営指導委員の諸先生方、ならびに本校の教育活動を支えてくださった先生

方、保護者、同窓会、地域の皆様に重ねて御礼を申し上げ、本報告書の巻頭の言葉とい

たします。 
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別紙様式１ 

北海道旭川西高等学校 基礎枠 

指定第Ⅲ期目 03-07 

❶ 令和７年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 研究開発課題  

「新しい価値を創造する科学技術人材の育成と、地域と共創する旭西カリキュラムの研究・開発」  

 ② 研究開発の概要  

第Ⅱ期で開発した教科を横断した系統的な探究型学習プログラムを発展させ、地域とともに実践す

る。また、カリキュラム・マネジメントの視点に立って事業の長期的・継続的評価を確立する。さら

に、地域と中高大を通じて成果を普及し共有することで、人材育成コンソーシアムを構築し、新しい

価値を創造する科学技術人材の育成を目指す。 

Ⅰ 「旭西カリキュラム」の実践と評価を一体化した、カリキュラム・マネジメントの実現 

探究型学習プログラムの実践と評価を一体化させ、その効果を継続的に検証する。 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成システムの研究開発 

科学技術人材育成に向けた課外活動への参加を推進・支援し、活動実績に応じて単位を認定・表彰

する制度の効果を継続的に検証する。 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成コンソーシアムの構築 

本校の探究活動を中核とした人材育成コンソーシアムを構築し、成果を普及し共有するシステムの

在り方を管理機関と検証する。 

上記Ⅰ～Ⅲの取組によって、探究する力、対話する力、協働して創り出す力、自律的に活動する心

を身に付けた科学技術人材を育成する。  

 ③ 令和７年度実施規模  

課程（全日制課程）学科・学年別生徒数及び学級数（令和７年５月１日現在） 

学科 
第１年次 第２年次 第３年次 計 

実施規模 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 160 ４ 160 ４ 155 ４ 475 12 全校生徒

を対象に

実施 

理数科 40 １ 40 １ 38 １ 118 ３ 

課程ごとの計 200 ５ 200 ５ 193 ５ 593 15 
 

 ④ 研究開発の内容  

○研究開発計画 

第１年次（令和３年度）１年生の探究型学習プログラムの系統的実施に関わる研究開発 

Ⅰ 探究基礎・データサイエンス・ライフサイエンスの系統的実施・課題探究中間報告会の実施 

Ⅱ 「西高 SS トップランナー」表彰制度の先行実施・SSH ポートフォリオの構築 

Ⅲ 北海道教育大学旭川校とのカリキュラム接続、 旭川市との学習プログラムの共創 

旭川西高校 SSH 生徒研究発表・交流会、教員研修を管理機関と共創 

第２年次（令和４年度）１・２年生の探究型学習プログラムの系統的実施に関わる研究開発 

Ⅰ 探究基礎・データサイエンス・ライフサイエンス・課題探究の系統的実施 

Ⅱ SSH ポートフォリオの構築と運用、単位認定制度の構築・表彰制度の実施 

Ⅲ 課題探究・ライフサイエンスにおける旭川市との学習プログラムと発表会の共創 
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生徒研究発表・交流会への他校生徒・教員の参加、教員研修、卒業生追跡調査 

第３年次（令和５年度）第Ⅲ期研究開発の総括と事業評価による課題抽出 

Ⅰ SS 研究Ⅲ・課題研究英語発表会における国際的な研究交流を導入したプログラム改善 

Ⅱ SSH ポートフォリオ・単位認定制度・表彰制度の運用 

Ⅲ 他校を加えた生徒研究発表・交流会の実施、教員研修、卒業生追跡調査、効果測定の研究 

第４年次（令和６年度）文部科学省中間評価と事業評価を踏まえた研究開発事項の見直し 

第５年次（令和７年度）５年間の指定期間における総括と成果の発信、課題解決の方法を提案 

○教育課程上の特例 

学科 
開設する  

教科・科目等  
代替される  

教科・科目等  対  象  
教科・科目名  単位数 教科・科目名  単位数 

普通科 
理数科 
共通 

データサイエンス  １  情報Ⅰ  １  １年次  
探究基礎  １  

総合的な探究の時間  
１  １年次  

課題探究  ２  ２  ２年次  
ライフサイエンス  ２  保健  ２  １・２年次  

理数科 

SS研究Ⅰ  １  理数探究基礎  １  １年次  
SS研究Ⅱ  １  

理数探究  ２  
２年次  

SS研究Ⅲ  １  ３年次  
SS数学Ⅰ  ５  理数数学Ⅰ  ５  １年次  

SS数学Ⅱ  ６  
理数数学Ⅱ  ４  

２年次  
理数数学特論  ２  

SS数学Ⅲ  ５  
理数数学Ⅱ  ４  

３年次  
理数数学特論  １  

SS英語Ⅰ  ５  
英語  
コミュニケーションⅠ  

３  
１年次  

論理・表現Ⅰ  ２  
SS物理  0,3,6 理数物理  0,3,6 ２・３年次  
SS化学  3,6 理数化学  3,6 1・ 2・ 3年次  
SS生物  3,6 理数生物  3,2 1・ 2・ 3年次  
SS地学  0,3,6 理数地学  0,3,6 ２・３年次  

※表で示されている必履修教科・科目の目標及び内容は、代替する科目において全て包含される。 

※教育課程上の特例が必要な理由 

・データサイエンス 

探究基礎の授業と関連しながら、課題探究において、研究データの収集や処理・分析の基礎的

な知識及び技能を習得し、探究活動を行う上で必要な、情報の取り扱いにおける倫理及び研究倫

理について学ぶために設置した。先行研究調査や生成 AI の状況、統計的な分析手法などを扱う

ことで、課題探究につながるデータ分析の手法を学ばせることができた。 

・探究基礎 

地域の題材をもとに本校独自で構築した「課題発見プログラム」の実践を通して、探究活動の

基礎となる「課題発見」、「検証方法」、「分析・考察」を身に付けさせるために設置した。地

元企業を招いた課題発見・企業交流会を実施したことにより、生徒は研究デザインを前年よりも

具体的な実験手法を用いて提案することができた。 

・課題探究 

地域素材や身近な課題からテーマを設定し、様々な教員が教科等横断的に関わりながら、自律

的に探究活動を行うとともに、持続可能な開発目標に向けた教科等横断型の探究活動を進め、そ

の発表及び論文作成を行うために設置した。コンソーシアムのメンバーの協力を得て、外部機関

とつながる探究チームが増えている。本校主催の発表会では、外部の参加者から探究内容につい

て高い評価を得ることができた。 

・ライフサイエンス 
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地域社会における人の健康や環境について、身近な問題と関連付けて持続可能な開発目標に向

けた教科等横断型の探究活動を行うだけではなく、外部人材を活用して対話型の学習プログラム

を実施するために設置した。予定した内容は順調に進めたものの、今後は異学年交流などへ発展

させていく予定である。 

・SS 研究Ⅰ、SS 研究Ⅱ、SS 研究Ⅲ 

理数分野に関わる課題研究において、質の向上のため、１年次で地域素材によるフィールドワ

ークや科学における基礎実験の手法の習得、２年次で研究に関する２回の中間発表を行い、専門

家や大学と連携しながら研究内容の深化を図る。さらに３年次では研究内容を英語で発表するこ

ととしており、持続可能な開発目標に基づくグローバルな視点での研究活動を行うために設置し

た。今年度は、１年次向けに北海道大学雨龍研究林となよろ市立天文台でのフィールドワークの

機会を増やすことができた。２年次向けでは、大学の教授を招いて、数学Ⅰのデータの分析や数

学 B の統計的な推測とつながる統計講座を実施した。また、中学生向けのオープンスクールにお

いても、その成果発表だけではなく、高校入学後の探究活動に関する経緯を説明し、参加者から

高い評価を得た。 

・SS 数学Ⅰ、SS 数学Ⅱ、SS 数学Ⅲ 

課題研究への接続を意識して、研究におけるデータの統計処理方法の基礎を身に付けるための

統計学講座や外部講師による発展的な内容の特別講座を行うために設置した。数学科のカリキュ

ラムの中で強化されている統計分野の内容についても、十分に扱うことができた。さらに、大学

教授を招いて、量的尺度などのデータの性質や、仮説を立てて検証した内容を他者にも通用する

知見へと昇華させる際のデータ分析について踏み込むことができた。 

・SS 英語Ⅰ 

英語論文の要旨作成等の演習に取り組む英語論文講読を行い、課題研究での先行研究調査にお

いて、英語論文を活用する力を育成するために設置した。英語で発表するという最終目標がある

ためか、生徒が意欲的に取り組んでいる様子が見られる。 

・SS 物理、SS 化学、SS 生物、SS 地学 

科目選択制にすることで、研究活動に必要となるより専門的な知識を、大学の専門家による特

別講義等を実施しながら、カリキュラムの内容を超えて学ぶために設置した。選択科目に関わら

ず、実生活、実社会における事象を対象として教科・科目の領域を横断して科学的な視点から学

習して、課題探究の内容の基礎知識とすることができた。しかし、課題探究のテーマが１年次に

全員必修で履修する化学と生物分野に偏っていることから、令和８年度より、１年次の全員必修

を地学に変更し、より広範囲な自然現象に目を向けることができるように改めた。 

 

○令和７年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

学 科 
第１年次 第２年次 第３年次 

対象 
科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数 

理数科 SS 研究Ⅰ １ SS 研究Ⅱ １ 
SS 研究

Ⅲ 
１ 

理数科 
全員 

普通科 
理数科 
共通 

探究基礎 １ 
課題探究 ２ 

なし 
理数科 
普通科 
全員 

データ 
サイエンス 

１ 

ライフ 
サイエンス 

１ 
ライフ 

サイエンス 
１ 

「探究基礎」と「課題探究」では、メンター制度が軌道に乗り、課題探究が深まらなかった事例が

先輩から後輩へ継承された結果、従来と似ているテーマを扱った課題探究での新しい工夫や、研究デ

ザインポスターの作成での自分の意図を伝わりやすくする表現の工夫が見られるようになった。これ

まで、改善すべきという指摘があった検証方法については、「データサイエンス」の時間に先行研究

調査だけではなく検証方法も扱い、理数科では「SS 数学」で扱うデータの分析と連携し、扱うことが

できた。また、昨年度、「現代の国語」の時間に研究デザインポスターの作成と発表を扱ったが、今
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年度はさらに「公共」、「生物基礎（理数科：SS 生物）」、「化学基礎（理数科：SS 化学）」におい

ても連携することができた。理数科の「SS 研究」などの SS を付した科目では、従来行っていた活動

だけではなく、統計講座や北海道大学雨龍研究林への訪問など、新しい活動を設定し、自然科学への

関心を高めることができた。また、プレゼンテーションについても多くの科目で取り入れていること

から、生徒の発表能力の高さについて、大学等の先生方から賞賛をいただいている。生徒も発表に自

信をもつようになり、新入生向けの部活動紹介の形式が、生徒会により、学会などで行われているポ

スターセッション形式になった。今後は、教科等横断的な取組を増やすだけではなく、学校行事とも

連携し、生徒の経験値の向上に努めていきたい。 

 

○具体的な研究事項・活動内容 

研究開発テーマⅠ～Ⅲについて、令和７年度の具体的な研究事項･活動内容を、研究計画の項目ごと

に示す。 

Ⅰ「旭西カリキュラム」の実践と評価を一体化した、カリキュラム･マネジメントの実現 
研究計画の項目･事業名 令和７年度の主な研究事項･活動内容 

ｱ 探究基礎 
普通科･理数科  １年次 
通年（１単位） 

･全 32 コマ（１コマ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･課題発見フィールドワーク（旭川西高周辺５か所） 
･課題発見・企業交流会の実施 
･生徒研究発表･交流会における「研究デザイン」の発表 
･課題研究チーム編成 

ｲ データサイエンス 
普通科･理数科  １年次 
通年（１単位） 

･全 32 コマ（１コマ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･探究基礎「研究デザイン」の単元と連動 
･生成 AI 関連講座、先行研究調査、データ分析関連講座 

ｳ ライフサイエンス 
普通科･理数科 １･２年次 
通年（各１単位 計２単
位） 

･全 32 コマ（１コマ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･ライフサイエンスセミナーの実施 
･生徒による模擬授業の実施 

ｴ 課題探究 
普通科･理数科  ２年次 
通年（２単位） 

･全 64 コマ（１コマ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･課題探究活動 
･生徒研究発表･交流会における口頭･ポスター発表 
<普通科> 
･課題探究中間報告会を１回実施 
･コンソーシアム、メンター、TA からの支援 
<理数科> 
･課題探究中間報告会を２回実施 
･酪農学園大学主催「サイエンスファーム」への参加 

ｵ 生徒参加型 SSHシンポジウ
ム 
普通科･理数科 １･２年次 

･SSH 講演会（英語発表会で実施） 
Biodegradable Plastics as a Solution for Environmental 
Problems 
（和訳 生分解性プラスチックと環境問題） 
Dr. Olaf Karthaus 
(Chitose Institute of Science and Technology) 
講師 千歳科学技術大学 教授 カートハウスオラフ氏 
･すずらん塾（本校卒業生による講演） 
「医療人を目指す ～医療食へのキャリアパスと口腔医学研究の
最前線」 
東京歯科大学 生理学講座 主任教授 渋川義幸 氏 

ｶ SS 研究Ⅰ 
理数科１年次 
通年（１単位） 

･全 32 コマ（１コマ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･地域巡検Ⅰ嵐山（レポート） 
･地域巡検Ⅱ北大雨龍研究林（レポート） 
･地域巡検Ⅲ旭山動物園（レポート･プレゼンテーションの作成） 
･研究課題提案会、研究課題検討会 

ｷ SS 研究Ⅱ 
理数科２年次 
通年（１単位） 

･全 32 コマ（１コマ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･理数科課題研究英語ポスターセッションへの参加 
･課題研究基礎実験、課題研究英訳作業 

ｸ SS 研究Ⅲ 
理数科３年次 
通年（１単位） 

･全 32 コマ（１コマ 55 分）の授業･実習･発表会の実施 
･課題研究英語ポスター･プレゼンテーションの作成 
･理数科課題研究英語ポスターセッションでの発表 
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ｹ SS 特別講座 
理数科１･２･３年次 

･統計講座（理数科２年） 
･半導体講座（理数科２年） 
･英語プレゼンテーション講座（理数科３年） 
･英語コミュニケーション講座（理数科２年） 
･研究テーマ相談会（理数科１年） 
･住まいの温・涼デザイン探究講座（理数科１年） 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成システムの研究開発 
研究計画の項目･事業名 令和７年度の主な研究事項･活動内容 
ｱ 科学系部活動の推進 ･日本動物学会第 96 回名古屋大会 2025（生物部） 

･令和７年度高文連上川支部理科研究発表大会 
            （物理部･生物部･化学部） 
･令和７年度高文連全道理科研究発表大会 
            （物理部･生物部･化学部） 
･第 61 回応用物理学会北海道支部学術講演会 
ジュニアセッションコンテスト （物理部） 

･日本金属学会 2026 年春期第 178 回講演大会高校生ポスターセッ
ション発表高校･高専学生ポスターセッション（物理部・化学
部） 

ｲ サイエンス 
ボランティア 

･ワークワーク体験フェス 
（物理部･生物部･化学部）２回 
･旭川学生の科学展 2026（物理部･化学部） 
･旭川市立近文小学校４年生向けの実験教室 
･大雪山カムイミンタラジオ・フェスティバル（物理部･化学部） 

ｳ 国際科学オリンピック、 
科学の甲子園への参加 

･科学の甲子園北海道大会（４チーム計 19 人） 
･北海道高等学校数学コンテスト（５名） 

ｴ サイエンスセミナー ･サイエンスセミナーⅠ 金沢大学 「医薬科学研究を知る」 
 本校生徒 12 名、他校生 11 名、中学生５名参加 
･サイエンスセミナーⅡ 旭川市立大学 「ロジカルシンキング」 
 本校生徒 23 名、中学生６名参加 
･サイエンスセミナーⅢ 北海道職業能力開発大学校 
「AI・画像認識技術」 
 本校生徒２名、中学生９名参加 
･サイエンスツアー 天人峡・旭岳 「大雪山の自然観察」 
 本校生徒 14 名、中学生６名参加 
･サイエンスワークショップ アマゾン ウェブ サービス ジャパン 
「Cloud Camp For Builders!」 
 本校生徒 12 名、他校生１名参加 
･サイエンスセミナーⅣ 北海道情報大学 
「裏に潜む物理と数学」 
 本校生徒 19 名、中学生１名参加 

ｵ 大学研修 ･筑波大学研修 25 名参加 
（筑波大学、国立科学博物館、国土地理院、JAXA）  
･北海道大学研修 25 名参加 
（農学、工学、獣医学、人獣共通感染症国際共同研）  
･旭川市立大学研修 ６名参加 
（保健福祉学部看護学部） 
･旭川医科大学研修 21 名参加（感染症学） 

ｶ 科学コンテスト、学会、
国際的な研究交流への
参加 

･酪農学園大学主催サイエンスファーム 2025 ２チーム８名参加 
･SSH 生徒研究発表会（神戸） 
代表団５名、見学団２名参加 

･第 61 回応用物理学会北海道支部学術講演会 
ジュニアセッションコンテスト ６チーム計 32 名参加 

･tan-fest in 上川管内 １チーム６名参加 
･全国高校生 MY PROJECT AWARD 2025 １チーム４名参加 
･北海道教育委員会 BRIDGE 構築事業 
「アントレプレナーシップ教育」推進プロジェクト 
成果発表会 ２名参加 

･第８回持続可能な世界・北海道高校生コンテスト 
 ６チーム 31 名参加 
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･北海道教育委員会 BRIDGE 構築事業 
「Ezo 探究 festival」 １名参加 

･中高生探究コンテスト 2026 39 チーム 193 名参加 
･SDGs QUEST みらい甲子園 ２チーム９名参加 

ｷ ポートフォリオ（SSH）の
活用 

･３年次によるメンター活動 22 名登録 
･「西高 SS トップランナー」表彰 探究部門１名･理数部門１名 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成コンソーシアムの構築 
研究計画の項目･事業名 令和７年度の主な研究事項･活動内容 
ｱ 他の高校を加えた課題

研究発表会の開催 
･SSH 課題研究英語発表会における名寄高校からの参加 
･道北圏探究フォーラム 2025 実施 
旭川西４件、旭川志峯５件、旭川実業２件 
剣淵２件、枝幸１件 計 14 件発表 
旭川西１件、美瑛１件ポスター掲示 
中学生４校、名寄高校から参観 

ｲ 旭川市との探究プログ
ラム及び対話集会の共
創 

･課題発見フィールドワーク（西高周辺） 
･課題発見・企業交流会の実施 
･西高コンソーシアムによる探究活動支援 
･NoMaps Asahikawa への参加 生徒 15 名 
･あさひかわみらい会議主催 
 まちなかキャンパス 2025 への参加 生徒 26 名 
･東川町 Lip フェスへの参加 生徒 13 名 
･旭川ウェルビーイング・コンソーシアム主催 
 合同成果発表会 生徒 13 名 

･令和 7 年度旭川生涯学習フェア 
 「まなびピアあさひかわ」 生徒 13 名 

ｳ 北海道教育大学旭川校
と高大を接続した探究
プログラムの共創とカ
リキュラム接続 

･４年生教職実践演習に本校探究活動支援 
ティーチングアシスタント（TA）選択コース設置（６年目） 

受講学生：英語教育専攻４名 教育発達専攻１名 
     国語教育専攻１名 社会教育専攻 14 名 
     理科教育専攻５名 音楽教育専攻１名   計 26 名 

ｴ サイエンス 
ジュニアドクター 

･大学教授による出前講座「サイエンスセミナー」への 
参加希望者の募集 

･本校 Web ページで登録 28 名 
（内訳）中学３年生９名、中学２年生６名、中学１年生 13 名 

ｵ サイエンス 
フェスティバル 

･グローバルサイエンスワークショップ イン 北海道への参加 
４チーム 20 名参加 

（会場：北海道札幌啓成高等学校、札幌日大高等学校） 
･未来創造探究フェスティバルへの参加 
 ２チーム 10 名参加（会場：札幌日大高等学校） 

ｶ サイエンスリンク協議
会 

･北海道スーパーサイエンスハイスクール連絡協議会 
（課題の共有と情報交換） 

ｷ 教員研修 ･校内研修 
「旭川西高の SSH ではどのような生徒を育てるのか」 

４月定例職員会議にて研究開発グループから SSH 事業の説
明を行った後、研究協議 
抽象的なテーマから具体化、明確化、その達成基準を達成

するための学びについて意見集約 
･道立学校 ICT 支援員を活用した学校 DX 推進事業 

ICT 支援員学校支援「Canva の使い方 基礎編 応用編」 
世界中で利用者数が増えているオンラインデザインプラット
フォームで、生徒が使用することも多いため、基本的な操作
から生成 AI の利用方法まで研修を行った。 

･北海道立教育研究所「STEAM 探究研修」 
･SSH 情報交換会 テーマ「社会との共創と SDGs の発展」 
･BRIDGE 構築事業「実社会・実生活と結びついた課題設定」支援
プロジェクトへの参加 

 第１回「学校教育の充実に向けた、地域と学校の持続可能な連
携のあり方」 

 第２回「学校から地域へ、地域から学校への具体的なアプロー
チの方策」 
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･BRIDGE 構築事業「教科 等横断」推進プロジェクト探究型学習
実践事業 授業等研究セミナー特別企画・数学 

ｸ 評価方法の研究 ･Google Forms による自己評価･相互評価の効率化 
･Ｚ会ソリューションズ基礎学力アセスメントシリーズ LIPHARE 
「課題発見･解決能力テスト」の実施 
･１年次は標準、２年次は応用コースによる効果測定 

ｹ ICTを活用した成果の普
及 

･探究学習・STEAM 教育ポータルサイト 「サイエンスティーム」 
･オープンスクールにおける探究授業･発表会の様子、SSH 事業の
概要を動画で紹介 

･SSH 生徒研究発表交流会の Zoom 配信 
･教員研修における研究論文･ポスター等、過去の成果物の活用 

  

 ⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

研究開発テーマⅠ～Ⅲについて、令和７年度取組の実施による成果とその評価は次のとおりである。 

Ⅰ 旭西の実践と評価を一体化した、カリキュラム・マネジメントの実現 

・探究基礎：学校周辺をフィールドとした課題発見フィールドワークを行うことにより、生徒がこれ

までよりも多様な疑問や課題を発見することができた。さらに、課題発見・企業交流会を実施して、

地元企業の問題意識を共有することができ、探究活動のテーマ設定に社会性をもたせることができ

た。また、生徒が探究活動を行う際に使用する「研究デザイン」の作成において、教育大学旭川校

の学生や３年次メンターに相談できる機会を創出することで、生徒は、大学生が取り組んでいる卒

業研究や、過去の優れた探究活動の手法等を学ぶことができた。研究プラン作成では、生徒が Canva

を活用してデータや写真を用いながら、自分の考えを相手に伝える手法を洗練させることができ、

研究チーム形成や研究テーマ設定がスムーズに進んだ。 

・データサイエンス：以前から継続して行っていた外部講師による特別講座の内容を本校教諭が引き

継ぎ、生成 AI に関する内容を単元として組み込むことができた。様々な分野のデータを題材に、

データを収集し分析する手法や統計処理の方法についての基礎を学習した。数学Ⅰで扱う統計学的

内容について、表計算ソフトウェアの関数を用いた計算及び表やグラフを作成することでデータ処

理の基本スキルを身に付けることができた。また、データ分析実習を行い、データから課題を発見

する力の育成を図った。さらに、研究活動を行う上で必要な、情報における倫理を学習した。 

・ライフサイエンス：生徒の健康･安全に関わる講演会である「交通安全教室」、「防犯教室」と「薬

物乱用防止講話」をライフサイエンスセミナーとして実施した。事前事後学習を充実させることで、

自分の命を大事にするという継続的なイベントに変えた。他にも、普段の授業の中で、クラスごと

に全生徒へ単元を割り振り、模擬授業を担当させた。小テストの作成・採点など、普段、教員が行

っている業務を生徒が担当することにより、単元内容の定着だけではなく、プレゼンテーション能

力の向上を目指した。 

・課題探究：人材育成コンソーシアムを設立し、普通科の調査研究活動ごとに活動の支援を依頼した

ところ、延べ 11 名の協力を得ることができた。特に、普通科課題探究 11 班は、旭川市旭山動物園

飼育展示係教育担当 佐賀 真一 様の協力を得て、鹿の農業被害を減らす方法について探究を行う

など、外部の専門家とつながりながら探究活動を進めることができた。また、北海道教育大学旭川

校の探究活動支援を課題探究へ拡大したことから、発表会前にまず大学生への説明をすることで自

ら課題に気づく機会を増やすことができた。理数科についても、統計的な検定手法を用いるために

実験の回数を増やすなど、探究活動を計画的に進めることができた。 

・生徒参加型 SSH シンポジウム：令和７年度は課題研究英語発表会において、全校生徒を対象に講演

会を行った。生分解性プラスチックを題材とした講演について、理数科にも同様の研究テーマで探

究活動をしたチームがあり、研究のキーワードが一致している部分も多かったため、英語での講演

であったのにもかかわらず、生徒の興味や関心を集めることができた。 

・SS 研究Ⅰ～Ⅲ：課題探究を充実させるため、地域巡検の内容を精査した。特に地域巡検Ⅲの旭山動

物園では、事前講義を充実させることで、今までにはない視点で動物の行動観察を行うことができ、

プレゼンテーションにも新しい発見が反映されていた。「課題研究英語発表会」では、北海道名寄

高等学校の代表生徒が口頭発表と発表会を参観し、本校生徒と交流を図った。 
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・SS 特別講座：例年行っている講座の他に、課題となっている統計に関する講座を行った。その結

果、自分たちの探究活動の実験計画を見直すことにつながった。 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成システムの研究開発 

・科学系部活動の推進：発表実績として、日本動物学会第 96 回名古屋大会 2025 にてポスター発表を

行った。また、日本金属学会 2026 年春期第 178 回講演大会高校生ポスターセッションにて口頭発

表を行う予定。 

・サイエンスボランティア：物理部・化学部・生物部が「旭川学生の科学展」、「ジオ・フェスティ

バル」、「ワークワーク体験フェス」に参加した。また、旭川市立近文小学校における実験教室を

３年連続で実施し、アシスタントは生徒が務めた。対象となる学年が異なることから、小学生向け

に科学的な思考を養うイベントのノウハウを蓄積することができた。 

・国際科学オリンピック、科学の甲子園への参加：北海道数学コンテスト（５名）、科学の甲子園（４

チーム計 19 人）が参加した。 

・サイエンスセミナー：サイエンスツアーを１回、サイエンスセミナーを４回、サイエンスワークシ

ョップを１回実施した。近隣の高校にも声をかけた結果、旭川東高校・旭川北高校・旭川永嶺高校

・旭川実業高校・旭川志峯高校から計 12 名の参加があった。早い時期から計画・実施したため、

中学生の参加は計 27 名となり、全体的に盛況であった。 

・大学研修：道外大学研修は筑波大学、道内大学研修は北海道大学・旭川医科大学・旭川市立大学で

実施できた。道外大学研修は、国立科学博物館や国土地理院を組み合わせて、内容を充実させるこ

とができた。 

・科学コンテスト、学会、国際的な研究交流への参加：昨年度と同様に GoogleClassroom「トビダセ！

西高生」を作成し、本校に届いた各種コンテストへの応募、シンポジウムへの参加案内などの周知

を、生徒だけではなく担任をはじめとする本校教員にも拡大した。その結果、外部主催のコンテス

トへの参加件数を計 61 件まで増やすことができた。 

・ポートフォリオ(SSH)の活用：普通科・理数科ともに積極的な活動が見られた生徒複数名を候補者

とし、様々な活動を点数化してトップランナーを選定した。冬季休業前の全校集会で、その表彰と

受賞者のスピーチを行うことで、１・２年次生の課題探究活動への積極的な参加を促すことができ

た。 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成コンソーシアムの構築 

・他の高校を加えた課題研究発表会の開催：７月の英語発表会において、名寄高校の研究チームのス

テージ発表への参加を皮切りに、１月には「道北圏探究フォーラム 2025」を開催し、当フォーラム

では、高校６校が発表を行い、高校１校と中学校４校が聴講のみの参加があった。参加校数は昨

年度より増えている。また、発表のみならず探究座談会を実施したことで、探究の発表内容だけ

ではなく、探究の進め方についても学校ごとの違いを共有することができ、参加した中学生から

は探究活動への不安が減ったという感想が得られた。 

・旭川市との探究プログラム及び対話集会の共創：課題発見フィールドワークだけではなく、課題発

見・企業交流会を実施し、旭川市で活躍している社会人と生徒とのつながりを増やすことができた。

NoMaps Asahikawa や、まちなかキャンパス 2025 への参加もあり、地元の課題に対して、関心をも

って探究活動に取り組んでいる。 

・北海道教育大学旭川校と高大を接続した探究プログラムの共創とカリキュラム接続：北海道教育大

学旭川校とのカリキュラム接続の取組は今年度６年目で、大学４年次必修科目「教職実践演習」の

「探究活動支援ティーチングアシスタント」に教育大学４年生 26 名が参加した。従来は、１年次

の探究基礎のみの活動であったが、２年次の普通科課題探究にも拡大し、どちらか一方への参加で

も可能としたことが受講者増加の要因である。演習の活動日に、探究に関する授業がなかった際は、

新年度から教職に就く学生に向け、探究の授業を一から組み立てる演習を行った。高校生は、大学

生の助言を参考に、課題探究の検証方法や発表方法など改善することができ、有意義な活動となっ

ている。 

・サイエンスジュニアドクター：昨年度は 12 名のみであったが、今年度は 28 名が登録した。過去６

年間で最も多い登録人数である。年度当初より募集を開始したため、その後のサイエンスセミナー
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などの日程にも余裕ができたことから、次年度以降も継続していく。 

・サイエンスフェスティバル：札幌啓成高校で「グローバルサイエンスワークショップ イン 北海

道」、札幌日大高校で「未来創造探究フェスティバル」が開催され、本校普通科３チーム、理数科

３チーム計 30 人が２つのイベントへ参加した。 

・サイエンスリンク協議会：管理機関である北海道教育委員会主催で、学校間の情報共有ができて

いる。 

・教員研修：人事異動に伴い SSH 指定初期の教職員が減ってきたことから、年度当初に SSH 指定の経

緯や成果などの説明、今後の方向性に関する目線合わせを行った。研究開発グループのみで業務を

遂行することが困難であることや、全教職員の協力体制を確認できたため、有意義な研修となった。

その他、生徒の利用が増えている Canva など、実践的な研修を実施することができた。 

・評価方法の研究：課題発見･解決能力テストについて、現２年次の結果を１年次に実施した結果と

経年比較したところ、ほぼ全ての分野で成長が見られた。 

・ICT を活用した成果の普及：12 月に行った生徒研究発表交流会において ZOOM 配信を行った。近隣

の高校教員の視聴など、一定のニーズがあったため継続していく。 

 

 ⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

研究開発テーマⅠ～Ⅲの令和７年度における各取組について、研究開発の課題は次のとおりである。 

Ⅰ 旭西の実践と評価を一体化した、カリキュラム・マネジメントの実現 

・探究基礎：現在の取組に関するワークシートは完成しているものの、それを用いる担当者によって

進め方に違いがある。よって、誰が担当しても同じ指導となるように、ワークシート及び授業計画

を改善していく。 

・データサイエンス：統計的な検定手法など内容が専門的になり、教員の授業準備が多大になってい

る。また、情報科の教員１名で、大学入学共通テスト向けの進学講習や、校内の ICT 機器の保守管

理を全て担当することが困難なため、スクールサポートスタッフなど正規教員以外が常駐し、業務

分担できることが望ましい。 

・ライフサイエンス：長らく学校設定科目として科目「保健」を代替してきたが、グループワーク中

心で進めることが定着したため、令和８年度入学生より学校設定科目ではなく、通常の「保健」と

して、探究的な学びを推進していく。 

・課題探究：様々な外部機関から支援の申し出をいただいているが、生徒の探究テーマと一致してい

るかどうかなど、その申し出を生かしきれていない。毎回の活動終了後、アドバイザーの教員から

活動内容の報告があるが、その報告内容を一元管理することができれば、外部機関とのマッチング

を進めやすくなるので、そのシステムを構築する必要がある。 

・生徒参加型 SSH シンポジウム：テーマ設定よりも講師の選定が課題である。現在は、教員の個人的

なつながりで講師依頼を行っているため、北海道全体で講師データベースを作成するなど、担当者

に頼らない仕組みが必要である。 

・SS 研究Ⅰ～Ⅲ：課題探究のテーマ設定について、数学分野や情報分野を扱うことができていない。

理科に関するテーマについても、化学分野と生物分野が多く、物理分野と地学分野は少ないといっ

た偏りがあり、より広い分野に目を向けることができるよう、講演や簡単な実験を計画していくこ

とが必要である。また、代表チームだけではなく、全チームが外部の発表機会を経験できるよう、

道内の SSH 指定校との協力体制も構築していきたい。 

・SS 特別講座：イベントとして実施するのではなく、事前・事後指導を充実させて、探究活動の深化

につなげていくことが必要である。その他、英語発表を終えた３年次生に向けて、探究活動の振り

返りを行うような特別講座も計画していきたい。 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成システムの研究開発 

・科学系部活動の推進：学校規模の縮小に伴い部員数も減少していることから、現在３つある科学系

部活動を統合し、活性化につなげていきたい。 

・サイエンスボランティア：高校から徒歩移動圏内にある他の小学校へも波及させていき、小学校段
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階から科学的な考え方に触れる機会を創出することが必要である。 

・国際科学オリンピック、科学の甲子園への参加：問題の難易度が高く予選の段階で、生徒が対応で

きていない。事前の対策にかける時間も限られていることから、状況の改善は難しいものの、挑戦

することに主眼を置き、参加者が増えていくよう声掛けを継続していく。 

・サイエンスセミナー：生徒から、サイエンスだけではなく文系分野（経済・法律・教育）に関して

も開催要望があった。キャリアサポートグループが実施している大学模擬講義とのすみ分けを進め

ながら対応していきたい。 

・大学研修：交通費・宿泊費の高騰に伴い、講師謝礼の確保が困難になったため、道外大学研修は筑

波大学のみとなった。大学の研究室に触れる機会が減少してしまったが、来年度以降も同様に進め

ていきたい。 

・科学コンテスト、学会、国際的な研究交流への参加：外部コンテストに応募したチームはさらに別

のコンテストにも応募することが当たり前になっている一方、まったく外部コンテストに応募しな

いチームもある。校内の発表会での評価が低かったチームは、そこで気持ちの区切りをつけてしま

う場合もあり、生徒の積極性を回復させるケアが必要である。 

・ポートフォリオ（SSH）の活用：候補者が複数となったため、様々な活動を点数化して選定したが、

そもそもの点数化についての妥当性の検証という課題がある。必要条件として、３年次のメンター

活動に参加していることとしていたが、自己負担が必要な大学研修の位置付けなど、まだまだ議論

が必要である。 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成コンソーシアムの構築 

・他の高校を加えた課題研究発表会の開催：参加校が増えていないことが課題である。特に、道北圏

探究フォーラムについては、会場を本校体育館として年間行事計画に掲載し、年度当初に案内する

ことで、他校の探究活動計画に組み込みやすくすることが必要である。 

・旭川市との探究プログラム及び対話集会の共創：SSH 指定を受けてから 16 年目を迎えていること

もあり、本校の年間の探究活動計画が固まりつつあるなかで、新しいプログラムが組み込みにくく

なっている。旭川市内で始まっている活動との整合性を図りながら、できる限り多くのプログラム

を生徒へ提供していくことが求められている。 

・北海道教育大学旭川校と高大を接続した探究プログラムの共創とカリキュラム接続：大学生を募集

する段階では実施予定となっていたにもかかわらず、探究の授業日が変更となった場合の対応が課

題となっている。 

・サイエンスジュニアドクター：これまで、秋のオープンスクールの際に募集をしていたが、年度当

初に各中学校あてのメールとホームページでの募集に切り替えたところ、募集を知らない中学生が

出てしまった。SNS も活用し募集することで、さらなる制度の周知に努めていく必要がある。 

・サイエンスフェスティバル：予算の都合上、参加生徒数を上限 30 名とし、12 月の生徒交流発表会

の審査結果をもとに派遣しているが、より多くの生徒が参加できる可能性を模索していきたい。 

・サイエンスリンク協議会：道内 SSH 指定校の主担当者間の連絡をより密にして、お互いの研鑽に努

めていきたい。 

・教員研修：年度当初の職員会議では教員研修を行う時間が不足したため、平常授業日の放課後に行

った。そもそも研修の時間を捻出することが困難となっている。長期休業期間中の研修の実施も視

野に入れながら計画する必要がある。 

・評価方法の研究：北海道教育大学と連携するなど、外部機関の助力を受けながら、より多面的に生

徒の状況を把握する手法を検討していく。 

・ICT を活用した成果の普及：公式ホームページや SNS など、情報提供の場所が複数にわたっている

ため、業務量の過多につながっている。本高の SSH 指定校としての取り組みの発信場所を統一して

いく必要がある。 
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❷ 実施報告書（本文） 

研究開発の課題 

 「新しい価値を創造する科学技術人材の育成と、地域と共創する旭西カリキュラムの研究･開発」 

１ 研究開発の目標 

新しい価値を創造する科学技術人材を育成するために、「探究する力」、「対話する力」、「協

働して創り出す力」、「自律的に活動する心」（図１）を育てる旭西カリキュラムを地域ととも

に実践し、その成果を普及し共有することで人材育成コンソーシアムの構築を目指す。 

研究開発テーマ 

Ⅰ 旭西カリキュラムの実践と評価を一体化した、カリキュラム･マネジメントの実現 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成システムの研究開発 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成コンソーシアムの構築 

 

図１ 育成する「３つの力と１つの心」及び それらを具現化した「12 の力と心」 

２ 研究開発の仮説 

第Ⅱ期までの成果と課題をもとに、研究開発のテーマⅠ～Ⅲそれぞれについて、仮説Ⅰ～Ⅲを

設定した。統合的な視点から実生活や実社会を見つめ、主体的･対話的に探究を深めていく過程で

課題発見力が養われ、地域との接点を拡大することで結論を活用する力を育成することができる。

また、科学技術人材に必要な資質･能力を育てる課外活動の実績と評価を生徒と教員が共有する

ことで、科学技術人材育成を促進することができると考えている。 

仮説Ⅰ 探究基礎における「課題発見プログラム」を教科横断的に実施し、統合的な視点から課題

を発見する「課題を見出す力」を育成する。また、対話を通して課題を共有する範囲を広

げることで、本質を見出す過程を段階的に重ね「探究する力」、「対話する力」、「協働

して創り出す力」を育成する。これらの長期的･継続的な評価とプログラムの改善を重ねる

ことで課題研究の質を高めることができる。 

仮説Ⅱ 科学技術人材に必要な資質･能力の向上に関わる課外活動を系統立て、継続的な参加を推

進･支援し、国際的でより高いレベルの「結論を活用する力」を育成することができる。ま

た、その活動実績と評価を記録･蓄積し、生徒と教員が共有し、活動実績に応じて単位を認

定するとともに、顕著に優秀な活動に対して表彰する制度を構築することで、「探究し続け

る心」をもった科学技術人材を育成することができる。 

仮説Ⅲ 旭西カリキュラムを中核として、地域（小中学校･自治体･企業）や高校、大学とのつなが

りを拡充することで、対話しながら「３つの力と１つの心」を相互に養う人材育成コンソ

ーシアムを構築することができる。 
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３ 研究開発の内容 

第Ⅱ期で開発した教科を横断した系統的な探究型学習プログラムを発展させ、地域とともに実

践する。また、カリキュラム･マネジメントの視点に立って事業の長期的･継続的評価を確立する。

さらに、地域と中高大を通じて成果を普及し共有することで、人材育成コンソーシアムを構築し、

新しい価値を創造する科学技術人材の育成を目指す。次に示す研究開発テーマⅠ～Ⅲの主な事業

や取組によって、「探究する力」、「対話する力」、「協働して創り出す力」、「自律的に活動す

る心」を育成する。 

 

Ⅰ 「旭西カリキュラム」の実践と評価を一体化した、カリキュラム･マネジメントの実現 

探究型学習プログラムの実践と評価を一体化させ、その効果を継続的に検証する。 

テーマⅠ 事業･取組 対 象 単位 

ｱ 探究基礎 普通科･理数科１年次 １単位 

ｲ データサイエンス 普通科･理数科１年次 ２単位 

ｳ ライフサイエンス 普通科･理数科１･２年次 ２単位 

ｴ 課題探究 普通科･理数科２年次 ２単位 

ｵ 生徒参加型 SSH シンポジウム 普通科･理数科１･２年次 - 

ｶ SS 研究Ⅰ 理数科１年次 １単位 

ｷ SS 研究Ⅱ 理数科２年次 １単位 

ｸ SS 研究Ⅲ 理数科３年次 １単位 

ｹ SS 特別講座 理数科１･２･３年次（SS 科目で実施） - 

 

Ⅱ 新しい価値を創造する科学技術人材育成システムの研究開発 

科学技術人材の育成に向けた課外活動への参加を推進･支援し、活動実績に応じて単位を認定

･表彰する制度の効果を継続的に検証する。 

テーマⅡ 事業･取組 時期 対象 換算時数 

ｱ 科学系部活動の推進 通年 希望者 - 

ｲ サイエンスボランティア 通年 希望者 最大 20 

ｳ 国際科学オリンピック、科学の甲子園への参加 随時 希望者 最大 10 

ｴ サイエンスセミナー 通年 希望者 ２～８ 

ｵ 大学研修Ⅰ（筑波大学、東京大学、東京海洋大学他３校） ９月 希望者 18 

 大学研修Ⅱ（北海道大学） 11 月 希望者 12 

 大学研修Ⅲ（旭川医科大学･旭川市立大学） １月 希望者 ６ 

ｶ 科学コンテスト、学会、国際的な研究交流への参加 随時 希望者 最大 20 

ｷ ポートフォリオ（SSH）の活用 通年 全員 - 

※ 換算時数：「課題探究」増単における授業時数の目安 

 

Ⅲ 地域における学校種を超えた人材育成コンソーシアムの構築 

本校の探究活動を中核とした人材育成コンソーシアムを構築し、成果を普及し共有するシス

テムのあり方を管理機関と検証する。 

テーマⅢ 事業･取組 時期 連携･接続機関 

ｱ 他の高校を加えた生徒研究発表･交流会の開催 

（道北圏探究フォーラムの開催） 

12 月 市内近郊高等学校 

道北中学高校、SSH 指定校 

ｲ 旭川市との探究プログラム及び対話集会の共創 随時 旭川市 

ｳ 北海道教育大学旭川校とのカリキュラム接続 ９～12 月 北海道教育大学旭川校 

ｴ サイエンスジュニアドクター 通年 市内近郊中学校 

ｵ サイエンスフェスティバル ２月 SSH 指定校 

ｶ サイエンスリンク協議会 通年 北海道 SSH 指定校 

ｷ 教員研修 通年 北海道教育委員会、北海道立教育研究所 

ｸ 評価方法の研究 通年 北海道教育委員会、北海道立教育研究所 

ｹ ICT を活用した成果の普及 通年 北海道教育委員会、北海道立教育研究所 
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テーマⅠ 旭西カリキュラムの実践と評価を一体化した、カリキュラム･マネジメントの実現 

仮説Ⅰ 探究基礎における「課題発見プログラム」を教科横断的に実施し、統合的な視点から課題

を発見する「課題を見出す力」を育成する。また、対話を通して課題を共有する範囲を広

げることで、本質を見出す過程を段階的に重ね「探究する力」、「対話する力」、「協働

して創り出す力」を育成する。これらの長期的･継続的な評価とプログラムの改善を重ねる

ことで課題研究の質を高めることができる。 

テーマⅠ 事業･取組 対 象 単位 

ｱ 探究基礎 普通科･理数科１年次 １単位 

ｲ データサイエンス 普通科･理数科１年次 ２単位 

ｳ ライフサイエンス 普通科･理数科１･２年次 ２単位 

ｴ 課題探究 普通科･理数科２年次 ２単位 

ｵ 生徒参加型 SSH シンポジウム 普通科･理数科１･２年次 - 

ｶ SS 研究Ⅰ 理数科１年次 １単位 

ｷ SS 研究Ⅱ 理数科２年次 １単位 

ｸ SS 研究Ⅲ 理数科３年次 １単位 

ｹ SS 特別講座 理数科１･２･３年次（SS 科目で実施） - 

目的、仮説との関係、期待される成果 

「探究基礎」、「データサイエンス」、「ライフサイエンス」において、多面的な視点から課

題を発見する「課題発見プログラム」を実施することによって、「課題を見出す力」を育成す

る。また、対話を通して課題を共有する範囲を校内から地域や大学に広げ、本質を見出す過程

を段階的に重ねることで「探究する力」、「対話する力」、「協働して創り出す力」を育成す

る。 

「課題探究」において、自ら設定した研究課題について、全校体制の教育支援のもと研究チ

ームごとに調査･研究活動を行うことで、「探究する力」、「対話する力」、「協働して創り出

す力」を実践的に育成する。課題探究中間報告会を２回実施することにより、課題解決に向け

て研究の深化を図るともに、先を見通した活動へと発展させ「自律的に活動する心」を育てる。

研究課題に応じて大学や外部機関と連携した共同研究や、自治体とデータや課題を共有し課題

解決に向けた行動と提案、提言をする「提案型課題研究」を実施する。 

理数科においては、これらの取組に加えて「SS 研究Ⅰ」、「SS 研究Ⅱ」、「SS 研究Ⅲ」、「SS

特別講座」を実施することにより、自然科学の特徴を深く理解し、その見方･考え方を土台にし

て課題研究を行う。さらに、英語による口頭発表とディスカッションを行うことで、国際的な

視野をもって科学的に議論する力を育成する。 

これらの系統的な探究型学習プログラムについて、長期的･継続的な評価とプログラムの改善

を重ねることで課題研究の質を高めることができる。 

経緯 ※半角カタカナはテーマⅠ事業・取組のカタカナと対応している 

R7/4/10 (木) ｳ ２年ライフサイエンス 全体ガイダンス 

R7/4/11 (金) ｳ ライフサイエンスセミナー「交通安全教室」 

R7/4/15 (火) ｲ １年データサイエンス 全体ガイダンス 

R7/4/15 (火) ｳ １年ライフサイエンス 全体ガイダンス 

R7/4/16 (水) ｳ ライフサイエンスセミナー「防犯教室」 

R7/4/16 (水) ｴ 普通科 課題探究全体ガイダンス 

R7/4/17 (木) ｴ 理数科 課題探究全体ガイダンス 

R7/4/18 (金) ｸ 英語発表準備開始 

R7/4/23 (水) ｴ 普通科 調査・研究活動開始 

R7/4/24 (木) ｴ 理数科 テーマ討論会 

R7/4/28 (月) ｱ 探究基礎全体ガイダンス、課題発見フィールドワーク（旭川西高周辺５か所） 

R7/ 4/28 (月) ｲ 生成 AI の仕組みと利用の仕方について 

R7/ 4/28 (月) ｶ 理数科ガイダンス 

R7/ 4/30 (水) ｴ 理数科 調査・研究活動開始 
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R7/ 5/ 2 (金) ｶ 地域巡検Ⅰ（嵐山） 

R7/ 5/ 8 (木) ｱ 課題の共有･問題の本質 

R7/ 5/28 (水) ｴ 普通科 第１回アドバイザー面談 

R7/ 5/30 (金) ｸ 英語ポスターセッション 

R7/ 6/ 4 (水) ｴ 普通科 中間報告会に向けたプレゼンテーションガイダンス 

R7/ 6/11 (水) ｴ 普通科 校外活動開始 

R7/ 6/13 (金) ｸ ALT を招いたプレゼンテーション練習 

R7/ 6/19 (木) ｹ 理数科３年 英語プレゼンテーション講座 

R7/ 6/20 (金) ｸ ALT を招いたプレゼンテーション練習 

R7/ 7/11 (金) ｸ ALT を招いたプレゼンテーション練習 

R7/ 7/15 (火) ｶ 地域巡検Ⅱ（北大雨龍研究林） 

R7/ 7/16 (水) ｱ ２年普通科中間報告会参加 

R7/ 7/16 (水) ｴ 普通科 中間報告会 

R7/ 7/17 (木) ｷ 第１回中間報告会 

R7/ 7/17 (木) ｸ 英語発表会リハーサル 

R7/ 7/22 (火)  課題研究英語発表会 

R7/ 7/22 (火) ｵ SSH 講演会  

R7/ 9/ 8 (月) ｹ 理数科２年 統計講座 

R7/ 9/10 (水) ｴ 普通科 第２回アドバイザー面談 

R7/ 9/24 (水) ｸ 探究活動リフレクション 

R7/10/ 1 (水) ｶ 地域巡検Ⅲ（旭山動物園） 

R7/10/ 2 (木) ｱ 研究デザイン作成ガイダンス 

R7/10/ 3 (金) ｳ ライフサイエンスセミナー「薬物乱用防止教室」 

R7/10/ 6 (月) ｲ 生成 AI を利用した探究テーマの検討 

R7/10/ 8 (水) ｱ 課題発見・企業交流会 

R7/10/ 8 (水) ｹ 理数科２年 半導体関連産業に係る複合拠点化事業(体験教室) 

R7/10/ 9 (木) ｱ 課題発見・企業交流会 

R7/10/14 (火) ｲ 先行研究調査 

R7/10/15 (水) ｲ 生成 AI を利用した論文検索 

R7/10/17 (金) ｷ 第２回中間報告会 

R7/10/21 (火) ｲ 生成 AI を利用して論文を読む 

R7/10/23 (木) ｱ 仮説立案 

R7/10/29 (水) ｱ 研究デザインポスター作成 

R7/11/05 (水) ｴ 普通科 第３回アドバイザー面談 

R7/11/06 (木) ｱ 研究デザインポスター作成相談会 

R7/11/12 (水) ｶ 地域巡検Ⅲプレゼンテーション準備 

R7/11/13 (木) ｱ 研究デザインポスター作成相談会 

R7/11/17 (月) ｶ 地域巡検Ⅲプレゼンテーション 

R7/11/27 (木) ｴ 理数科 成果報告会に向けた発表準備 

R7/12/03 (水) ｴ 普通科 成果報告会に向けた発表準備 

R7/12/04 (木) ｱ 研究デザインポスタークラス内発表 

R7/12/10 (水)  生徒研究発表交流会 

R7/12/11 (木)  生徒研究発表交流会 

R7/12/12 (金)  生徒研究発表交流会 

R7/12/16 (火) ｴ 理数科 リフレクション 
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R7/12/17 (水) ｴ 普通科 リフレクション 個人論文作成ガイダンス 

R7/12/18 (木) ｴ 理数科 英語発表ガイダンス 

R7/12/19 (金) ｱ 研究デザインポスター学科内交流会 

R8/01/21 (水) ｱ 理数科 探究チーム発表 

R8/01/29 (木) ｱ 普通科 探究チーム発表 

R8/01/30 (金) ｵ すずらん塾  

R8/02/ 2 (月) ｱ 探究プラン作成開始 

R8/02/02 (月) ｲ データ分析 

R8/02/09 (月) ｲ Python を利用したデータ分析 

R8/02/16 (月) ｲ 生成 AI を利用したデータ分析 

R8/02/26 (木) ｹ 理数科１年 住まいの温・涼デザイン探究講座 

R8/03/17 (火) ｹ 理数科１年 研究テーマ相談会 

R8/03/19 (木) ｹ 理数科２年 英語コミュニケーション講座 

内容･方法 

ｱ 探究基礎 普通科･理数科１年次 １単位 

<< 教育課程変更の理由 >> テーマⅠ ｴ 課題探究 も同様 

「総合的な探究の時間」（３単位）に替えて「探究基礎」（１単位）、「課題探究」（２単位）

を開設する。１年次の「探究基礎」では、探究活動を行う上で基礎となる課題研究の質の向上

に向けた「課題発見プログラム」を実施することで、「探究する力」、「対話する力」、「協働

して創り出す力」及び「自律的に活動する心」を育成する。また、２年次の「課題探究」では、

設定した研究課題をもとに調査･研究活動を行い、その成果をプレゼンテーションするととも

に、研究ポスター･論文の作成に取り組ませる。このことにより、「総合的な探究の時間」の目

標である「探究の見方･考え方を働かせ、横断的･総合的な学習を行うことを通して、自己の在

り方生き方を考えながら、よりよく課題を発見して解決していくための資質･能力を育成する」

ことが達成できる。 

教科 探究 科目 探究基礎 単位数 １単位 学年 １年次 

科目概要 

２年次で履修する『課題探究』に向けて、探究の手法等の基礎を学習するため、「データサ

イエンス」とともに「課題発見プログラム」を実施する。一人ひとりが研究課題と研究の仮説

、検証方法等をポスターに表現した研究デザインを提案し、研究ゼミ･グループを編成する。

最終的に研究チームごとに２年次に取り組む探究課題を発表する。 

到達目標 

･グループで協働して取り組み、対話を通して情報を共有し、考察を深めることができる。 

･探究の手法の基礎を身に付け、探究課題を提案することができる。 

･グループで協働して仮説と検証方法を含めた探究課題を設定し、探究計画を作成できる。 

a. 目的･仮説 

地域のフィールドワークから課題を見出し、一人ひとりが具体的な問題意識をもちながら探

究スキルを学習する。生徒間やメンター・TA と対話･議論する機会を段階的に設定することで、

多面的な視点から課題を認識し、研究課題の設定の質の向上を図る。 

b. 研究開発内容･方法 

西高周辺５か所でのフィールドワークから「１枚の写真」を撮影し、生徒間で写真に基づく

疑問や問題を共有することで、実生活、実社会における複雑な文脈に存在する事象に着目する。

これを題材に先行研究の調査方法について、協働して主体的･対話的に学び、探究スキルの基礎

を身に付ける。その後、一人ひとりが研究課題を提案し、１年次全体で課題の共有を図るとと

もに、研究課題を分類し、ゼミ分けを行う。ゼミ内では研究チームを編成し、グループディス

カッションを重ね研究課題検討会を実施することで、生徒間で対話･議論しながら自律的･主体

的に調査研究活動を行う集団を形成するとともに研究課題の深化を図る。 
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ⅰ) 探究基礎全体ガイダンス、課題発見フィールドワーク、課題の共有･問題の本質 

対話とは何かという説明を踏まえ、お互いがもつ意味の違いを埋めていく過程を通し

て、視野を広げ、考え方を鍛える。身近な自然現象や社会事象から一人ひとりが感じた疑

問や問題を表現する「写真」を撮影し、そこから「課題」を発見・共有するワールドカフ

ェへつなげる。他者が撮影した写真から、撮影者がどのような疑問や問題を感じたのかを想

像し、自分の考えと比較することで、他者と自分の違いを理解する。 

実施日時  令和７年４月２８日(月)４校時   探究基礎全体ガイダンス 

          ４月２８日(月)５、６校時 課題発見フィールドワーク 

                ・新橋経由美術館～常盤公園旭橋経由 

                ・旭橋経由常盤公園～新橋経由リベライン旭川 

                ・こんぴら通り経由～住吉公園 

                ・北の散歩道経由～住吉公園 

                ・北鎮記念館経由～護国神社 

          ５月８日(木)５、６校時 課題の共有･問題の本質 

場  所  本校１年次 HR 教室、多目的室他 

対  象  １年次 200 名（普通科 160 名、理数科 40 名） 

担当教諭  田辺  塁（理科）、１年次担当教員 

育てる力  「課題を見出す力」、「議論する力」、「企画･管理する力」 

  
課題発見フィールドワークの様子 

 
生徒が撮影した写真と感じた疑問の例 

ⅱ) 研究デザイン作成プログラム（「現代の国語」、「データサイエンス」と連動して実施) 

２年次の中間報告会に参加することで探究デザインの形式を学び、研究デザイン作成ガ

イダンスでは、座談会形式で「探究」を充実した活動にするためのアドバイスやメッセー

ジを卒業生･メンターが伝える。そして、課題発見・企業交流会を通して、社会で解決が求

められている課題を知り、探究活動の質の向上を図る。身の回りの疑問や課題、課題発見

フィールドワークで撮影した写真などを材料に、実際に課題発見に取り組み、問題解決に

関係する分野研究や先行研究調査、解決に向けた研究デザインを作成する。それらをＫＪ

法やワールドカフェ方式のグループワークによって共有し、協働による相乗効果で課題探

究･課題研究に必要な知識と技能を学ぶ。 

実施日時  令和７年７月１６日(水)５、６校時 ２年普通科中間報告会参加 

          １０月２日(木)５、６校時 研究デザイン作成ガイダンス 

          １０月８日(水)５、６校時 課題発見・企業交流会 

          １０月９日(木)５、６校時 課題発見・企業交流会 

          １０月２３日(木)５、６校時 仮説立案 

場  所  本校１年次 HR 教室、多目的室他 

対  象  １年次 200 名（普通科 160 名、理数科 40 名） 
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担当教諭  田辺  塁（理科）、１年次担当教員 

育てる力  「課題を見出す力」、「表現する力」、「要点を整理する力」、 

      「マナー・モラルを守る心」 

  

  
課題発見・企業交流会の様子 

ⅲ) 研究デザイン相談会 

「データサイエンス」で学習する手法も活用して、一人ひとりが研究課題と研究の仮説、

検証方法等をポスターに表現した研究デザインシートを作成する。一人ひとりが作成した

研究デザインについて、類似する学術･研究分野毎に意見交流し、研究のプランを具体化

する。また、意見交流を自らファシリテートすることで、自分が必要な情報やアイデアを

様々な人から引き出し、自分の研究デザインの作成に生かす。 

一人ひとりが作成した研究デザインについて、同学年のみならず、２年次生や３年次生

メンターにポスター発表し、自分が必要な情報やアイデアを様々な人から引き出す。 

研究デザインシートで研究課題を共有し、次年度の課題探究･課題研究で取り組む「研

究課題」を考える。この交流をきっかけに各自で希望の研究課題を集約し、普通科はチー

ム編成(４～６名)とゼミ(５研究分野)、理数科は８チーム編成(４～６名)を決定する。 

実施日時  令和７年１０月２９日(水)５、６校時 研究デザインポスター作成 

          １１月６日(木)５、６校時 研究デザインポスター作成相談会 

          １１月１３日(木)５、６校時 研究デザインポスター作成相談会 

          １２月４日(木)５、６校時 研究デザインポスタークラス内発表 

          １２月１１日(木)５、６校時 生徒研究発表交流会 

          １２月１９日(木)５、６校時 研究デザインポスター学科内交流会 

対  象  １年次 200 名（普通科 160 名、理数科 40 名） 

場  所  本校１年次 HR 教室・多目的室 

担当教諭  田辺  塁（理科）、１年次担当教員 

育てる力  「検証する力」、「貢献する力」、「異文化や多様性を理解する心」 
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研究デザインポスターのひながた 

  
生徒が作成した研究デザインポスターの例 

ⅳ)探究プラン作成(ゼミ活動) 

チームごとに次年度の課題探究で取り組む「探究課題」を設定し、仮説･検証方法など

を決める。また、３月末にゼミ内での検討会を行い、必要な情報やアイデアを引き出し、

チームの探究プランに生かす。 

実施日時  令和８年１月２１日(水)６校時   理数科 探究チーム発表 

          １月２９日(木)６校時   普通科 探究チーム発表 

          ２月２日(月)      探究プラン作成開始 

対  象  １年次 197 名（普通科 158 名、理数科 39 名） 

場  所  本校１年次 HR 教室・多目的室 

担当教諭  田辺  塁（理科）、１年次担当教員、理科教員 

育てる力  「課題を見出す力」、「議論する力」、「企画・管理する力」、 

      「探究し続ける心」 

c. 検証･評価 

探究基礎は大きく４つの単元から構成されている。 

最初の単元は地域における課題発見フィールドワークである。一人ひとりが撮影した写真を

切り口に、生徒間で疑問や問題を共有することで、実生活、実社会で見られる何らかの事象と

関連する課題に着目する。それを題材に、学術･研究分野や先行研究の調査方法を主体的･対話

的に学び、探究スキルの基礎を身に付けることを目的としている。昨年度に続き、フィールド

ワークを実施し、一人ひとりが観察の視点や仮説をもってフィールドワークができるように行

った。今年度は個人のタブレットを用いてワークシートを作成し、「一枚の写真」や課題の共

有を行った。 

２番目は、フィールドワークや先行研究調査を経て、一人ひとりが課題を見出す単元である。
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今年度は、２年普通科の中間報告会で先行研究に触れるだけではなく、地元企業の方々を招い

て行った課題発見・企業交流会で、社会で実際に解決が求められている課題を知ることで、公

共性が高いテーマを扱うきっかけを増やした。 

３番目は、見出した課題とそれを解決するための仮説や検証方法について「研究デザイン」

としテーマをまとめ、提案する単元である。この単元を現代の国語及びデータサイエンスと連

動して実施したことで、先行研究調査の論文リストや研究デザインシートをデジタルデータと

して作成し、活用することができた。研究プラン作成では、生徒が Canva を活用してデータや写

真を用いながら、自分の考えを相手に伝える手法を洗練させることができ、研究チーム形成や研

究テーマ設定がスムーズに進んだ。単元の最後では、１年次全体で研究デザインを共有し、研究

ゼミ･チーム分けを行った。 

４番目の単元では、研究チームやゼミ内でグループディスカッションを重ねることで、研究

課題を明確にして研究プランを作成するとともに、生徒間で対話･議論しながら自律的･主体的

に調査研究活動を行う集団を形成した。これらを次年度の課題探究に引き継ぎ、調査・研究活

動を進めていく。 

現在の取り組みに関するワークシートは完成しているものの、それを用いる担当者によって

進め方に違いがある。よって、誰が担当しても同じ指導となるように、次年度はさらにワーク

シートとその授業計画を改善していく。 

 

ｲ データサイエンス 普通科･理数科１年次 ２単位 

<< 教育課程変更の理由 >> 

「情報Ⅰ」を１単位に減じて「データサイエンス」（１単位）を開設する。情報のデジタル化

や表現等を取り扱うだけでなく、自然事象や社会事象に関わるデータの収集や処理･分析方法な

ど探究活動に必要な知識と技能を習得する。問題解決の手順を踏まえながら生徒自身が主体的

に課題解決のための調査研究活動を行うことにより、「情報Ⅰ」の科目の目標である「情報に

関する科学的な見方･考え方を働かせ、情報技術を活用して問題の発見･解決を行う学習活動を

通して、問題の発見･解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効果的に活用し、情報社会に主体

的に参画するための資質･能力を次のとおり育成することを目指す」ことを達成できる。 

教科 情報 科目 データサイエンス 単位数 ２単位 学年 １年次 

科目概要 

様々な分野におけるデータを題材に、データを収集し分析する手法や統計処理の方法についての基

礎を学習する。ビッグデータ分析実習講座を行い、データから課題を発見する有効性を学習する。ま

た、探究活動を行う上で必要な、情報における倫理に加えて、研究倫理の精神を養う。 

到達目標 

･探究活動を行う上で必要な統計処理技能（データ処理、情報分析、グラフ作成）を習得する。 

･グループで情報を集めて共有し発表する活動を通じて、身に付けた技能の習熟を目指す。 

･ビッグデータ分析演習を行い、データから課題を発見する有効性を学習する。 

･探究活動を行う上で必要な、情報における倫理に加えて、研究倫理観を身に付ける。 

a. 目的･仮説 

様々な分野におけるデータを題材にして、データを収集し分析する手法や統計処理の方法に

ついての基礎を学習する。ビッグデータ分析演習を行い、データから課題を発見する有効性を

学習する。また、探究活動を行う上で必要な、情報の取扱いにおける倫理に加えて、研究倫理

の精神を養う。 

b. 研究開発内容･方法 

対  象  １年次 200 名（普通科 160 名、理数科 40 名） 

場  所  本校コンピュータ室 

担当教諭  小玉 昌宏（国語科・情報科） 

ⅰ) 生成 AI 関連講座 

様々な分野で使われている生成 AI の基本的な事項を学習する。また、実際に使用する

ことで、その便利さだけではなく危険性についても取り扱う。さらに、探究活動を行う上

で必要な情報の取り扱いにおける倫理に加えて、研究倫理の精神を養う。 
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実施日時  令和７年４月１５日(火)３校時   全体ガイダンス 

          ４月２８日(月)４校時   生成 AI の仕組みと 

                      利用の仕方について 

          １０月６日(月)３校時   生成 AI を利用した探究テーマの検討 

育てる力  「課題を見出す力」、「検証する力」、「マナー・モラルを守る心」 

ⅱ) 先行研究調査 

自分自身の問いが、既に研究されているのかを調べるための複数の方法を学習する。ま

ず、本校の探究活動の先行論文調査から始め、学術論文の検索を行う。また、生成 AI を

活用しながら論文を読み、自分自身の探究デザインに新しい視点を加えていく。 

実施日時  令和７年１０月１４日(火)３校時   先行研究調査 

          １０月１５日(水)２校時   生成 AI を利用した論文検索 

          １０月２１日(火)５校時   生成 AI を利用して論文を読む 

育てる力  「課題を見出す力」、「企画・管理する力」、「マナー・モラルを守る心」 

ⅲ) データ分析関連講座 

探究活動の結果をまとめる際に、データを分析する力が必要になるため、数学Ⅰ「デー

タの分析」とも連動させながら、複数の手法を学習する。 

実施日時  令和８年２月２日(月)３校時   データ分析 

          ２月９日(月)２校時   Python を利用したデータ分析 

          ２月１６日(月)５校時   生成 AI を利用したデータ分析 

育てる力  「結論を導く力」、「議論する力」、「マナー・モラルを守る心」 

c. 検証･評価 

Ⅲ期目から始まった学校設定科目「データサイエンス」も５年目を迎え、様々なノウハウ・

知見を蓄積することができている。以前から継続して行っていた外部講師による特別講座の内

容を本校教諭が引き継ぎ、生成 AI に関する内容を単元として組み込むことができた。 

様々な分野におけるデータを題材にして、データを収集し分析する手法や統計処理の方法に

ついての基礎を学習した。数学Ⅰで扱う統計学的内容について、表計算ソフトウェアの関数を

用いた計算及び表やグラフを作成することでデータ処理の基本スキルを身に付けることができ

た。また、データ分析実習を行い、データから課題を発見する力の育成を図った。さらに、研究

活動を行う上で必要な、情報における倫理を学習した。 

データサイエンスは「情報」の代替科目として実施しているが、統計的な検定手法など内容が

専門的になり、教員の授業準備が多大になっている。また、情報科の教員１名体制で、大学入学

共通テスト向けの進学講習や、校内の ICT 機器の保守管理を全て担当することが困難なため、ス

クールサポートスタッフなど正規教員以外が常駐し、業務分担できることが望ましい。 

 

ｳ ライフサイエンス 普通科･理数科１･２年次 ２単位 

<< 教育課程変更の理由 >> 

「保健」（２単位）に替えて「ライフサイエンス」（２単位）を開設する。地域社会における

人の健康や環境について、身近な問題と関連付けて持続可能な開発目標にむけた教科等横断型

の探究活動を行う。また、外部人材を活用して対話型の学習プログラムを実施する。 

教科 保健 科目 ライフサイエンス 単位数 ２単位 学年 
１年次 

２年次 

科目概要 

地域社会における人の健康や環境について、身近な問題と関連づけ教科･科目を横断して探

究活動を行う。また、外部人材を活用して対話型の学習プログラムを実施する 

到達目標 

個人及び社会生活における健康･安全について理解を深めるようにし、生涯を通じて自らの

健康を適切に管理し、改善していく資質や能力を身に付ける。 

a. 目的･仮説 

保健分野の４項目のうち「生涯を通じる健康」及び「健康を支える環境づくり」について、グ
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ループごとに探究活動を行い、内容についてプレゼンテーション及びディスカッションを行う。

さらに、生徒が学習評価をするための確認テストを作成し実施する。単元に関連する自治体職

員等の講義や対話を通して理解を深めるとともに、身近な課題を持続可能な開発目標と関連し

て認識することで、教科等横断型の活動につなげる。 

これまで学校行事として行っていた生徒の健康･安全に関わる講演会をライフサイエンスセ

ミナーとして実施する。生徒は各テーマについて事前学習を通じて主体的に考え、グループや

講師と対話的に学び、事後学習によって内容を深め、課題探究のテーマへ発展させる。これら

の活動により、実生活･実社会に存在する課題の発見につなげる。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) ライフサイエンスセミナー 

これまで学校行事として行っていた生徒の生活に関わる講演会の事前指導と事後指導

をライフサイエンスの授業単元の一つとして実施する。特に１年次に対しては、自分自身

の周囲にある危険等に対して、自分はどのような姿勢を示すべきかを考えること自体が、

探究活動のテーマになることを実感させる。 

実施日時  令和７年４月１１日(金)６校時   交通安全教室 

          ４月１６日(水)６校時   防犯教室 

          １０月３日(金)６校時   薬物乱用防止教室 

対  象  １、２年次 400 名（普通科 320 名、理数科 80 名） ※３年次生も全員参加 

講演場所  本校体育館 

講  師  交通安全教室   北海道モビリティスクール 佐々木 理 香 氏 

      防犯教室     旭川中央警察生活安全課  大 友 俊 輔 氏 

                            尾 矢 篤 志 氏 

      薬物乱用防止教室 旭川中央警察署      桑 野 穂 香 氏 

担当教諭  中林 信也（国語科） 

      紺屋 和広・海野 輝人・漆山 裕章・森田 直文（保健体育科） 

  
防犯教室           薬物乱用防止教室 

ⅱ) 生徒による模擬授業の実施 

生徒による模擬授業として、ライフサイエンスの単元の一部を扱う。授業者となった生

徒は、説明内容から小テストの作成・採点までを担当し、それらの一連の流れを相互評価

することで、単元内容の定着だけではなく、説明した内容が正しく伝わっているかどうか

の判断を行う。 

実施日時  令和７年４月１０日(木)３校時   ２年全体ガイダンス 

          ４月１５日(火)１校時   １年全体ガイダンス 

          ６月２日(月)      生徒による模擬授業開始 

対  象  １、２年次 400 名（普通科 320 名、理数科 80 名） 

場  所  本校 HR 教室 

担当教諭  紺屋 和広・海野 輝人・漆山 裕章・森田 直文（保健体育科） 

c. 検証･評価 

生徒の健康･安全に関わる講演会である「交通安全教室」、「防犯教室」と「薬物乱用防止講

話」をライフサイエンスセミナーとして実施した。事前・事後学習を充実させることで、一過

性のイベントとならないよう進めた。 

２年次の課題研究チームが「性」、「多様性」、「保健」のテーマを扱った年度は、そのチー
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ムを外部講師としてライフサイエンスセミナーへ登壇させる取組を行ったが、今年度はそのよ

うなテーマを選択したチームがなかったため、普段の授業の中で、クラスごとに全生徒へ単元

を割り振り、模擬授業を担当させた。小テストの作成・採点など、普段、教員が行っている業務

を生徒が担当することにより、プレゼンテーション能力の向上だけではなく、単元内容の定着

を目指した。今後も継続していき、効果をさらに検証していきたい。 

これまで、生徒が講師となるライフサイエンスセミナーは満足度が高い結果が得られてきた

ことから、今年度は該当する課題探究チームがなかったが、次年度以降、該当するチームがで

きたときには、再開させていく。また、自らが説明することでより学習内容の定着が図られる

など、模擬授業の効果が確認された場合、この授業形式を他教科・科目へ広げていきたい。 

 

ｴ 課題探究 普通科･理数科２年次 ２単位 

<< 教育課程変更の理由 >> テーマⅠ ｱ 探究基礎 に記載 

教科 探究 科目 課題探究 単位数 ２単位 学年 ２年次 

科目概要 

１年次「探究基礎」において発見した研究課題について、地域や大学等とも連携して調査･研究活

動を行う。研究活動の成果を生徒研究発表･交流会において発表し、論文やポスターにまとめることで

研究活動に必要な実践力を身に付ける。 

到達目標 

自ら見出した課題に対して仲間と協働して自律的に調査研究活動を行い、結論を導き出す。研究

成果を論文やポスターにまとめ、生徒研究発表や交流会でプレゼンテーションを行う。 

a. 目的･仮説 

「探究基礎」において発見した研究課題について、大学や研究機関、自治体、民間企業、OB･

OG と継続的に連携し、協働して調査･研究活動を行う。課題探究の中間報告会を実施するととも

に、定期的に本校教員が務めるアドバイザーとの面談を実施し、対話･議論による研究の深化及

び研究倫理の育成を図る。研究活動による成果を生徒研究発表･交流会において発表し、論文に

まとめることで研究活動における実践的な力を養う。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) 普通科における課題探究 

生徒を 32 グループに分け、生徒が自ら設定した様々な分野のテーマについて調査･研究

を行い、その成果を発表する。 

実施日時  令和７年４月１６日(水)５校時   課題探究全体ガイダンス 

          ４月２３日(水)５、６校時 調査・研究活動開始 

          ５月２８日(水)      第１回アドバイザー面談 

          ６月１１日(火)４～６校時 校外活動開始 

          ９月１０日(水)      第２回アドバイザー面談 

          １１月５日(水)      第３回アドバイザー面談 

          １２月３日(水)６校時   成果報告会に向けた発表準備 

          １２月１７日(水)６校時   リフレクション 

                      個人論文作成ガイダンス 

対  象  普通科２年次 160 名 

ゼミ分け  Ａ健康科学ゼミ 6 班   Ｂ環境科学ゼミ 6 班   Ｃ自然科学ゼミ 4 班 

      Ｄ心理・人文ゼミ 6 班  Ｅ社会科学ゼミ 5 班   Ｆ教育学ゼミ 5 班 

担当教諭  徳長 誠一（英語）、２年次担当教員 

育てる力  「検証する力」、「結論を導く力」、「表現する力」、「議論する力」、 

      「企画・管理する力」、「異文化や多様性を理解する心」 

ⅱ) 理数科課題探究 

生徒を５名ごと８グループに分け、自ら設定した理数に関する様々なテーマについて調

査･研究活動を行い発表する。SS 研究Ⅱの活動と連携しながら研究内容を深め、研究論文、

ポスターを作成する。また、研究結果をまとめたプレゼンテーションを作成し、口頭発表

を行う。 
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実施日時  令和７年４月１７日(木)２、３校時 課題探究全体ガイダンス 

          ４月２４日(木)２、３校時 テーマ討論会 

          ４月３０日(水)４、５校時 調査・研究活動開始 

          １１月２７日(木)２～４校時 成果報告会に向けた発表準備 

          １２月１６日(火)４校時   リフレクション 

          １２月１８日(木)２校時   英語発表ガイダンス 

対  象  理数科２年次 40 名 

担当教諭  田中 恒（英語科）、理科 

育てる力  「検証する力」、「結論を導く力」、「表現する力」、「議論する力」、 

      「企画・管理する力」、「異文化や多様性を理解する心」 

ⅲ) 普通科における課題探究中間報告会 

研究の途中経過をまとめて、運営指導委員や地域の方々、１年次生徒 200 名、OB･OG へ

発表し議論することで、自らの研究目的や手法、今後の課題を明確にし「探究する力」や

「対話する力」を育成する。また、研究の過程や見通しを他者と共有することで、相互に

研究目的や方法を深めることで、先を見通した活動へと発展させ「協働して創り出す力」

や「自律的に活動する心」を育てる。 

実施日時  令和７年７月１６日（水）４～６校時 

対  象  普通科２年次 160 名、３年次メンター25 名 

担当教諭  徳長 誠一（英語） 

育てる力  「結論を導く力」、「結論を活用する力」、「要点を整理する力」、 

      「議論する力」、「貢献する力」、「探究し続ける心」 

  
普通科における課題探究中間報告会の様子 

ⅳ) SSH 生徒研究発表･交流会 

課題研究の成果をまとめて、運営指導委員や地域の方々、１年次生徒 200 名、OB･OG へ

発表し議論することで、自らの研究目的や手法、今後の課題を明確にし「探究する力」や

「対話する力」を育成する。また、１年次の研究デザインポスター発表や３年次メンター

活動を組み合わせることで、異なる年次の交流を促し、先を見通した活動へと発展させ「協

働して創り出す力」「自律的に活動する心」を育てる。 

実施日時  令和７年１２月１０日(水)   

         13:30～14:35 開会式（体育館）校長挨拶・諸注意 

                動物園研修報告（１年理数科） 

                大学研修報告(１・２年次) 

                放送部全国大会報告（研究発表部門） 

                30s サマリー(全 40 チーム) 

         15:00～15:40 ２年次課題探究口頭発表① 

      令和７年１２月１１日(木) 

         08:50～11:40 ２年次課題探究口頭発表② 

         12:30～13:40 １年生発表「研究デザイン発表」 

         14:10～15:30 ２年次普通科課題探究ポスター発表 

         15:30～15:40 ２年次普通科課題探究審査結果発表 

         16:20～18:30 公会堂リハーサル 

      令和７年１２月１２日(金)  

         09:10～09:20 公会堂開会式 

         09:20～09:40 理科部成果発表 
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         09:50～10:30 普通科課題探究口頭発表（代表７チーム） 

          12 班 分別するしか…ねぇな？ 

          04 班 小松菜でスイーツ革命！ 

          01 班 ピーマンスイーツを作ってピーマンをたべれるようにしよう 

          16 班 アナログで遮音の限界を超える 

          27 班 〜完〜バスタイムキーパーに俺はなる！ 

          29 班 小学生にもわかりやすいハザードマップを作ろう 

          09 班 卵の殻を再利用した石鹸を作ろう 

         10:40～12:45 理数科課題研究口頭発表（８チーム） 

         12:50～13:00 閉会式 

対  象  １、２年次 397 名（普通科 318 名、理数科 79 名） 

場  所  本校（体育館、各教室）、旭川市公会堂 

担当教諭  徳長 誠一（英語）、研究開発グループ、１･２年次団、理科教員 

育てる力  「結論を導く力」、「結論を活用する力」、「要点を整理する力」、 

      「議論する力」、「マナー・モラルを守る心」」、「探究し続ける心」 

  
動物園研修報告         大学研修報告 

  
30s サマリー       普通科口頭発表 

  
         普通科ポスター発表        理数科口頭発表 

c. 検証･評価 

昨年度に引き続き、普通科は１年次の「探究基礎」においてテーマ設定及びチーム･ゼミ編成

を実施していたため、よりスムーズに調査･研究活動に進めることができた。また、例年どおり

各チームに一人ずつアドバイザーとして教員を配置するとともに、３年次生「メンター」を普

通科課題探究の各ゼミに配置し、２年次生の活動補助を行った。先生には相談しにくいことを

先輩に相談することや先輩からの研究内容に関する質問によって考えを掘り下げることなど、

学年の枠を越えた関わりによって２年次生と３年次生の双方にとって学びがあったと考えられ

る。メンターを希望した３年次生は、ゼミ長やチームリーダーの経験、外部コンテストや英語

発表会への参加経験がある生徒が多く、探究活動が終了した後でも、探究活動に対する意欲を
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持ち続けて活動している。 

さらに、昨年度末に設立した「人材育成コンソーシアム」のメンバーに対しても、調査・研究

活動日を連絡することで、アドバイスがもらいやすい体制を整備することができた。さらに、

北海道教育大学旭川校４年生教職実践演習の選択に位置付けられている本校探究活動支援を、

「探究基礎」だけではなく「課題探究」へ広げたことで、教育大生からの指摘を数多く受けるこ

とができた。報告会などの発表の場だけではなく、調査・研究活動日にも外部からのアドバイス

を継続的に受けられるようになった。 

会場の都合があり、12 月の生徒研究発表交流会は３日日程で開催した。課題探究では、２日

目の発表の評価結果から選定された代表チームを午後に発表し、熱量が高いまま最終日に臨む

ことができた。大きな舞台での発表が多くの生徒にとって魅力であり、１年次生徒にとって次

年度の課題探究を積極的に取り組もうという原動力となっている。 

普通科においてもチーム毎に論文を研究論文形式で作成して３年目となった。このまとめた

論文そのものを外部に発表する機会がないため、次年度の論文集に掲載することを検討してい

る。また、様々な外部機関から支援の申し出をいただいているが、生徒の探究テーマと一致し

ているかどうかなど、その申し出を生かしきれていない。毎回の活動終了後、アドバイザーの

教員へ活動内容の報告があるが、その報告内容を一元管理することができれば、外部機関との

マッチングを進めやすくなるため、そのシステムを構築する必要がある。 

探究活動チームの主な活動実績については、「テーマⅡ ｶ 科学コンテスト、学会、国際的な

研究交流への参加」に記載する。 

 

ｵ 生徒参加型 SSH シンポジウム 普通科･理数科１･２年次 - 

a. 目的･仮説 

最先端科学に関する専門家を講師に招き、広く科学に対する興味・関心を高める。講演プロ

グラム内に代表生徒とのパネルディスカッション等の対話を組み込むとともに、会場の生徒と

の意見交流を行うことで生徒の主体的な理解を深める。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) SSH 講演会 

日常に存在する「マイクロプラスチック」について、その発生源とともに、どのような環

境問題を引き起こしているのかを紹介する。また、講師自身がどのように研究者として活動

することになったのか、その実体験を紹介するとともに本校生に対して、探究活動の完遂に

向けた助言を行う。 

実施日時  令和７年７月２２日（金）５、６校時 

対  象  全校生徒 

場  所  旭川市民文化会館 

タイトル  「Biodegradable Plastics as a Solution for Environmental Problems」 

講  師  千歳科学技術大学 教授 カートハウスオラフ氏 

担当教諭  山本 一葉（理科）、研究開発グループ、１～３年次団 

育てる力  「議論する力」、「異文化や多様性を理解する心」、「探究し続ける心」 

  
講演会と質疑の様子 

ⅱ) すずらん塾 

「医療人を目指す」をテーマに、本校卒業生でもある渋川義幸氏の講演及び放課後座談会

を行う。講師自身が病気を患い、治療を受けていることから、医学研究者の立場だけではな

く患者の立場も含めた講演内容である。また、終了後には希望者による座談会を行い、意見
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交流を行う。 

実施日時  令和７年１月３０日（金）４～６校時 

対  象  １･２年次 397 名（普通科 318 名、理数科 79 名） 

場  所  本校体育館  

タイトル  「医療人を目指す ～医療職へのキャリアパスと口腔医学研究の最前線」 

講  師  東京歯科大学 生理学講座 主任教授 渋 川 義 幸 氏（本校 38 期） 

担当教諭  木下 琢也（数学）、キャリアサポートグループ、２年次団、１年次団 

育てる力  「議論する力」、「マナー・モラルを守る心」、「探究し続ける心」 

c. 検証･評価 

今年度１回目の「生徒参加型 SSH シンポジウム」は SSH 英語発表会内で行った。講師は、英

語で科学的な講演が可能な方々から選定し、千歳科学技術大学 教授 カートハウスオラフ氏に

依頼した。理数科の課題探究で「生分解性プラスチック」が３年間継続研究として続いているこ

ともあり、講演内容の「マイクロプラスチック」などの専門用語も理解できていた。 

２回目はキャリアサポートグループと連携して、本校卒業生を講師として迎える「すずらん

塾」において、「医療人を目指す」というテーマで講演及び放課後の座談会を行った。講師は東

京歯科大学生理学講座主任教授の渋川義幸氏を招き、講師自身が病気を患い、治療を受けてい

ることから、医学研究者の立場だけではなく患者の立場も含めた講話をしていただいた。本校

では医療系の進学希望者が多く、自分自身の将来について考えるきっかけとなった。 

今後について、テーマ設定よりも講師の選定が課題である。現在は、教員の個人的なつなが

りで講師依頼を行っているため、北海道全体で講師データベースを作成するなど、担当者に頼

らない仕組みが必要である。次年度以降も現行の形式を踏襲しつつ、より活発な意見交流を図

ることができるものへと改善していきたい。 

 

ｶ SS 研究Ⅰ 理数科１年次 １単位 

<< 教育課程変更の理由 >> テーマⅠ ｷ SS 研究Ⅱ ｸ SS 研究Ⅲ も同様 

「理数探究基礎」（１単位）に替えて１年次に「SS 研究Ⅰ」（１単位）、「理数探究」（２

単位のうち１単位）に替えて２年次に「SS 研究Ⅱ」（１単位）、「課題研究」（３単位のうち

１単位）に替えて３年次に「SS 研究Ⅲ」（１単位）を開設する。理数分野に関わる課題研究の

質を向上させるため、１年次で地域素材によるフィールドワークや科学における基礎実験と手

法を習得し、２年次で研究に関する２回の中間発表を行うとともに、大学や研究機関と連携し

ながら研究内容の深化を図る。さらに３年生では研究内容を英語で発表することで、グローバ

ルな視点を意識した活動に発展させる。 

教科 
スーパー 

サイエンス 
科目 

スーパー 

サイエンス研究Ⅰ 
単位数 １単位 

学年 

課程 

１年次 

理数科 

科目概要 

地域の自然や旭山動物園でのフィールドワークを通して自然観察等の手法を学び、自然環境や身

近な現象に目を向ける。観察の結果と考察についてグループディスカッションを行い、プレゼンテーショ

ンを作成し発表する。「探究基礎」と連動しながら課題研究のテーマを設定し、研究計画を作成する。 

到達目標 

地域巡検を通して科学的手法の基礎を身に付けるとともに、地域の自然環境について考えを深め

ることで課題を見出す。その成果をレポートやプレゼンテーションにまとめて発表することで、科学的に

表現する方法を身に付けるとともに自然科学の特徴を理解する。 

a. 目的･仮説 

「地域巡検Ⅰ」において観察の観点を設定して、嵐山では地形や地質、植生との関係、森林

の特徴を観察する。フィールドワークの中で疑問点や問題点を見出し共有する主体的活動を取

り入れることで、「課題を見出す力」の育成を図る。観察の観点と疑問点･問題点についてレポ

ートにまとめることで、「要点を整理する力」の育成を図る。 

「地域巡検Ⅱ」において研究施設とそこで行われている研究に触れることで科学的な見方や

研究手法を学び、「検証する力」の育成を図る。学んだ内容と疑問点･問題点についてレポート

にまとめることで、「要点を整理する力」の育成を図る。 

「地域巡検Ⅲ」において動物の行動観察の意味と手法について講義を受け、観察の観点をも
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とにデータを収集しながら行動観察を行うことで、「課題を見出す力」の育成を図る。旭山動

物園における動物の飼育施設と行動の関係について学ぶことで「要点を整理する力」の育成を

図る。行動観察を通して仮説や検証方法、考察について学び、観察の結果と考察についてグル

ープディスカッションを行い、プレゼンテーションを作成し発表することで、「結論を導く力」、

「表現する力」の育成を図る。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) 地域巡検Ⅰ 

フィールドワークの基礎を学び、自然観察を通して科学的・論理的思考力を育成する。

また、旭川市周辺の自然環境について理解を深めるとともに、観察から問題や課題を見出

す力を育成する。 

実施日時  令和７年４月２８日(水)３校時   理数科ガイダンス・事前学習 

          ５月２日(金)１～５校時 地域巡検Ⅰ当日 

          ５月７日(水)５校時   事後学習 

対  象  １年次 40 名（理数科 40 名） 

場  所  北方野草園（嵐山公園） 

講  師  北方野草園 園長 堀江 健二 氏 

担当教諭  中里 武浩・田辺 塁(理科)木下 琢也・大西 真一（数学） 

育てる力  「課題を見出す力」、「要点を整理する力」、「マナー・モラルを守る心」 

  
事前説明と出発の様子 

 

 
生徒アンケート（グラフ左：成長させる機会があったか グラフ右：成長させることができたか） 

ⅱ) 地域巡検Ⅱ 

地域の自然を見つめ直すことにより、道北地方の自然環境について理解を深めるととも
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に、観察から問題や課題を見出す力を育成する。また、研究施設とそこで行われている研

究に触れることで科学的なものの見方や研究手法を学び、探究能力の向上を図る。 

実施日時  令和７年７月１４日(月)３校時   事前学習 

          ７月１５日(火)１～６校時 地域巡検Ⅱ当日 

          ７月１７日(木)１校時   事後学習 

対  象  １年次 40 名（理数科 40 名） 

場  所  北海道大学雨龍研究林、なよろ市立天文台 

講  師  北海道大学 雨龍研究林長 小 林   真 氏 

      なよろ市立天文台 職員 

担当教諭  中里 武浩・田辺 塁・深山 尚仙(理科) 

育てる力  「検証する力」、「要点を整理する力」、「探究し続ける心」 

  
雨龍研究林            なよろ市立天文台 

 

 
生徒アンケート（グラフ左：成長させる機会があったか グラフ右：成長させることができたか） 

ⅱ) 地域巡検Ⅲ 

行動観察を通して科学的・論理的思考力を育成する。地域の自然を見つめ直すことによ

り、旭川市周辺の環境問題について考えさせる。また、グループで意見交流することで、

様々な見方・考え方を共有し、視野を広げるとともに知見や理解を深め「対話する力」を

育成する。 

実施日時  令和７年９月３０日(火)６校時   事前学習 

          １０月１日(水)１～６校時 地域巡検Ⅲ当日 

          １０月３日(金)２校時   事後学習 

対  象  １年次 40 名（理数科 40 名） 

場  所  旭川市旭山動物園 
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担当教諭  中里 武浩・田辺 塁・深山 尚仙(理科)、木下 琢也（数学） 

育てる力  「課題を見出す力」、「要点を整理する力」、「議論する力」、 

      「貢献する力」 

  
キリン舎での様子           カバ舎での様子 

 

 
生徒アンケート（グラフ左：成長させる機会があったか グラフ右：成長させることができたか） 

ⅲ) プレゼンテーション演習 

教科「データサイエンス」及び「SS 研究Ⅰ」において、プレゼンテーションソフトの使

い方とプレゼンテーションの基礎を学習した後にプレゼンテーション資料の作成を行う。

地域巡検Ⅲ（旭山動物園巡検）のまとめと活動報告について、グループごとにプレゼンテ

ーション資料を作成し、クラス発表を行うとともに、生徒研究発表交流会で地域巡検報告

を行う代表チームを選出する。 

実施日時  令和７年１１月１２日(水)６校時   プレゼンテーション準備 

          １１月１７日(月)５、６校時 プレゼンテーション 

対  象  １年次 39 名（理数科 39 名） 

場  所  本校１年５組教室、地学教室（プレゼンテーション作成） 

      視聴覚教室（発表） 

講  師  旭山動物園 園長 坂東 元 氏、主査 佐賀 真一 氏 

担当教諭  中里 武浩・田辺 塁・深山 尚仙(理科)、木下 琢也（数学） 

育てる力  「結論を導く力」、「表現する力」、「議論する力」、 

      「企画・管理する力」、「マナー・モラルを守る心」 
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発表の様子 

 

 
生徒アンケート（グラフ左：成長させる機会があったか グラフ右：成長させることができたか） 

c. 検証･評価 

昨年度までは、課題研究につながる視点を増やすこと中心として地域巡検を実施してきたが、

テーマの候補を広げる内容が中心となり、研究そのものに深く触れる機会が少なかった。その

ため、地域巡検Ⅱ（北海道大学雨龍研究林、なよろ市立天文台）を新たに企画し、フィールドワ

ークを取り入れながら研究者の講話を理数科全員で聞く機会を創出した。また、従来から行っ

ていた地域巡検Ⅲ（旭山動物園）においても、内容を精査し、事前学習を充実させたことから、

今までにはない視点で動物の行動観察を行い、プレゼンテーションにも新しい発見が反映されて

いた。 

「b. 研究開発内容･方法」の各項目に記載した帯グラフは、生徒に、本校が育成する 12 の力と

心に関して「成長させる機会があったか」と「成長させることができたか」に分けて解答させた

アンケートの結果である。企画側の意図とおりの結果となった力と心がある一方で、「検証する

力」を育てる機会が他と比べて少なくなっているなど、課題も見られた。次年度からは、このア

ンケートを探究基礎や課題探究などの他の科目にも広げ、12 の力と心について、バランスよく伸

ばせるように計画を改善していく。 

理数科１年次の課題探究のテーマ設定については、数学分野が３年間選択されていなく、１

年次で履修する化学と生物に偏りが見られている。より広い分野からテーマ設定が行われるよ

う、次年度からはカリキュラム変更を行い、地学を１年次必修とする。 
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ｷ SS 研究Ⅱ 理数科２年次 １単位 

<< 教育課程変更の理由 >> テーマⅠ ｶ SS 研究Ⅰ に記載 

教科 
スーパー 

サイエンス 
科目 

スーパー 

サイエンス研究Ⅱ 
単位数 １単位 

学年 

課程 

２年次 

理数科 

科目概要 

２年次「課題探究」と連動して、実験やデータ分析、課題研究の中間報告会を実施する。ま

た３年次の英語発表に向けて、ポスターや論文、スライド等の英訳を行い、科学的な英語コミ

ュニケーションの基礎を学習する。 

到達目標 

「課題研究」の内容を検証し、実験やデータ分析を行うことで内容を深める。研究の途中経

過をまとめて発表し、議論することで研究の目的を明確にするとともに、研究者からの助言を

もとに手法等の改善を行い研究の深化を図る。研究成果を英訳し、科学的な英語コミュニケー

ションの基礎を身に付ける。 

a. 目的･仮説 

課題研究基礎実験において、課題研究のための基礎的な実験やデータの処理を行う。また、

研究の途中経過をまとめて発表することで、意見交流を通して研究内容の検証･改善を行う。こ

れらにより科学的･論理的思考力を高め、「探究する力」、「自律的に活動する心」及び「協働

して創り出す力」の育成を図る。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) 理数科課題研究 第１回中間報告会 

課題研究のポスター発表と質疑応答を行い、今後の研究の見通しを立てる。見学者は発

表に対して Google Forms を使用して評価、アドバイス等を行う。ポスターセッション後

に助言者と研究チームが個別に面談することで、研究内容や手法の深化を図る。 

実施日時  令和７年７月１７日(水)４～６校時 

対象生徒  ２年次 40 名（理数科 40 名） 

参加生徒  １年次 40 名（理数科 40 名）、３年次 38 名（理数科 38 名） 

場  所  本校武道場 

助 言 者  北海道教育大学旭川校 教授 永山 昌史 氏（物理分野） 

      北海道教育大学旭川校 講師 田中 之博 氏（物理分野） 

      旭川医科大学     教授 室崎 喬之 氏（化学分野） 

      旭川医科大学     助教 春見 達郎 氏（生物分野） 

担当教諭  田中 恒（英語）、課題研究担当教員（理科･数学科） 

育てる力  「結論を導く力」、「表現する力」、「議論する力」、 

      「企画・管理する力」、「マナー・モラルを守る心」 

  
発表の様子 

ⅱ) 理数科課題研究 第２回中間報告会 

課題研究発表会に向けて、各チームで取り組んできた課題研究の口頭発表を行い、発表

資料（パワーポイント等）や表現に対する助言をいただき研究の深化を図るとともに、ク

ラス内で議論し、相互評価を行うことにより課題研究の質の向上を図る。この報告会の結

果をもとに「tan-fest in 上川管内」に参加する代表チームを選出する。 
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実施日時  令和７年１０月１７日(金)４～６校時 

対象生徒  ２年次 40 名（理数科 40 名） 

場  所  本校視聴覚室 

助 言 者  北海道教育大学旭川校 教授 永山 昌史 氏（物理分野） 

      北海道教育大学旭川校 講師 田中 之博 氏（物理分野） 

      旭川医科大学     教授 室崎 喬之 氏（化学分野） 

      旭川医科大学     助教 春見 達郎 氏（生物分野） 

担当教諭  田中 恒（英語）、課題研究担当教員（理科･数学科） 

育てる力  「結論を導く力」、「要点を整理する力」、「議論する力」、 

      「企画・管理する力」、「探究し続ける心」 

c. 検証･評価 

課題研究中間報告会を７月と 10 月に２回実施し、研究者から直接助言をいただくことで研究

の深化を図ることができた。研究者からのフィードバックを受けたことで課題を明確にし、専

門性の高い研究に発展させることができた。例年は、第２回を 11 月に実施していたが、アドバ

イスを課題研究に活かす時間が少ないことから、10 月に前倒して実施した。酪農学園大学主催

で行われたサイエンスファームや調査・研究活動時間に来校していただく研究者の協力もあり、

研究の結論を導く際の検定手法の深化が見られた。 

今後は、課題研究に関わる調査･研究活動のデータ処理や、発表スライド･ポスターなどの作

成を１人１台端末の利点を生かし、効率のよい協働作業が可能な ICT 環境を整備する必要があ

る。また、論文の書き方についての特別講座を実施し、論文を作成する際に必要とされる科学

論文の基本的な構成要素や表現方法について質を向上させる。さらに、科学技術人材の育成に

つなげるシステムの一つとして、教員による多面的な評価と長期的･継続的な評価を改善するこ

とが今後の課題である。 
 

ｸ SS 研究Ⅲ 理数科３年次 １単位 

<< 教育課程変更の理由 >> テーマⅠ ｶ SS 研究Ⅰ に記載 

教科 
スーパー 

サイエンス 
科目 

スーパー 

サイエンス研究Ⅲ 
単位数 １単位 

学年 

課程 

３年次 

理数科 

科目概要 

・２年次で行った『課題研究』を英訳し、英語でプレゼンテーションを行う。 

・研究内容に対して、日本語だけでなく英語を用いて質疑応答や議論を行う。 

到達目標 

・英語でプレゼンテーションを行い、質疑応答･議論を行う力を身に付ける。 

・研究に対する議論を通して「課題研究」の内容を検証し深める。 

a. 目的･仮説 

課題研究についての英語ポスターを作成し、近隣校の ALT や大学生、理数科２年次とポスタ

ーセッションを行い、科学的な英語コミュニケーションのトレーニングを行うことにより、英

語で思考し議論する力を育成する。英語プレゼンテーションを作成し、全校生徒に対して英語

による口頭発表とディスカッションを行うことで、科学的な視点から国際的な問題に対して議

論できる「対話する力」、「自律して活動する心」を養う。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) 課題研究英語論文、英語発表準備 

英語科教諭や ALT の指導のもと課題研究論文を英訳し、近隣校 ALT も加え英語プレゼン

テーションのトレーニングを行う。英語ポスターの作成や英訳作業は家庭と学校の両方で

取り組む。 

実施日時  令和７年４月１８日(金)６校時   英語発表準備開始 

          ５月３０日(金)２～４校時 英語ポスターセッション 

          ６月１３日(金)２～４校時 ALT を招いたプレゼンテーション練習 

          ６月２０日(金)２～４校時 ALT を招いたプレゼンテーション練習 

          ７月１１日(金)２～４校時 ALT を招いたプレゼンテーション練習 
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          ７月１７日(木)４校時   英語発表会リハーサル 

          ９月２４日(水)６校時   探究活動リフレクション 

対象生徒  ３年次 51 名（理数科 38 名、普通科 13 名） 

場  所  本校地学室、化学室、生物室、物理室 

担  当  英語科、本校 ALT、近隣校 ALT 

育てる力  「結論を活用する力」、「議論する力」、「貢献する力」、 

      「異文化や多様性を理解する心」、「探究し続ける心」 

ⅱ) SSH 課題研究英語発表会 

英語による課題研究口頭発表 

実施日時  令和７年７月２２日(火)１～６校時 

対象生徒  全校生徒 

発表生徒  ３年次 51 名（理数科 38 名、普通科 13 名） 

場  所  旭川市民文化会館大ホール 

担当教諭  山本 一葉（理科）、英語科、研究開発グループ 

育てる力  「結論を活用する力」、「表現する力」、「議論する力」、 

      「異文化や多様性を理解する心」、「探究し続ける心」 

  

  
発表会の様子 

c. 検証･評価 

聴衆生徒によるアンケート結果 

 
今年度も旭川市市民文化会館大ホールにおいて「課題研究英語発表会」を実施した。家庭学
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習も含めて英訳作業を進め、本校英語科と ALT３名によるプレゼンテーション指導や英語プレ

ゼンテーション講座を実施するなど、例年同様の準備を重ねた。 

発表会では、全校生徒に対して大型スクリーンにプレゼンテーション資料を映し、英語によ

る口頭発表を行い、発表者と質問者による双方向での英語を用いたディスカッションにより、

科学的な視点をもつことはもちろんのこと、英語的な発想で議論できる「対話する力」と「自

律して活動する心」、及び国際的な言語文化への興味･関心と国際的な視点を養うことができた。

学科を問わず、１･２年次生から非常に積極的に英語での質問が飛び交うなど、活発な議論が行

われる発表会となった。また、今回は北海道名寄高等学校から口頭発表への参加と発表会全体

の参観があり、他校生徒が参加することで、発表者の緊張感は高まり、質疑の場面でも積極的

な意見交流の姿が見られた。今後も、他校からの参加を積極的に受け入れていく。 

さらに、令和５年度の英語講演において、難解な専門用語の解説が丁寧でわかりやすかった

ことから、千歳科学技術大学からカートオラフ氏を講師に招き、「マイクロプラスチック」に

関する環境問題について英語での講話をいただいた。講話に当たっての質疑応答も英語で行わ

れたため、講師の先生からは傾聴姿勢だけではなく英語による対話力についても高い評価をい

ただいた。 

Ⅲ期目の始まりがコロナ禍と重なり、本校体育館で発表会を実施することができなくなった

ことから始まった旭川市民文化会館大ホールを用いての発表会であるが、普通科の生徒にとっ

ては代表チームに選ばれステージに立ちたい、というモチベーションにつながっている。理数

科の生徒にとっては、多くの人の前で発表するという経験が、その後の進路関係の活動を乗り

越える自信となっているため、次年度以降も引き続き継続していきたい。 

 

ｹ SS 特別講座 理数科１･２･３年次（SS 科目で実施）  

a. 目的･仮説 

理科、数学、英語において、教科･科目を横断する発展的な内容を取り扱うとともに、大学や

専門機関の講師を招いて講義及び実験を行うことで、自然科学の見方や考え方、手法等の特徴

を理解する。また、大学や専門機関の研究者との対話を通して、研究への意欲を高めるととも

に研究倫理の精神を養う。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) 英語プレゼンテーション講座【SS 英語Ⅲ】 

課題研究英語発表会のプレゼンテーションをモデルに、講師が発表の方法についてコー

チングし、その成果を参加者同士で共有することで、英語プレゼンテーションのポイント

を理解し実践する。 

実施日時  令和７年６月１９日(木)１～３校時 

対象生徒  ３年次 51 名（理数科 38 名、普通科 13 名） 

場  所  本校多目的室【Zoom によるオンライン講座】 

講  師  (有)インスパイア副代表 ヴィアヘラー幸代 氏 

担当教諭  山本 一葉（理科）、英語科 

育てる力  「表現する力」、「議論する力」、「異文化や多様性を理解する心」 

ⅱ) 統計講座【SS 研究Ⅱ】 

実験によって得られたデータが有効的なものかを確かめるとともに、ポスター発表やス

ライド発表における適切な表現方法について知る。 

実施日時  令和７年９月８日(月)５、６校時    

対象生徒  ２年次 40 名（理数科 40 名） 

場  所  本校地学室 

講  師  旭川医科大学 教授 伊藤 俊弘 氏 

タイトル  課題探究から研究へ 統計は得られた結果を客観的に評価するツールである 

担当教諭  田中 恒（英語科）、理科 

育てる力  「結論を導く力」、「表現する力」 

ⅲ) 半導体関連産業に係る複合拠点化事業(体験教室)【SS 研究Ⅱ】 

若年層における半導体を中心とした理系分野への関心向上や、半導体関連産業への人材

の安定供給を図る「令和７年度半導体関連産業に係る複合拠点化事業」（北海道経済部Ａ
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Ｉ・ＤＸ推進局）を利用し、半導体とその関連産業への理解を深める。 

実施日時  令和７年１０月８日(水)６校時 

対象生徒  ２年次 40 名（理数科 40 名） 

場  所  本校視聴覚室 

講  師  北海道大学大学院情報科学研究院 教授 秋永 広幸 氏 

担当教諭  田中 恒（英語科）、理科 

育てる力  「課題を見出す力」、「結論を活用する力」、「議論する力」 

ⅳ) 住まいの温・涼デザイン探究講座【SS 研究Ⅰ】 

ペットボトルハウスのモデル実験に課題研究チームで協働して取り組むことによって、

仮説を立てた実験、及び結果を考察し、発表するといった研究の流れを理解する。 

実施日時  令和８年２月２６日(火)４～６校時 

対象生徒  １年次 39 名（理数科 39 名） 

場  所  本校地学室 

講  師  札幌市立大学デザイン学部 教授 齊藤 雅也 氏 

タイトル  ペットボトルハウスで考える住まいの「温房」「涼房」 

担当教諭  中里 武浩(理科)、理科 

育てる力  「課題を見出す力」、「検証する力」、「企画・管理する力」 

ⅴ) 研究テーマ相談会【SS 研究Ⅰ】 

研究テーマを決定するに当たり、改めて研究とは何か、研究の楽しさとは何かを実際の

研究者の話を聞き、再確認することで、研究テーマの決定につなげる。 

実施日時  令和８年３月１７日(火)５、６校時    

対象生徒  １年次 39 名（理数科 39 名） 

場  所  本校視聴覚室【Zoom によるオンライン講座】 

講  師  法政大学経済学部 教授 藤田 貢崇 氏 

タイトル  講演演題「研究とは？研究の楽しさとは？」 

担当教諭  中里 武浩(理科)、理科 

育てる力  「検証する力」、「結論を導く力」、「企画・管理する力」 

ⅵ) 英語コミュニケーション講座【SS 英語Ⅱ】 

テーマ：Impromptu Presentation - 3 Questions and 3 Answer（Reflect on your past 

presentation/speech）のもとで、要点を聞き手に応じて分かりやすく伝える伝え方を身

に付ける。 

実施日時  令和８年３月１９日(木)１～３校時 

対象生徒  ２年次 49 名（理数科 39 名、普通科 10 名） 

場  所  本校多目的室【Zoom によるオンライン講座】 

講  師  (有)インスパイア副代表 ヴィアヘラー幸代 氏 

担当教諭  田中 恒（英語科）、英語科 

育てる力  「表現する力」、「議論する力」、「異文化や多様性を理解する心」 

c. 検証･評価 

今年度も、探究基礎や課題探究、SS 研究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲにおける理数科課題研究の到達段階に合わせ

て、SS 理科や SS 英語の授業で大学や専門機関の講師による講義や実験を行ったほか、課題とな

っている統計に関する講座を行った。その結果、自分たちの探究活動の実験計画を見直すこと

ができた。 

SS 理科では、課題発見と先行研究調査に焦点を当てた講座、チームで協働して仮説を立てて

行う検証実験、結果を考察して発表する講座、仮説実験講座、論文の読み方講座などを通して

自然科学の見方や考え方、手法等の特徴について学んだ。 

SS 英語では、英語科の教員を中心に、英語でジェスチャーを交えながら即興でプレゼンテー

ションを行うトレーニングを行うとともに、外部講師による英語コミュニケーション講座と英

語プレゼンテーション講座を行った。 

イベントとして消費するのではなく、事前・事後指導を充実させて、探究活動の深化につな

げていくことが重要である。その他、英語発表を終えた３年次生に向けて、探究活動の振り返

りを行うような特別講座も計画していきたい。 
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テーマⅡ 新しい価値を創造する科学技術人材育成システムの研究開発 

仮説Ⅱ 科学技術人材に必要な資質･能力の向上に関わる課外活動を系統立て、継続的な参加を推

進･支援し、国際的でより高いレベルの「結論を活用する力」を育成することができる。ま

た、その活動実績と評価を記録･蓄積し、生徒と教員が共有し、活動実績に応じて単位を認

定するとともに、顕著に優秀な活動に対して表彰する制度を構築することで、「探究し続け

る心」を持った科学技術人材を育成することができる。 

テーマⅡ 事業･取組 時期 対象 換算時数 

ｱ 科学系部活動の推進 通年 希望者 - 

ｲ サイエンスボランティア 通年 希望者 最大 20 

ｳ 国際科学オリンピック、科学の甲子園への参加 随時 希望者 最大 10 

ｴ サイエンスセミナー 通年 希望者 ２～８ 

ｵ 大学研修Ⅰ（筑波大学） ９月 希望者 18 

 大学研修Ⅱ（北海道大学） 11 月 希望者 12 

 大学研修Ⅲ（旭川医科大学･旭川市立大学） １月 希望者 ６ 

ｶ 科学コンテスト、学会、国際的な研究交流への参加 随時 希望者 最大 20 

ｷ ポートフォリオ（SSH）の活用 通年 全員 - 

目的、仮説との関係、期待される成果 

入学時から科学系部活動、「サイエンスボランティア」、国際科学オリンピック、科学の甲子園

等の課外活動への参加を推奨する。希望者を対象にした「サイエンスセミナー」を「探究基礎」か

ら「課題探究」へと系統立てて実施するとともに、これらの活動状況を評価し「大学研修」へとつ

なげることで、自然科学への興味･関心と探究活動の質の向上を図る。優れた研究成果に対して、科

学コンテストへの参加や学会発表、国際的な研究交流を支援し、高度なレベルでの「結論を活用す

る力」を育成する。これらの課外における生徒の活動をポートフォリオに蓄積し、その活動実績に

応じて「課題探究」の増加単位を認定する。さらに、顕著に優秀な活動実績を有する生徒を「西高

SS トップランナー」として表彰することによって、粘り強く「探究し続ける心」を育成する。 

これらの取組によって、新しい価値を創造する科学技術人材を育成することができる。 

経緯 ※半角カタカナはテーマⅡ事業・取組のカタカナと対応している 

R7/ 6/22 (日) ｲ ワークワーク体験フェス in 科学館（物理部･生物部･化学部） 

R7/06/25 (水) ｷ ３年次生によるメンター活動開始 22 名登録 

R7/07/26 (土) ｴ サイエンスセミナーⅠ「医薬科学研究を知る」 

R7/08/02 (土) ｶ 酪農学園大学主催サイエンスファーム 2025 

R7/08/06 (水) ｶ SSH 生徒研究発表会（神戸）代表団、見学団参加 

R7/08/20 (水) ｴ サイエンスセミナーⅡ「ロジカルシンキング」 

R7/09/02 (火) ｵ 筑波大学研修（筑波大、国立科学博物館、国土地理院、JAXA） 

R7/09/04 (木) ｱ 日本動物学会第 96 回名古屋大会 2025（生物部） 

R7/09/20 (土) ｴ サイエンスセミナーⅢ「ＡＩ・画像認識技術」 

R7/09/22 (月) ｱ 令和７年度高文連上川支部理科研究発表大会（物理部･生物部･化学部） 

R7/10/11 (土) ｴ サイエンスツアー「大雪山の自然観察」 

R7/10/18 (土) ｱ 令和７年度高文連全道理科研究発表大会（物理部･生物部･化学部） 

R7/10/26 (日) ｳ 科学の甲子園北海道大会 

R7/11/01 (土) ｶ 第 61 回応用物理学会北海道支部学術講演会ジュニアセッションコンテスト 

R7/11/27 (木) ｵ 北海道大学研修（農学、工学、獣医学、人獣共通感染症国際共同研） 

R7/12/06 (土) ｲ ワークワーク体験フェス in イオンモール旭川西（物理部･生物部･化学部） 

R7/12/14 (日) ｴ サイエンスワークショップ「Cloud Camp For Builders!」 

R7/12/16 (火) ｶ tan-fest in 上川管内 

R7/12/22 (月) ｷ 「西高 SS トップランナー」表彰、スピーチ 

R8/01/08 (木) ｵ 旭川市立大学研修（保健福祉学部看護学部） 
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R8/01/09 (金) ｳ 北海道高等学校数学コンテスト 

R8/01/10 (土) ｶ 全国高校生 MY PROJECT AWARD 2025 

R8/01/11 (日) ｲ 旭川学生の科学展 2026（物理部･化学部） 

R8/01/13 (火) ｵ 旭川医科大学研修（感染症学） 

R8/01/13 (火) ｶ 北海道教育委員会 BRIDGE 構築事業「アントレプレナーシップ教育」 

推進プロジェクト成果発表会 

R8/01/24 (土) ｴ サイエンスセミナーⅣ「裏に潜む物理と数学」 

R8/01/25 (水) ｶ 持続可能な世界・北海道 高校生コンテスト 

R8/01/31 (土) ｶ 北海道教育委員会 BRIDGE 構築事業「Ezo 探究 festival」 

R8/02/18 (水) ｲ 旭川市立近文小学校４年生向けの実験教室 

R8/02/22 (日) ｲ 大雪山カムイミンタラ ジオ・フェスティバル（物理部･化学部） 

R8/03/11 (水) ｱ 日本金属学会 2026 年春期第 178 回講演大会高校生ポスターセッション発表 

高校･高専学生ポスターセッション（物理部・化学部） 

R8/03/14 (土) ｶ 中高生探究コンテスト 2026 

R8/03/30 (月) ｶ SDGs QUEST みらい甲子園 

内容･方法 

ｱ 科学系部活動の推進 通年 希望者  

a. 目的･仮説 

科学系部活動への参加を推奨し、所属する生徒に対して、大学研修や学会、科学コンテスト

へ参加を優先的に支援する。科学系部活動の研究を、大学や専門機関と継続的に接続すること

で研究手法や技術の向上及び研究内容の深化と充実を図る。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) 日本動物学会第 96 回名古屋大会 2025 

期  日  令和７年９月４日(木) 

会  場  ポートメッセなごや第２展示館 

参  加  生物部 

発  表  ポスター発表「旭川市内におけるマメシジミ類の分布と飼育について」 

ⅱ) 令和７年度高文連上川支部理科研究発表大会 

期  日  令和７年９月２２日(月) 

会  場  富良野文化会館（北海道富良野市） 

参  加  物理部・化学部・生物部 

発  表  物理部「芯径の違いが筆記に与える影響」（総合賞） 

      化学部「塩基性水溶液中におけるビスマス電極の電気分解による 

          表面変化」（総合賞） 

         「用いる酸の違いによる自作シリカゲルの吸湿性への影響」（奨励賞） 

      生物部「マメシジミの飼育環境と生態について」（総合賞） 

ⅲ) 令和７年度高文連全道理科研究発表大会 

期  日  令和７年１０月１８日(土)～１０月１９日(日) 

会  場  北海道稚内高等学校（北海道稚内市） 

参  加  物理部・化学部・生物部 

発  表  物理部「芯径の違いが筆記に与える影響」（ポスター賞） 

      化学部「塩基性水溶液中におけるビスマス電極の電気分解による 

          表面変化」（展示賞） 

         「用いる酸の違いによる自作シリカゲルの吸湿性への影響」（展示賞） 

      生物部「マメシジミの飼育環境と生態について」（努力賞） 

ⅳ) 第 61 回応用物理学会北海道支部学術講演会ジュニアセッションコンテスト 

期  日  令和７年１１月１日(土) 



40 

 

会  場  ビデオにて発表 

参  加  物理部 

発  表  物理部「芯径の違いが筆記に与える影響」 

ⅴ) 日本金属学会 2026 年春期第 178 回講演大会高校生ポスターセッション発表 

 高校･専門学生ポスターセッション 

期  日  令和８年３月１１日(水) 

会  場  Zoom によるオンライン開催 

参  加  物理部・化学部 

発  表  物理部「芯径の違いが筆記に与える影響」 

      化学部「用いる酸の違いによる自作シリカゲルの吸湿性への影響」 

c. 検証･評価 

物理部、化学部、生物部がそれぞれ高文連の北海道大会に出場を果たし、科学系部活動がし

っかりと研究を継続している。特に物理部は、部員が１名ではあるが、「芯径の違いが筆記に

与える影響」について発表し、ポスター賞を受賞した。各部の取組が好成績を収めている要因

は、全国規模の研究発表に参加することで、高度な研究成果に触れ、優れた発表を参観できた

ことが要因として挙げられる。 

一方で、学校規模の縮小に伴い部員数も減少していることから、現在３つある科学系部活動を

統合し、さらなる活性化につなげていきたい。 

 

ｲ サイエンスボランティア 通年 希望者 最大 20 

a. 目的･仮説 

旭川市科学館サイパルや旭山動物園の各種イベントにボランティアとして参加し、科学的な

知見を広げ、自然科学への興味･関心と探究活動の質の向上を図る。また、旭川市近郊小学校へ

の出前授業を実施することで、自然科学への興味･関心と探究活動の質の向上を図る。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) ワークワーク体験フェス in 科学館 

期  日  令和７年６月２２日(日) 

会  場  旭川市科学館サイパル 

参  加  物理部・生物部・化学部 

ⅱ) ワークワーク体験フェス in イオンモール旭川西 

期  日  令和７年１２月６日(土) 

会  場  イオンモール旭川西 

参  加  物理部・生物部・化学部 

ⅲ) 旭川学生の科学展 2026 

期  日  令和８年１月１１日(日) 

会  場  旭川市科学館サイパル 

参  加  物理部・化学部 

ⅳ) 旭川市立近文小学校４年生向けの実験教室 

近文小学校４年生の親子レクに合わせて科学実験教室を実施する。実験内容はペーパー

タワーチャレンジとして、ハリナックスで組み立てた部品を高く積み上げるゲームであ

る。計画相談、部品組立、積上と作業内容を時間ごとに区切り、ただ楽しむのではなく、

論理的な考え方や協調性を育むことができるように工夫している。 

期  日  令和８年２月１８日(水) 

会  場  旭川市立近文小学校体育館 

参  加  １年次４名 ２年次３名 ３年次３名 

Ⅴ) 大雪山カムイミンタラ ジオ・フェスティバル（物理部･化学部） 

期  日  令和８年２月２２日(日) 

会  場  旭川市科学館サイパル 
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参  加  物理部・化学部 

c. 検証･評価 

旭川市科学館サイパルで開催された様々なイベントにおいて、本校の物理部･生物部･化学部

がサイエンスブースを展開し、地域の子どもたちに対して、科学への興味を育む活動を行った。 

また、旭川市立近文小学校における実験教室を３年連続で実施し、アシスタントは生徒が務め

た。対象となる学年が異なることから、小学生向けに科学的な思考を養うイベントのノウハウを

蓄積することができた。今後は、高校から徒歩移動圏内にある他の小学校へも波及させていき、

小学校段階から科学的な考え方に触れる機会を創出することが必要である。 

 

ｳ 国際科学オリンピック、科学の甲子園への参加 随時 希望者 最大 10 

a. 目的･仮説 

国際科学オリンピック及び科学の甲子園への参加を奨励し、講習会や事前指導を行って成果

につなげる。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) 科学の甲子園北海道大会 

期  日  令和７年１０月２６日(日) 

会  場  本校物理室・生物室・地学室 

参  加  ４チーム 

ⅱ) 北海道高等学校数学コンテスト 

期  日  令和８年１月９日(金) 

会  場  本校会議室 

参  加  ５名 

c. 検証･評価 

科学の甲子園には、例年よりも参加チームが多かった。次年度も科学系部活動に所属してい

る生徒への声掛けを継続したい。 

一方、国際科学オリンピックへの参加がほとんどいない状況が数年続いている。問題の難易

度が高く予選の段階で、生徒が対応できていない。事前の対策にかける時間も限られているこ

とから、状況の改善は難しいものの、挑戦することに主眼を置き、参加者が増えていくよう声

掛けを継続していく。 

 

ｴ サイエンスセミナー 通年 希望者 ２～８ 

a. 目的･仮説 

「探究基礎」や「課題探究」の活動と系統立てて、大学や研究機関の先端的な講義や実習、フ

ィールドワーク等の体験的な学習を充実させることで、生徒の自然科学への興味･関心と探究活

動の質の向上を図る。 

b. 研究開発内容･方法 

普通科の生徒は特別講座を受ける機会がないため、希望者対象のサイエンスセミナーを実施

することで、生徒の興味・関心を引き出していく。また、近隣の中学生に参加を呼び掛けるだ

けではなく、近隣の高校生へも門扉を広げ、地域の拠点校としての役割を果たす。 

ⅰ) サイエンスセミナーⅠ 

内  容  がん細胞の本質はゲノムの不安定化であり、誕生だけでなく治療の困難さに

も密接に関係する。本質を十分理解できれば、がんの予防や治療に生かすこ

とができるため、ゲノムの不安定化の背景と金沢大学の取り組みを紹介する。 

※「金沢大学 医薬保健学域 医薬科学類・先端研究紹介」の制度を利用 

実施日時  令和７年７月２６日(土)14:15～16:00 

参加生徒  中学生５名、本校生徒 12 名、他校生徒 11 名 

場  所  本校視聴覚室 

タイトル  医薬科学研究を知る がんの本質に挑み予防や治療に活かす 
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講  師  金沢大学 医薬保健研究域 薬学系 教授 松永 司 氏 

担  当  大西 真一（数学科） 

ⅱ) サイエンスセミナーⅡ 

内  容  自分の考えやアイデアを他の人に理解してもらうためには、ロジカルに説明

する必要がある。本講座では、ロジックツリーを使って、話の飛びや抜け漏

れがない説明について学習する。このロジカルシンキングの考え方は、プレ

ゼンテーションやドキュメンテーションなどの基本スキルで、多くの会社で

も重視されている。 

※「旭川市立大学 中・高校生と生涯学習のための出張講義メニュー」の 

  制度を利用 

実施日時  令和７年８月２０日(水)09:20～11:10 

参加生徒  中学生６名、本校生徒 23 名 

場  所  本校会議室 

タイトル  ロジカルシンキング その考えやアイデアをロジカルに整理してみよう 

講  師  旭川市立大学 経済学部経営経済学科 准教授 下田 卓治 氏 

担  当  大西 真一（数学科） 

  
ロジックツリーを作成する様子 

ⅲ) サイエンスセミナーⅢ 

内  容  AI・画像認識技術は、人間以上の物体認識力を有する。この技術はロボット

の自動化から身近にあるゲームソフトまで、至る所に活用されるようになっ

ている。本講義では、AI や画像認識の仕組みを知り、それらの技術が活用さ

れて「ものづくり」に至るプロセスを勉強し、簡単なプログラミング体験を

行う。 

※「北海道職業能力開発大学校」の出前授業を利用 

実施日時  令和７年９月２０日(土)12:50～15:10 

参加生徒  中学生９名、本校生徒２名 

場  所  本校コンピュータ室 

タイトル  AI・画像認識技術 AI・画像認識を用いた「ものづくり」技術者 

講  師  北海道職業能力開発大学校  

       生産電子情報システム技術科 職業能力開発教授 吉崎 昌彦 氏 

       電子情報技術科 特任職業能力開発教授 𠮷野 正樹 氏 

担  当  大西 真一（数学科） 

ⅳ) サイエンスツアー 

内  容  大雪山連峰の形成、自然環境を実際に観察しながら学ぶ 

観察ポイント ① 天人橋付近の露頭（溶結凝灰岩、火砕流堆積物） 

       ② 旭岳地形、噴気口観察 

       ③ 旭岳の植物観察 

※「大雪山カムイミンタラジオパーク構想推進協議会」の協力で実施 

実施日時  令和７年１０月１１日(土)09:15～17:30 

参加生徒  中学生６名、本校生徒 14 名 

場  所  天人峡・旭岳 

タイトル  大雪山の自然観察 

講  師  北海道教育大学旭川校 准教授 佐藤 鋭一 氏 
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担  当  大西 真一（数学科） 

  

  
天人峡付近の露頭、姿見の池、大雪旭岳源水で説明を受ける様子 

ⅴ) サイエンスワークショップ 

内  容  ・コンテンツワーク 

IoT デバイスを利用したアプリやシステム構築を体験する。  

例）うそ発見器・学習環境最適化・自動水やり装置など 

・キャリアセッション 

アマゾンウェブサービスジャパン合同会社の社員によるパネルディスカッ

ションを行う。高校時代の進路検討や、大学時代の専攻や興味、現在の業務

内容などを参加者と共有する。 

※「アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社（AWS）」の協力で実施 

実施日時  令和７年１２月１４日(日)08:30～16:10 

参加生徒  本校生徒 12 名、他校生徒１名 

場  所  本校コンピュータ室 

タイトル  Cloud Camp For Builders! 

講  師  アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社 技術支援本部 

        テクニカルアカウントマネージャー  舟橋 知倫 氏 ほか９名 

担  当  大西 真一（数学科） 

  
コンテンツワーク（写真左）とキャリアセッション（写真右）の様子 

ⅵ) サイエンスセミナーⅣ 

内  容  「夜空にゆらゆら光るオーロラ」、「宇宙は真空？」、「人間には聞こえない

地震や雪崩が起きたときの低い音」、「ゾウの「パオーン」という鳴き声」を

例にしながら、高校で学ぶ物理や数学が、最先端の研究や社会にどのように

つながっているのか紹介する。 

※「北海道情報大学」の出前授業を利用 

実施日時  令和８年１月２４日(土)12:55～15:00 
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参加生徒  中学生１名、本校生徒 19 名 

場  所  本校視聴覚室 

タイトル  オーロラ・宇宙の風・災害の音・ゾウの声 ～ 裏に潜む物理と数学 ～ 

講  師  北海道情報大学 教授 柿並 義宏 氏 

担  当  大西 真一（数学科） 

c. 検証･評価 

今年度は、セミナーの募集対象を近隣高校にも広げることで、他校が道北圏探究フォーラム

など SSH 事業に参加しやすくするためのきっかけづくりを兼ねて、サイエンスセミナーを行っ

た。その結果、旭川東高校・旭川北高校・旭川永嶺高校・旭川実業高校・旭川志峯高校からの参

加があったため、次年度以降も継続していく。昨年度は、11 月にジュニアドクターの募集を始め、

１月から立て続けにサイエンスセミナーを実施したことから、参加者募集の期間が短くなってし

まった。その反省を生かし、ジュニアドクターの募集を５月に前倒ししたため、サイエンスセミ

ナーの参加者募集の期間を長くすることができ、参加者数を増やすことができた。 

また、本校 OB からの連絡がきっかけとなり、「アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会

社」の社員 10 名の協力を得て、サイエンスワークショップを実施することができた。クラウド

技術に関するコンテンツワークだけではなく、キャリアセッションを実施し、講師それぞれの

経験を生徒が共有することで、進学することだけではなく、社会の中でどのように生きていく

のかについて考えるきっかけとなった。 

生徒から、サイエンスだけではなく文系分野（経済・法律・教育）に関しても開催要望があっ

た。本校のキャリアサポートグループが実施している大学の模擬講義とのすみ分けを進めながら、

対応していきたい。 

 

ｵ 大学研修Ⅰ（筑波大学） ９月 希望者 18 

 大学研修Ⅱ（北海道大学） 11 月 希望者 12 

 大学研修Ⅲ（旭川医科大学･旭川市立大学） １月 希望者 ６ 

a. 目的･仮説 

道内外の大学で最先端の研究を体験させることで、自然科学への興味･関心と探究活動の質の

向上を図る。大学の研究者や大学院生等と対話することにより、研究倫理の精神を養う。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) 筑波大学研修 

日  時  令和７年９月２日(火)～９月４日(木) 

参加生徒  ２年次 25 名 

場  所  筑波大学、国立科学博物館、国土地理院、JAXA 

実施日時  令和７年９月２日(火)   

         13:30～15:25 【研修１】国立科学博物館 

         19:00～21:00 【研修２】研修１まとめ、研修４事前学習 

      令和７年９月３日(水) 

         09:45～10:30 【研修３】筑波大学 模擬授業 

         『分子の形をみてみよう』 

          講師 筑波大学 数理物質系 助教 長谷川 友里 氏 

         10:45～17:00 【研修４】筑波大学 班別体験実験 

         『光る半導体ナノ粒子を作ろう！－ナノテクノロジーの体験実験－』 

          講師 筑波大学 数理物質系 教授 松石 清人 氏 

         『ガラスのような金属を作ってみよう！』 

          講師 筑波大学 数理物質系 准教授 谷本 久典 氏 

         『光る透明インクでトリックアートを描こう』 

          講師 筑波大学 数理物質系 教授 山本 洋平 氏 

         『ショウジョウバエの唾腺染色体観察』 

          講師 筑波大学 生命環境系 准教授 澤村 京一 氏 

         『高エネルギーイオンビームを照射して元素を光らせてみよう！』 

          講師 筑波大学 数理物質系 准教授 冨田 成夫 氏 
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         19:30～21:00 【研修５】研修４まとめ 

      令和７年９月３日(木) 

         09:30～10:30 【研修６】国土地理院 見学 

         11:30～13:45 【研修７】JAXA 見学 

担  当  徳長 誠一（英語科）、森田 直文（保健体育科）、 

      大懸 真紀子（地歴公民科） 

  
【研修１】国立科学博物館       【研修４】筑波大学 班別体験実験

  
【研修５】研修４まとめ        【研修７】JAXA 見学 

ⅱ) 北海道大学研修 

日  時  令和７年１１月２７日(木)～１１月２８日(金) 

参加生徒  １年次 25 名 

場  所  北海道大学 

実施日時  令和７年１１月２７日(木)  

         10:00～17:00 班別体験実験 

         『酵素でオリゴ糖を作ってみよう』 

          講師 農学研究院 基礎研究部門 応用生命科学分野 

             教授 奥山 正幸 氏 

         『感染症を遺伝子検査で診断してみよう』 

          講師 人獣共通感染症国際共同研究所 国際協力・教育部門 

             准教授 林田 京子 氏 

         『北海道の寄生虫を科学しよう』 

          講師 獣医学研究院 獣医学部門 病原制御学分野  

             准教授 中尾 亮 氏 

         『プラスチックやゴムを作ってみよう』 

          講師 工学研究院 応用化学部門 高分子化学分野 

             准教授 磯野 拓也 氏 

         『ペットボトルで人工雪を作る』 

          講師 工学研究院 応用物理学部門  

             准教授 内田 努 氏 

         19:30～22:00 研修のまとめ 

      令和７年１１月２８日(金) 

         09:00～10:00 発表準備 

         10:00～12:30 研修成果発表会 

担  当  田辺 塁・中里 武浩（理科）、田中 恒（英語科）、 

      本間 悠起子（家庭科）、柴田 寿人（音楽科） 
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班別体験実験の様子 

  
研修のまとめと成果発表会の様子 

ⅲ) 旭川市立大学研修 

実施日時  令和８年１月８日(木) 

         09:15～10:30 講義「手術後の患者の状態観察」 

         10:40～11:10 大学施設 見学 

         11:15～11:30 大学・短大学校紹介 

         10:40～11:10 大学施設 見学 

         12:45～14:15 術後観察演習 

         14:30～15:30 研修のまとめ、発表 

参加生徒  本校２年次４名、１年次２名 

講  師  保健福祉学部看護学科 助教 片川 俊太朗 氏 

担  当  田中 恒（英語科） 

ⅳ) 旭川医科大学研修 

実施日時  令和８年１月１３日(火)9:00～12:00 

タイトル  「微生物の検査法と宿主との相互作用」 

現在社会では、人流の活発化により感染症が蔓延しやすい環境となってき

ている。新たな感染症が発生したときにどのような検査を行うのか、また、微

生物が体内に侵入するとどのような免疫応答が起こるのか、研修で実施でき

る範囲でデモンストレーションする。 

参加生徒  本校２年次４名、１年次２名 

講  師  医学部感染症学講座（微生物学分野）教授 原 英樹 氏 

担  当  中里 武浩（理科） 

c. 検証･評価 

昨年度までは道外大学研修において、筑波大学以外にも研修を受け入れていただく大学を増

やしてきたが、交通費と宿泊費の高騰もあり、謝礼などの費用の工面が困難となったため、筑

波大学をプログラムの中心として、国立科学博物館、国土地理院、ＪＡＸＡの見学を復活させた。 

筑波大学では、研修で学んだことをグループごとにポスターにまとめ、その内容を共有する

ために発表、ディスカッションを行い、研修内容を深化させた。活動を通して本校が育成を目

指す「対話する力」が磨かれ、コミュニケーション能力の向上につながった。大学研修の参加

は希望者であり、一部の生徒のみしか参加できないため、研修内容の還元を目的とし作成した

ポスターを学校内に展示することで参加生徒以外にも共有した。 

道内大学研修において、北海道大学では、それぞれの科学分野の専門的な知識に触れたこと

が刺激的だったのか、夜の研修でも自主的に内容をまとめる様子が見られた。２日目の全体研

修では、事前レポートの内容より深化が見られた。旭川市立大学では、看護分野に関する講座
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を中心に研修を実施し、KJ 法によるまとめ等を通して多くの気付きが生まれ、生徒の変化が顕

著に見られた。旭川医科大学での研修では、最先端の技術に触れることで理科的な興味・感心

を醸成することができた。どの研修も、道外大学研修と同様に、研修で学んだことをグループ

ごとにポスターにまとめ、発表を行うことで研修内容を参加生徒以外への共有を図った。 

今後については、予算の制限が厳しいものの、少数の希望者の経験を全体に還元する取り組

みを強化しながら継続していきたい。 

 

ｶ 科学コンテスト、学会、国際的な研究交流への参加 随時 希望者 最大 20 

a. 目的･仮説 

優れた研究成果に対して科学コンテストへの参加や学会発表、国際的な研究交流を支援する。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) 酪農学園大学主催サイエンスファーム 2025 

実施日時  令和７年８月２日(土) 

・理数科 03 班 肌と環境に優しい洗剤について 

・理数科 05 班 硬貨の種類による抗菌効果の違いについて理数科３ 

ⅱ) SSH 生徒研究発表会（神戸） 

令和６年度の生徒研究発表交流会で代表チームとなった「ブランコをどこまでこげるの

か？」チームを派遣する。また、課題研究活動を実際に進めている理数科２年次生徒を見

学団として派遣することで、課題研究のポイントについて他校の発表から学び、内容の還

元を図る。 

実施日時  令和７年８月６日(水)～令和７年８月７日(木) 

場  所  神戸国際展示場 

参加生徒  代表団「ブランコをどこまでこげるのか？」 理数科３年次５名 

      見学団 理数科２年次２名 

  
代表チームと発表の様子 
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代表チームのポスター 

ⅲ) 第 61 回応用物理学会北海道支部学術講演会ジュニアセッションコンテスト 

実施日時  令和７年１１月１日(土) 

・普通科 09 班 卵の殻を再利用した石鹸を作ろう 

・普通科 16 班 アナログで遮音の限界を超える 

・理数科 01 班 紫外線によるクロロフィル分解の検証 

・理数科 03 班 肌と環境に優しい洗剤について 

・理数科 04 班 ミヤマカラスアゲハにおける光条件の季節型に与える影響について 

・理数科 06 班 植物種の違いによるセルロース分解効率に及ぼす影響と 

バイオマスエタノールの製造の応用 

ⅳ) tan-fest in 上川管内 

実施日時  令和７年１２月１６日(火) 

・理数科 04 班 ミヤマカラスアゲハにおける光条件の季節型に与える影響について 

ⅴ) 全国高校生 MY PROJECT AWARD 2025 

実施日時  令和８年１月１０日(土) 

・普通科 15 班 ダイラタンシーの活用に向けた腐敗防止の探究 

ⅵ) 北海道教育委員会 BRIDGE 構築事業アントレプレナーシップ教育」 

推進プロジェクト成果発表会 

実施日時  令和８年１月１３日(火) 

・いじめをなくす （旭川西、函館西、砂川、旭川永嶺の合同チーム） 

・教育の質をよくする （旭川西、函館西の合同チーム） 

ⅶ) 第８回持続可能な世界・北海道高校生コンテスト 

実施日時  令和８年１月２５日(水) 

・普通科 09 班 卵の殻を再利用した石鹸を作ろう 

・普通科 23 班 旭川を訪れた外国人観光客がより過ごしやすいホテルを目指す 

・理数科 01 班 紫外線によるクロロフィル分解の検証 

・理数科 03 班 肌と環境に優しい洗剤について 

・理数科 06 班 植物種の違いによるセルロース分解効率に及ぼす影響と 

バイオマスエタノールの製造の応用 

・理数科 08 班 細菌の作用による植物の生長促進 

ⅷ) 北海道教育委員会 BRIDGE 構築事業「Ezo 探究 festival」 

実施日時  令和８年１月３１日(土) 

・いじめをなくす （旭川西、函館西、砂川、旭川永嶺の合同チーム） 

ⅸ) 中高生探究コンテスト 2026 

実施日時  令和８年３月１４日(土) 

・普通科 01 班 ピーマンスイーツを作ってピーマンをたべれるようにしよう 

・普通科 02 班 守ろう！旭川の和菓子文化 

・普通科 03 班 保冷剤の数って大事？ 

・普通科 04 班 小松菜でスイーツ革命！ 

・普通科 05 班 綺麗な髪を維持するには 

・普通科 06 班 アレルゲンフリーの旭川ラーメンを作ろう！ 

・普通科 08 班 青果の廃棄量を減らそう！ 

・普通科 09 班 卵の殻を再利用した石鹸を作ろう 

・普通科 10 班 旭川市の水害 

・普通科 11 班 しかたないな！鹿の農業被害を防ぐしかない！ 

・普通科 12 班 分別するしか…ねぇな？ 

・普通科 13 班 環境に良い苗ポットをつくる！ 

・普通科 14 班 ストームグラス 

・普通科 15 班 ダイラタンシーの活用に向けた腐敗防止の探究 
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・普通科 16 班 アナログで遮音の限界を超える 

・普通科 17 班 字を綺麗にしよう！ 

・普通科 18 班 ポスター、舐めたらアカン！ 

・普通科 19 班 MUSICFORCE ～最強への道〜 

・普通科 20 班 AI でヒット曲を作る 

・普通科 21 班 食材を有効活用して入浴剤を作ろう 

・普通科 22 班 匂いと印象の関係を明らかにする。 

・普通科 23 班 旭川を訪れた外国人観光客がより過ごしやすいホテルを目指す 

・普通科 24 班 若者の投票率を上げるためには 

・普通科 25 班 民事裁判の利用件数を UP させよう 

・普通科 26 班 ルッキズムによる健康被害を防ぐ 

・普通科 27 班 〜完〜バスタイムキーパーに俺はなる！ 

・普通科 28 班 子供の道徳心養うオリジナル紙芝居を作ろう！ 

・普通科 29 班 小学生にもわかりやすいハザードマップを作ろう 

・普通科 30 班 快、及び覚醒による勉強への影響 

・普通科 31 班 リラックス出来るカーテンの色と照明の組み合わせ 

・普通科 32 班 運動が勉強に与える影響 

・理数科 01 班 紫外線によるクロロフィル分解の検証 

・理数科 02 班 水中シャボン玉の持続時間について 

・理数科 03 班 肌と環境に優しい洗剤について 

・理数科 04 班 ミヤマカラスアゲハにおける光条件の季節型に与える影響について 

・理数科 05 班 硬貨の種類による抗菌効果の違いについて 

・理数科 06 班 植物種の違いによるセルロース分解効率に及ぼす影響と 

バイオマスエタノールの製造の応用 

・理数科 07 班 エチレンがミニトマトの成熟と追熟に及ぼす影響 

・理数科 08 班 細菌の作用による植物の生長促進理数科１～８ 

ⅹ) SDGs QUEST みらい甲子園 

実施日時  令和８年３月３０日(月) 

・普通科 17 班 字を綺麗にしよう！ 

・普通科 21 班 食材を有効活用して入浴剤を作ろう 

c. 検証･評価 

昨年度の課題探究では、外部コンテストに参加するチーム数が減ってしまったため、外部コ

ンテストの要項や参加案内などの周知を、生徒だけではなく担任をはじめとする本校教員にも

拡大した。その成果もあり、今年度は非常に多くの課題探究チームが学会やコンテスト等への

参加を果たした。しかし、何れかの外部コンテストに応募したチームは、さらに別のコンテス

トにも応募することが当たり前になる一方、まったく外部コンテストに応募しないチームもあ

った。校内の発表会での評価が低かったチームは、そこで気持ちの区切りをつけてしまう場合

もあり、生徒の積極性を回復させるケアが必要である。 

探究活動の成果を応募するコンテストは毎年増加しているが、「ⅰ) 酪農学園大学主催サイ

エンスファーム 2025」のように、途中経過について審査員からのアドバイスをもらえる機会は

まだまだ少ない。次年度以降は、このような審査員からのアドバイスをもらえる機会への挑戦

を促していくことで、課題探究の質を高めていきたい。 

 

ｷ ポートフォリオ（SSH）の活用 通年 全員 - 

a. 目的･仮説 

P40 からここまで示したｲ～ｶの活動をポートフォリオに記録･蓄積し、その活動実績に応じて

「課題探究」の増加単位を認定する。また、本校の SSH 事業において、顕著に優秀な活動実績

を有する生徒をポートフォリオによって評価し、「西高 SS トップランナー」として表彰する。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) ３年次によるメンター活動 

Ⅲ期では、探究活動で経験した内容を後輩に伝えることを目的に、メンター制度を構築した。
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毎年、数多くの３年次がメンターに登録し、後輩への助言を行っている。今年度は、22 名が登

録したほか、生徒研究発表交流会等では、登録していない３年次の生徒も臨時のメンターとし

て後輩たちの課題研究に対する助言を行った。 

ⅱ) 「西高 SS トップランナー」表彰 

学会やコンテストなど外部発表の件数と表彰数、SSH 事業への参加実績をもとに、顕著に優秀

な活動実績を有する生徒を「西高 SS トップランナー」として表彰する仕組みを構築し、今年度

も現３年次生を対象に探究部門１名、理数部門１名を表彰する。 

西高 SS トップランナー（探究部門） 普通科３年次 髙橋 菜摘 

≪推薦事由≫ 

･普通科 12 班リーダー 

「旭川を盛り上げよう！～旭川市で魅力的な公共施設を作る～」 

･北海道インターナショナルサイエンスフェア参加 

･旭川冬まつり「未来へつなぐ架け橋 in TOKIWA」参加 

･まちなかキャンパス 2025 参加 

･SSH 道内大学（旭川市立大学）研修参加 

･サイエンスセミナー「ロジカルシンキング」参加 

･メンターへの登録 

西高 SS トップランナー（理数部門） 理数科３年次 大西 歩希 

≪推薦事由≫ 

･理数科２班リーダー 

「糸状菌の菌種の違いによる生分解性プラスチックの分解能力の差について（第３報）」 

･SSH 道内大学（北海道大学）研修参加 

･「社会との共創」推進プロジェクト 科学技術活用型参加 

･北海道インターナショナルサイエンスフェア参加 

･サイエンスセミナー「物理現象をパソコン画面に再現しよう」参加 

･SSH 道外大学（筑波大学、慶応大学）研修参加 

･サイエンスセミナー「AI・画像認識技術」参加 

･サイエンスセミナー「ロジカルシンキング」参加 

･中学生体験入学会（オープンスクール）での探究活動紹介 

･メンターへの登録 

c. 検証･評価 

学会やコンテストなど外部発表の件数と表彰数、SSH 事業への参加実績をもとに、顕著に優秀

な活動実績を有する生徒を「西高 SS トップランナー」として表彰する仕組みを構築し、今年度

も現３年次生を対象に探究部門１名、理数部門１名を表彰した。今までは、限られた生徒が、

多くのイベントに参加し、顕著な成績を収めていたため、選考に関する議論の余地がなかった

が、今年度は複数の生徒が様々なイベントに参加して、甲乙つけるのが難しかったため、様々

な活動実績をポイント化することとした。そのため、「探究活動に積極的に参加し、メンター

としても活躍した生徒の中から最も高いポイントを得ている生徒」を選考するという選考基準

を明確にすることができた。また、表彰とスピーチは年度末に行っていたが、該当生徒が新生

活を始めている場合があるため、12 月の冬季休業前全校集会に行った。表彰生徒のスピーチの

中で、様々なイベントに参加することの意義について話してくれたため、１月のサイエンスセ

ミナーや外部コンテストへの参加率が高まった。 

メンターについても５年目を迎え、探究活動へ単発で関わるのではなく、担当する班を決め

て継続的に関わるなど、教員が務めるアドバイザーと同様の役割に近づけていきたい。各班の

アドバイザーとの事前の打ち合わせを行ってから助言に入るなど、教員とは違った立場を生か

した関わり方を模索していく。 

 

 

 

 

 

 



51 

 

 

 

テーマⅢ 地域における学校種を超えた人材育成コンソーシアムの構築 

仮説Ⅲ 旭西カリキュラムを中核として、地域（小中学校･自治体･企業）や高校、大学とのつなが

りを拡充することで、対話しながら「３つの力と１つの心」を相互に養う人材育成コンソ

ーシアムを構築することができる。 

テーマⅢ 事業･取組 時期 連携･接続機関 

ｱ 他の高校を加えた生徒研究発表･交流会の開催 

（道北圏探究フォーラムの開催） 

12 月 市内近郊高等学校 

道北中学高校、SSH 指定校 

ｲ 旭川市との探究プログラム及び対話集会の共創 随時 旭川市 

ｳ 北海道教育大学旭川校とのカリキュラム接続 ９～12 月 北海道教育大学旭川校 

ｴ サイエンスジュニアドクター 通年 市内近郊中学校 

ｵ サイエンスフェスティバル ２月 SSH 指定校 

ｶ サイエンスリンク協議会 通年 北海道 SSH 指定校 

ｷ 教員研修 通年 北海道教育委員会、北海道立教育研究所 

ｸ 評価方法の研究 通年 北海道教育委員会、北海道立教育研究所 

ｹ ICT を活用した成果の普及 通年 北海道教育委員会、北海道立教育研究所 
 

目的、仮説との関係、期待される成果 

旭西カリキュラムを中核として、これまで培ってきた地域（小中学校･自治体･企業）や高校、大

学とのネットワークを、ｱ～ｴの取組によって拡充する。さらに、ｵ～ｹの取組によって、このネット

ワークを北海道全体で共有し、成果の一層の普及を図る。そのための効果的な手法として、ICT を

活用した成果の普及方法についての研究･開発を行う。これらの取組によって、対話しながら「３つ

の力と１つの心」を相互に養う人材育成コンソーシアムを構築することができる。 

経緯 ※半角カタカナはテーマⅢ事業・取組のカタカナと対応している 

R7/04/15 (火) ｴ ジュニアドクター募集開始 

R7/04/21 (月) ｷ 校内研修「旭川西高の SSH ではどのような生徒を育てるのか」 

R7/04/23 (水) ｲ 西高コンソーシアムによる探究活動支援開始【課題探究（２年次普通科）】 

R7/04/28 (月) ｲ 課題発見フィールドワーク（西高周辺）【探究基礎（１年次）】 

R7/04/30 (水) ｸ Ｚ会ソリューションズ基礎学力アセスメントシリーズ LIPHARE 

「課題発見･解決能力テスト」標準コース １年次対象 

R7/05/30 (金) ｷ 道立学校 ICT 支援員を活用した学校 DX 推進事業 ICT 支援員学校支援 

「Canva の使い方 基礎編」 

R7/06/06 (金) ｲ 西高コンソーシアム会議 

R7/06/21 (土) ｲ あさひかわみらい会議主催 まちなかキャンパス 2025 への参加 

R7/07/14 (月) ｳ 北海道教育大学旭川校４年生「教職実践演習」 

本校探究活動支援ティーチングアシスタント（TA）選択コース 募集開始 

R7/07/19 (土) ｲ 東川町 Lip フェスへの参加 

R7/07/22 (火) ｱ SSH 課題研究英語発表会での名寄高校参加 

R7/09/01 (月) ｶ 北海道スーパーサイエンスハイスクール連絡協議会 

R7/09/25 (木) ｹ オープンスクール 中学生対象  

R7/09/26 (金) ｹ オープンスクール 中学生対象  

R7/10/02 (木) ｳ 北海道教育大学旭川校４年生「教職実践演習」 

本校探究活動支援ティーチングアシスタント（TA）選択コース 活動開始 

R7/10/02 (木) ｷ STEAM 探究研修 〇探究する心に火をともす STEAM 教育 

R7/10/08 (水) ｲ 課題発見・企業交流会【探究基礎（１年次）】 

R7/11/02 (土) ｲ NoMaps Asahikawa への参加 

R7/12/04 (木) ｷ STEAM 探究研修 〇探究的な学習を深めるための学習指導の在り方 
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R7/12/05 (金) ｷ 道立学校 ICT 支援員を活用した学校 DX 推進事業 ICT 支援員学校支援 

「Canva の使い方 応用編」 

R7/12/11 (木) ｹ SSH 生徒研究発表交流会の Zoom 配信  

R7/12/12 (金) ｹ SSH 生徒研究発表交流会の Zoom 配信  

R7/12/26 (金) ｷ スーパーサイエンスハイスクール情報交換会 

「社会との共創と SDGs の発展」 

R8/01/14 (水) ｸ Ｚ会ソリューションズ基礎学力アセスメントシリーズ LIPHARE 

「課題発見･解決能力テスト」応用コース ２年次対象 

R8/01/25 (日) ｲ 旭川ウェルビーイング・コンソーシアム主催 合同成果発表会 

R8/01/26 (月) ｷ STEAM 探究研修 〇実践成果発表及び交流 

R8/01/31 (土) ｱ 道北圏探究フォーラム 2025 

R8/02/05 (木) ｵ グローバルサイエンスワークショップ イン 北海道 

R8/02/06 (金) ｵ 未来創造探究フェスティバル 

R8/02/09 (月) ｷ BRIDGE 構築事業「実社会・実生活と結び付いた課題設定」支援プロジェクト 

第１回「学校教育の充実に向けた、地域と学校の持続可能な連携のあり方」 

R8/02/15 (日) ｲ 令和 7 年度旭川生涯学習フェア 「まなびピアあさひかわ」 

R8/02/16 (月) ｷ BRIDGE 構築事業「実社会・実生活と結びついた課題設定」支援プロジェクト 

第２回「学校から地域へ、地域から学校への具体的なアプローチの方策」 

R8/02/20 (金) ｷ BRIDGE 構築事業「教科等横断」推進プロジェクト探究型学習実践事業 

 授業等研究セミナー 特別企画・数学 

内容･方法 

ｱ 他の高校を加えた生徒研究発表･交流会の開催 

（道北圏探究フォーラムの開催） 

12 月 市内近郊高等学校 

道北中学高校、SSH 指定校 

a. 目的･仮説 

本校の生徒研究発表･交流会に市内近郊の高等学校が参加できる仕組みを構築し、生徒及び教

員が探究活動に関わる意見交換をする機会を設けることで、地域の探究活動の活性化を図る。

また、本校のこれまでの研究開発の成果を普及するとともに、有効な事業改善や成果普及の方

法を研究する。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) SSH 課題研究英語発表会での名寄高校参加 

テーマⅠ ｸ SS 研究Ⅲ b. 研究開発内容･方法 ⅱ)に記載している。 

ⅱ）道北圏探究フォーラム 2025 

本校の SSH 事業Ⅲ期目までに培ってきた課題探究スキルを各学校に還元するとともに、発

表交流を通して成果の共有と探究内容の質･プレゼンテーション力の向上を図ることを目的

として、口頭発表やポスター発表による研究交流を実施する。また、探究活動が社会でどの

ように役立つのか、自然科学と社会科学の分野で活躍する社会人との交流を図る。 

実施日時  令和８年１月３１日(土) 

場  所  北海道旭川西高等学校 体育館 

担  当  大西 真一（数学科）、研究開発グループ 

発 表 校  北海道旭川西高等学校５件、旭川志峯高等学校５件、旭川実業高等学校２件、 

北海道剣淵高等学校２件、北海道枝幸高等学校２件、北海道美瑛高等学校１

件 

参 加 校  北海道名寄高等学校、旭川市立忠和中学校、旭川市立北門中学校、 

      美瑛町立美瑛中学校、名寄市立名寄中学校 

参 加 者  旭川市地域おこし協力隊、旭川市産業振興課、旭川ユネスコ協会 ほか 
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発表と座談会の様子 

c. 検証･評価 

今年度で道北圏探究フォーラムは３年目となった。初年度は 12 月、昨年度は２月に開催した

が参加校数が少なかったため、今年度は１月の開催とした。開催要項を道北圏の高等学校に送

付したところ、すぐに参加するという返信が届いた学校がある一方、まったく反応がない学校

もあった。今年度からは、北海道教育委員会との共催となったものの、道教委主催の「Ezo 探

究 festival」と日程が重なったことから参加校数が増えなかった。 

一方、発表のみならず探究座談会を実施したことで、探究の発表内容だけではなく、探究の

進め方についても学校ごとの違いを共有することができ、参加した中学生からは探究活動への

不安が減ったという感想を得ることができた。 

今後は、参加校が増えていないことが課題であり、特に、道北圏探究フォーラムについて、会

場を本校体育館として年間行事計画に掲載し、年度当初に案内することで、他校の探究活動計画

に組み込みやすくする必要がある。 

    

ｲ 旭川市との探究プログラム及び対話集会の共創 随時 旭川市 

a. 目的･仮説 

１年次「探究基礎」、「データサイエンス」、「ライフサイエンス」において、旭川市をはじ

めとする自治体とともに探究型の授業をつくる。また、２年次「課題探究」の地域振興ゼミを

はじめとした地域課題を研究するチームに対して、旭川市をはじめとする自治体とデータ及び

課題を共有し、議論しながら課題解決に向けた「提案型課題研究」を行う。旭川市と対話集会

を共創することで、政策立案に寄与する提言を行うなど、研究の成果を共有する。最終的には、

市内高校だけでなく、自治体を超えて参加が可能となる開催形態を目指し、広域での連携と成

果の普及を図る。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ) 西高コンソーシアムによる探究活動支援 

生徒の学びの充実・深化を目指し、地域と学校が連携して教育に関わることで、これから

の時代を生き抜く生徒の資質・能力の育成を図り、持続可能な「新しい価値を創造する人材

を育成する。具体的には、課題探究（２年次普通科）の調査・研究活動日に来校していただ

き、探究活動への伴走支援を行っていただく。６月６日(金)に行った会議では、コンソーシ

アムメンバーそれぞれからどのような支援が可能かという情報をいただき、課題探究の班

それぞれに対して、専門家の見地から助言をいただいた。 

実施日時  令和７年４月２３日(水)～令和７年１２月３日(水) 

参加人数  のべ 10 名 

ⅱ) 課題発見フィールドワーク（西高周辺） 

テーマⅠ ｱ 探究基礎 b. 研究開発内容･方法 ⅰ)に記載している。 

ⅲ) あさひかわみらい会議主催 まちなかキャンパス 2025 への参加 

まちなかキャンパスは「ユネスコデザイン創造都市」を推進し、前に進めていくため、旭

川の人間が考案したイベントである。「デザイン」、「まちづくり」、「SDGs」をテーマと

し、主に高校の「総合的な探究の時間」において研究していることを、市中心部の歩行者天

国にテントを立て一斉に展示した。高校生や大学生は小・中学生に教えることで自らも学ぶ 

仕組みとなっている。また、それぞれの探究テーマに興味を持った大人と議論する場面があ

り、探究活動を振り返ることもできる。 
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実施日時  令和７年６月２１日(土) 

場  所  旭川市平和通り買物公園 

参 加 者  ３年次生徒（令和６年度課題探究チーム） 

・普通科 03 班 米飴を広めてお米の消費量を増やそう！ 

・普通科 08 班 うちらのお菓子に癒やされてみたくなぁ～い？？ 

・普通科 09 班 美瑛のバスタイムキーパーに俺はなる！ 

・普通科 12 班 旭川を盛り上げよう！～旭川市で魅力的な公共施設を作る～ 

・普通科 13 班 旭川家具でかさばった傘をかっさらう！ 

・普通科 14 班 香りを変えて勉強効率をあげよう！ 

・普通科 19 班 落枝で環境問題を解決したい！ 

・普通科 20 班 フルーツの皮で Let's remake！ 

・普通科 24 班 旭川で取れた栄養のある野菜を食べてほしい 

・理数科 05 班 ストームグラスの解明 

ⅳ) 東川町 Lip フェス「Learning Inter-Person」への参加 

人と人が交わって、互いに自分の「なぜ？」に向き合う学び合いの場として東川町教育委

員会が主催するイベントである。自分なりの目的意識を持って活動しているたくさんの人

の話をきっかけに、自分の内なる目的意識を探す２日間として、新しい学びのイベントが定

着している。その中で、探究活動のヒントを求める班が参加し、探究活動の途中経過を発表

し、一般参加者と意見交換を行った。 

実施日時  令和７年７月１９日(土) 

場  所  東川町せんとぴゅあ 

参 加 者  ２年次生徒（令和７年度課題探究チーム） 

・普通科 09 班 卵の殻を再利用した石鹸を作ろう 

・普通科 12 班 分別するしか…ねぇな？ 

・普通科 13 班 環境に良い苗ポットをつくる！ 

・普通科 23 班 旭川を訪れた外国人観光客がより過ごしやすいホテルを目指す 

ⅴ) 課題発見・企業交流会 

テーマⅠ ｱ 探究基礎 b. 研究開発内容･方法 ⅱ)に記載している。 

ⅵ) NoMaps Asahikawa への参加 

旭川（上川）という交差点で、大人と学生、地域と個人がつながり、経験・知識・情熱を

贈り合うことで、新たな社会の可能性をともに探っていくイベントである。NoMaps あさひ

かわは、地域のネットワーク、企業、団体と連携しながら、「少し先の未来」を描くチャレ

ンジの連鎖を広げている。 

実施日時  令和７年１１月２日(土) 

場  所  旭川市役所 

参 加 者  １年次生徒 15 名 

ⅶ) 旭川ウェルビーイング・コンソーシアム主催 合同成果発表会 

旭川ウェルビーイング・コンソーシアムとは、2008 年５月に旭川市にある高等教育機関

（３大学１短大１高専）と関係団体により、知の連携体として設立され、自治体、地域、地

場産業と連携し、学生及び地域住民の人材育成と地域活性化につながる共同研究に取り組

んでいる。連携機関の学生が研究成果・学習成果を発表する場に、本校生徒も参加させてい

ただいている。 

実施日時  令和８年１月２５日(日) 

場  所  旭川市フィール５階ジュンク堂ギャラリー 

参 加 者  ２年次生徒（令和７年度課題探究チーム） 

・普通科 09 班 卵の殻を再利用した石鹸を作ろう 

・普通科 11 班 しかたないな！鹿の農業被害を防ぐしかない！ 

・普通科 12 班 分別するしか…ねぇな？普通科９ 

ⅷ) 令和 7 年度旭川生涯学習フェア 「まなびピアあさひかわ」 

旭川市内の生涯学習活動を行っている個人・団体が、日頃の活動成果を発表する場として

開催している。 
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実施日時  令和８年２月１５日(日) 

場  所  旭川市文化会館展示室 

参 加 者  ２年次生徒（令和７年度課題探究チーム） 

・普通科 09 班 卵の殻を再利用した石鹸を作ろう 

・普通科 11 班 しかたないな！鹿の農業被害を防ぐしかない！ 

・普通科 12 班 分別するしか…ねぇな？普通科９ 

c. 検証･評価 

課題発見フィールドワークだけではなく、課題発見・企業交流会を実施し、旭川市で活躍して

いる社会人の方々と生徒のつながりを増やすことができた。NoMaps Asahikawa や、まちなかキャ

ンパス 2025 への参加もあり、地元の課題に対して、関心をもって探究活動に取り組んでいる。 

SSH 指定を受けてから 16 年目を迎えていることもあり、本校の年間の探究活動計画が固まりつ

つある中で、新しいプログラムが組み込みにくくなっている。参加依頼を受けたが、学校行事な

どの都合で断っているイベントもある。旭川市内で始まっている活動との整合性を図りながら、

できる限り多くのプログラムを生徒へ提供していくことが求められている。 

 

ｳ 北海道教育大学旭川校とのカリキュラム接続 ９～12 月 北海道教育大学旭川校 

a. 目的･仮説 

北海道教育大学旭川校の教職カリキュラムの中に高校生への探究活動支援を組み込み、高大

を接続した探究プログラムを共創する。１年次「探究基礎」と２年次「課題探究」において、大

学生は、担当教諭のティーチングアシスタント（TA）として主に生徒との対話を通じた探究活動

支援と活動評価を行う。大学生が生徒と研究課題に関する対話を重ねることで、生徒が自らの

考えについて要点を整理しながら表現し、議論する機会を増やし「対話する力」の育成を図る。 

本校教諭は、大学生同士が情報を共有しながら主体的に活動するためのガイダンスを実施し、

大学生は、探究活動支援の事例研究を行い、その成果を発表する。また、本校教諭は大学生の

活動状況とその成果を評価する。 

b. 研究開発内容･方法 

実習のスケジュールと基本時程 

回 日付 時間帯 コマ数 対象と内容 

01 10/02 (木) 13:00～16:00 ２ 大学生のみ ガイダンス・アイスブレイク・ミーティング 

02 10/08 (水) 13:00～16:00 ２ ２年生「課題探究」調査・研究活動 

03 10/15 (水) 13:00～16:00 ２ ２年生「課題探究」調査・研究活動 

04 10/23 (木) 13:00～16:00 ２ １年生「探究基礎」仮説の立案 

05 10/29 (水) 13:00～16:00 ２ ２年生「課題探究」調査・研究活動 

06 11/06 (木) 13:00～16:00 ２ １年生「探究基礎」研究デザインポスター相談会 

07 11/12 (水) 13:00～16:00 ２ ２年生「課題探究」調査・研究活動 

08 11/13 (木) 13:00～16:00 ２ １年生「探究基礎」研究デザインポスター相談会 

09 11/19 (水) 13:00～16:00 ２ ２年生「課題探究」調査・研究活動 

10 11/26 (水) 13:00～16:00 ２ ２年生「課題探究」調査・研究活動 

11 11/27 (木) 13:00～16:00 ２ １年生「探究基礎」研究デザインポスタークラス内発表 

12 12/03 (水) 13:00～16:00 ２ ２年生「課題探究」調査・研究活動 

13 12/10 (水) 13:00～16:00 ２ ２年生「課題探究」課題探究発表会 助言、評価 

14 12/11 (木) 08:40～16:00 ４ 
１年生「探究基礎」研究課題提案 発表会参加、助言 

２年生「課題探究」課題探究発表会 助言、評価 

15 12/12 (金) 09:50～12:50 2 ２年生「課題探究」課題探究発表会 助言、評価 

16 12/18 (木) 13:00～16:00 ２ 大学生のみ 実習のまとめ 
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c. 検証･評価 

大学生の受講人数とその推移 

指定 経過措置 
Ⅲ期目 

１年目 

Ⅲ期目 

２年目 

Ⅲ期目 

３年目 

Ⅲ期目 

４年目 

Ⅲ期目 

５年目 

年度 
令和２年度 

2020 年度 

令和３年度 

2021 年度 

令和４年度 

2022 年度 

令和５年度 

2023 年度 

令和６年度 

2024 年度 

令和７年度 

2025 年度 

受講 

人数 
９名 12 名 ７名 ４名 ７名 28 名 

北海道教育大学旭川校とのカリキュラム接続の取組は今年度６年目を迎えた。教育大学では、

４年次必履修科目である教職実践演習に、本校で探究活動支援のティーチングアシスタント

（TA）を実践するコースを設定し、今年度は４年生 28 名の受講に加えて、４年生１名が聴講生

として参加した。昨年度まで、木曜日に行う１年次「探究基礎」に TA の支援を受けることが多

かったが、今年度からは、水曜日に行う２年次「課題探究」にも支援日を拡大したこともあり、

TA を増やすことができた。北海道教育大学旭川校の全専攻から募集しており、専門分野の多様

性を活かした支援を探究活動に組み込むことで、探究活動支援や事例研究の質の向上につなが

っている。 

大学生を募集する段階で、支援予定となっていたにもかかわらず、探究の授業日が変更とな

った場合の対応が課題となっている。そのため、今年度は、探究の授業日が変更となった場合、

担当教員が「探究とは何か」などの課題を設定し、教員になったときに探究的な学びを実践で

きるようなグループディスカッションを取り入れた。 

 

ｴ サイエンスジュニアドクター 通年 市内近郊中学校 

a. 目的･仮説 

本校生徒とともに、市内近郊中学校がサイエンスセミナー等に参加することで、先端的な科

学技術や自然科学に対する興味関心の向上及び成果の普及を図るとともに、中高大を通した長

期的な人材育成の仕組みを構築する。 

b. 研究開発内容･方法 

中学生の登録人数とその推移 

指定 経過措置 
Ⅲ期目 

１年目 

Ⅲ期目 

２年目 

Ⅲ期目 

３年目 

Ⅲ期目 

４年目 

Ⅲ期目 

５年目 

年度 
令和２年度 

2020 年度 

令和３年度 

2021 年度 

令和４年度 

2022 年度 

令和５年度 

2023 年度 

令和６年度 

2024 年度 

令和７年度 

2025 年度 

登録 

人数 
17 名 14 名 11 名 18 名 12 名 28 名 

c. 検証･評価 

昨年度は募集開始が遅くなったために、応募人数が少なかった。その反省を生かし、年度当

初より募集を開始したため参加登録者が増加した。また、その後のサイエンスセミナーなどの日

程にも余裕ができたことから、次年度以降も同様に周知を継続する。一方で、秋に行うオープン

スクールの際の募集を、年度当初に各中学校あてのメールとホームページでの募集に切り替えた

ところ、制度の存在を知らなかった中学生が出てしまった。そのため、SNS も活用し募集するこ

とで、さらなる制度の周知に努めていく必要がある。また、年度始めに改めて登録してもらう形

式をとっているが、中学１年生の際に登録した情報を中学校卒業まで継続していくことも検討し

たい。 

 

ｵ サイエンスフェスティバル ２月 SSH 指定校 

a. 目的･仮説 

本校の第Ⅱ期までの取組により、道内 SSH 校に浸透した本課題研究生徒発表交流会について、
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道内の SSH 校で構成するサイエンスリンク協議会や北海道教育委員会及び北海道立教育研究所

と連携し、持続可能な開催形態となるようシステムを再構築する。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ)グローバルサイエンスワークショップ イン 北海道への参加 

オールイングリッシュで留学生らと取り組む「サイエンスワークショップ」や「理科課題

研究」、「探究活動の成果」で作成した報告書を、英語で発表し、議論する経験を通して、

研究や探究の質及び生徒の科学的な国際協働力を向上させる。 

主  催  北海道札幌啓成高等学校 

実施日時  令和８年２月５日(木) （会場：北海道札幌啓成高等学校） 

         09:40～10:00 アイスブレイク 

         10:00～14:25 サイエンスワークショップ（休憩あり） 

         14:40～15:20 サイエンスワークショップポスターセッション 

      令和８年２月６日(金) （会場：札幌日本大学高等学校） 

         09:45～10:00 プレウォーク 

         10:00～11:50 課題研究英語ポスター発表 

         11:50～12:05 ポストウォーク 

参 加 者  ２年次生徒 20 名（令和７年度課題探究チーム） 

・普通科 09 班 卵の殻を再利用した石鹸を作ろう 

・普通科 29 班 小学生にもわかりやすいハザードマップを作ろう 

・理数科 06 班 植物種の違いによるセルロース分解効率に及ぼす影響と 

バイオマスエタノールの製造の応用 

・理数科 07 班 エチレンがミニトマトの成熟と追熟に及ぼす影響 

  

  
取り組みの様子 

ⅱ) 未来創造探究フェスティバルへの参加 

探究活動に取り組む関係各校（SSH 指定校を含む）の生徒が成果を持ち寄り、発表や議論、

交流を通してそれぞれの到達点を確認するとともに、今後の取組の活性化や内容の一層の深

化につなげることを目的とする。残念ながら、今年度は悪天候が予想されたため中止となっ

た。 

主  催  札幌日本大学高等学校 

実施日時  令和８年２月６日(金)（会場：札幌日本大学高等学校） 

         09:45～10:00 プレウォーク 

         10:00～11:50 課題研究日本語ポスター発表 

         11:50～12:05 ポストウォーク 

         13:00～15:00 口頭発表による探究活動の共有 
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参 加 者  ２年次生徒 10 名（令和７年度課題探究チーム） 

・普通科 27 班 〜完〜バスタイムキーパーに俺はなる！ 

・理数科 04 班 ミヤマカラスアゲハにおける光条件の季節型に与える影響について 

c. 検証･評価 

「グローバルサイエンスワークショップ イン 北海道」の初日に行われたサイエンスワークシ

ョップに、未来創造探究フェスティバルに参加する生徒も参加した。また、未来創造探究フェス

ティバルの午後に行われる探究活動の口頭発表に、「グローバルサイエンスワークショップ イン 

北海道」の生徒も参加することとした。 

次年度の英語発表会も考慮して、参加の優先順位を明確にした。今年度は予算の都合上、参加

生徒数を上限 30 名として、12 月の生徒交流発表会の審査結果をもとに派遣した。さらに、より

多くの生徒が参加できる可能性を模索していきたい。 

< 明確にした優先順位 > 

 理数科課題探究 普通科課題探究 

グローバルサイエンスワークショップ イン 北海道 
理数科２位 

理数科３位※１ 

普通科１位 

普通科２位 

未来創造探究フェスティバル 
理数科１位 

 

普通科３位 

理数科４位※２ 

※１ 参加人数が 30 人に収まる場合は、理数科３位チームを選出する 

※２ 理数科３位チームを含めても 30 人に収まる場合は、普通科４位チームを選出する 

 

ｶ サイエンスリンク協議会 通年 北海道 SSH 指定校 

a. 目的･仮説 

北海道内の SSH 校をつなぐサイエンスリンク協議会を実施し、各校の成果と課題を共有する

ことで、有効な事業改善や成果普及の方法について検討する。 

b. 研究開発内容･方法 

スーパーサイエンスハイスクール指定校における事業の工夫・改善の状況などについて

の情報交換や研究協議等を行い、指定校同士の連携強化や事業の一層の効率化及び充実を

図る。 

期  日  令和８年９月１日(月) 

会  場  Zoom によるオンライン開催 

参  加  北海道内の道立 SSH 指定校教員 12 名、北海道教育委員会 7 名、 

      JST 理数学習推進部 先端学習グループ 1 名 

ⅰ)全体の情報提供、情報交換 

・中間ヒアリングにおける、企画評価員から管理機関へのコメント 

・新規採択結果における、管理機関への企画評価員からのコメント 

・令和７年度 SSH 事業について（北海道の方向性） 

ⅱ)研究協議（管理職部会） 

・時代の変化に応じた次期申請に向けて取り組むべきことについて 

・運営費の効果的な使い方の工夫について 

ⅲ)研究協議（実務担当者部会） 

・全国レベルの研究に取り組む生徒を育成する指導体制について 

・地域の拠点校としての、周辺高校との連携の在り方について 

・英語による成果発表会の意義について（英語発表会の在り方について） 

c. 検証･評価 

管理機関である北海道教育委員会主催で、学校間の情報共有ができている。今後について、

道内 SSH 指定校の主担当者間の連絡をより密にして、お互いの研鑽に努めていきたい。 
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ｷ 教員研修 通年 北海道教育委員会、北海道立教育研究所 

a. 目的･仮説 

北海道教育委員会及び北海道立教育研究所と連携し、本校の探究学習授業をモデルとした課

題研究に係る教員研修を実施することで、本校のこれまでの研究開発の成果を全道へ普及する

とともに、本校教員の指導力の向上を図る。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ)校内研修「旭川西高の SSH ではどのような生徒を育てるのか」 

着任者に対して、SSH 指定 15 年間のノウハウを共有し、全教職員が一致して SSH 事業

を推進する。 

期  日  令和７年４月２１日(月)15:40～16:40 

会  場  本校職員室 

内  容  研究協議「旭川西高の SSH ではどのような生徒を育てるのか」 

      グループに分かれて討議し、指導内容の具体化、明確化を目指す 

ⅱ)道立学校 ICT 支援員を活用した学校 DX 推進事業 ICT 支援員学校支援「Canva の使い方」 

全道立学校に対し、知見とノウハウを豊富に有する ICT 支援員が授業や校務における

ICT の効果的な活用方法について、学校の希望に応じた支援を行い、ICT を効果的に活用

した授業改善や校務効率化などの学校 DX を促進する。 

期  日  令和７年 ５月３０日(金)16:00～16:30 

会  場  Google Meet によるオンライン開催 

内  容  Canva 基礎編 

      基本操作、動画編集の基本操作方法 

期  日  令和７年１２月５日(金)16:00～16:30 

会  場  Google Meet によるオンライン開催 

内  容  Canva 応用編 

      スライド作成基本と、ドキュメントからスライドに自動変換する方法、 

      マジック変換、Docs to Decs 機能 

ⅲ)STEAM 探究研修 

探究に関して一定程度の経験を有する教員を対象として、STEM 領域における課題研究、

指導方法の理解を深め、実践的指導力の向上を図るとともに、Art に関する理解を深め、

理科を主とする探究に関わる学校設定科目並びに総合的な探究の時間において、STEAM の

視点での探究の改善・充実に向けた方策を考える。 

期  日  令和７年１０月２日(木)13:30～16:20 

会  場  Zoom によるオンライン開催 

内  容  〇探究する心に火をともす STEAM 教育 

       講師 株式会社 steAm 代表取締役 中島 さち子 氏 

期  日  令和７年１２月４日(木)09:15～16:00 

会  場  北海道滝川高等学校 

内  容  ・STEAM 教育とロボティクス・ものづくり 

      ・STEAM 教育とデータサイエンス 

      ・理数科における探究的な学習 

      ・STEAM 教育における ART 講義・協議 

      ・STEAM 探究の在り方 

期  日  令和８年１月２６日(月)13:30～16:00 

会  場  Zoom によるオンライン開催 

内  容  ・研修受講者による実践交流 

      ・理科に関する先進的な取組事例など 

ⅳ)スーパーサイエンスハイスクール情報交換会「社会との共創と SDGs の発展」 

SSH 事業における研究開発に関し、一層の効果的な研究開発の推進に資することを目的

とし、SSH 指定校関係者が研究開発等の実践事例に基づく協議を介して、有用な情報共有
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及びネットワークを構築することを目指す。 

期  日  令和７年１２月２６日(金)13:00～16:30 

会  場  法政大学市ヶ谷キャンパス 大内山校舎 

内  容  「社会との共創と SDGs の発展」 

SSH として社会との共創や SDGs の発展にどのように取り組んだか、また、

課題研究を社会における実際的な課題にどのように関連付けたか。その結

果どのような成果や課題が生じたか。（計画・予測も含む） 

ⅴ)BRIDGE 構築事業「実社会・実生活と結びついた課題設定」支援プロジェクト 

地域と連携した学校教育の充実に向け、地域連携担当教職員を対象とした研修会を開催

し、道立高等学校と自治体等が連携して生徒を育成する持続可能な連携体制の構築を図

る。 

期  日  令和８年２月９日(月)09:00～12:00 

会  場  Zoom によるオンライン開催 

内  容  第１回「学校教育の充実に向けた、地域と学校の持続可能な連携のあり方」 

       講師 大正大学 地域創生学部 地域創生学科 牧野 篤 氏 

期  日  令和８年２月１６日(月)13:30～16:30 

会  場  Zoom によるオンライン開催 

内  容  第２回「学校から地域へ、地域から学校への具体的なアプローチの方策」 

       講師 社会教育課「MA+CH プロジェクト」 

          弟子屈高校 地学協働コーディネーター 萩原 寛暢 氏 

ⅵ)BRIDGE 構築事業「教科等横断」推進プロジェクト探究型学習実践事業 

授業等研究セミナー 特別企画・数学 

「北海道教育委員会『BRIDGE 構築事業』実施要綱」に基づき、生徒が探究の過程におい

て、各教科等の特質に応じた見方・考え方を総合的・統合的に働かせることができるよう、

各教科等における探究的な学びの実現に向けた教員対象のセミナーを開催し、授業改善に

資する。 

期  日  令和８年２月２０日(金)13:50～16:30 

会  場  Zoom によるオンライン開催 

内  容  生徒に数学的に考える資質・能力を育成する探究的な学びの充実 

（主体的・対話的で深い学びの充実）を目指して 

・説明① 北海道教育委員会の取組について 

学校教育局高校教育課高校教育指導係主任指導主事 佐藤 健 氏 

・説明② 探究的な学びについて 

北海道教育大学札幌校数学専攻講師 中逸 空 氏 

・説明③ 算数・数学ワーキンググループ（WG）における最新の国の動向について 

北海道札幌西高等学校長（教育課程部会 算数・数学 WG 委員）相馬 利幸 氏 

・研究協議「生徒に数学的に考える資質・能力を育成する探究的な学びの充実」について 

c. 検証･評価 

４月に本校 SSH 主担当の教員が講師となり、テーマ「旭川西高の SSH ではどのような生徒を

育てるのか」のもとで教員研修を実施した。人事異動に伴い SSH 指定初期の教職員が減ってき

たことから、年度当初に SSH 指定の経緯や成果などの説明、今後の方向性に関する目線合わせ

を行った。抽象的なテーマから、指導内容の具体化、明確化に向けて協議し、さらにそれらの

達成基準と達成するための学びについて意見集約を行った。研究開発グループのみで、各種発

表会などの SSH 業務を遂行することは困難なため、意思を統一できたことは有意義であった。 

また、課題探究のスライドやポスターを作成する際に Canva を利用する生徒が増えてきたこ

とから、道立学校 ICT 支援員を活用して校内で研修し、操作方法の習熟に努めた。CanvaAI にも

ふれることができ、ICT の操作が比較的苦手な教職員にとっても有意義な研修となった。 

また、北海道内でも探究に関する研修の機会が数多く設定されている。Ⅳ期目の計画にもあ

る「全教科・科目で探究的な学びを取り入れる」ことを目指して、各教職員が積極的に研修に

参加している。他校の視察が予算の都合上できていない本校にとって、最先端の教育動向を手

に入れる貴重な機会となっている。 

今年度は毎年 12 月に実施される SSH 情報交換会（法政大学）において、「社会との共創とＳ
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ＤＧｓの発展」に参加した。その参加手続きにおいて、昨年度に参加した「大学等他機関・卒業

生の活用」の議論された内容に、本校から紹介した「卒業生の活用事例とメンター制度の導入」

が入っていた。これは、情報共有の際に、他校の参加者から評価された内容である。今年度に

ついても、Ⅲ期目の目標であったコンソーシアムの設立などについて報告した。 

また、一昨年度に実施した北海道教育委員会及び北海道立教育研究所と連携した教員研修に

ついては、今年度は実施できなかったが、北海道立教育研究所主催の「総合的な探究の時間実

践研修」や「理数探究セミナー」において研究協議を行い、本校の SSH 事業の様子や探究活動

での実践事例について紹介した。 

校内の代表として参加した研修内容を教職員全体に周知する時間の、捻出が困難となっている。

４月当初の校内研修についても、当初は、年度始職員会議の中で行う予定であったが時間が不足

したため、平常授業日の放課後に行った。今後は、長期休業期間中も視野に入れながら時間を確

保する必要がある。 

 

ｸ 評価方法の研究 通年 北海道教育委員会、北海道立教育研究所 

a. 目的･仮説 

北海道立教育研究所及び北海道教育委員会、道内 SSH 校と連携し、探究学習の効果を測定す

る科学リテラシーテストの開発を行う。また、第Ⅱ期で実施した卒業生アンケートを発展させ、

卒業生の追跡調査を行うことで SSH 事業評価の研究を行う。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ)Google Forms による自己評価･相互評価の効率化 

発表会などの各種主催イベントなどにおいて、本校 SSH が目指す 12 の力と３つの心に

ついてアンケートを繰り返し実施することで、生徒が普段目にしない目標を周知しなが

ら、効果の測定を行う。 

ⅱ)Ｚ会ソリューションズ基礎学力アセスメントシリーズ LIPHARE 

「課題発見･解決能力テスト」標準コース １年次対象 

期  日  令和７年４月３０日(水)６校時 

対  象  １年次 200 名（普通科 160 名、理数科 40 名） 

ⅱ)Ｚ会ソリューションズ基礎学力アセスメントシリーズ LIPHARE 

「課題発見･解決能力テスト」応用コース ２年次対象 

期  日  令和８年１月１４日(水)２校時 

対  象  ２年次 199 名（普通科 160 名、理数科 39 名） 

c. 検証･評価 

Ｚ会ソリューションズ基礎学力アセスメントシリーズ LIPHARE「課題発見･解決能力テスト」

は、「課題分析・情報収集力」、「論理を構築する力」、「意見を構築する力」、「多様性受容

能力」、「論文作成技術」の５つの力と「総合」を以下の表の区分で判定するテストである。 

本校が育成を目指す「３つの力と１つの心」及びそれを具現化した「12 の力と心」との相関

関係が強いため４年前から採用し、１年４月に標準コース、２年１月に応用コースを実施した。 

結果を以下に示す（＊は判定不能）。 
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判定項目 本校が育成する 12 の力と心 

課題分析・情報収集力 課題を見出す力  検証する力 

論理を構築する力 要点を整理する力  結論を導く力  企画・管理する力 

意見を構築する力 結論を活用する力  議論する力  探究し続ける心 

多様性受容能力 貢献する力  異文化や多様性を理解する心 

論文作成技術 表現する力  マナー、モラルを守る心 

令和７年度入学生の結果については、以下の表のようになった。５つの能力全てにおいて、

令和６年度入学生をやや下回る結果となったが、全体的なバランスは同様の結果となった。特

に「多様性受容能力」が大きく下回っていることから、自分の意見を形作る際に、他者の意見

を参考にすることができなかった生徒が多かったということがわかる。「論理を構築する力」

や「意見を構築する力」、「多様性受容能力」を伸ばすために、グループワークなど、他者の意

見に触れる機会が多い授業において、生徒が複数の視点を取り入れながら独自の意見を生み出

せるように探究活動を進めていく。 

  ＊ A1 A2 B1 

総合評価 0 4 87 109 

課題分析・情報収集力 0 4 29 167 

論理を構築する力 0 26 114 60 

意見を構築する力 0 15 112 73 

多様性受容能力 4 2 74 120 

論文作成技術 0 23 69 108 

令和６年度入学生の結果について、昨年度に実施した標準コースと今年度に実施した応用コ

ースの評価を比較した。 

総合評価     意見を構築する力 

  

与えられたテーマに対して課題を設定することができる。情報を適切に理解し
た上で適切な論点を設定し、周囲を活用し、周囲にも貢献しながら社会的な
課題を解決することができる。

与えられたテーマに対して課題を設定することができる。情報を適切に理解し
た上で適切な論点を設定し、周囲を活用しながら主体的に社会的な課題を解
決することができる。

指定された課題に対し情報を理解して適切に論点を見出し、周囲からのサ
ポートを得ながら、主体的に身近な課題を解決することができる。

指定された課題に対し論点を見出し、周囲からのサポートがあって、はじめて
身近な課題を解決することができる。

CAN-DO Statements

与えられたテーマに対して概ね適切な課題を自ら設定することができる。選
択した情報をもとに複雑な課題の本質を見極め、適切な論点を見出し、周囲
を活用・貢献しながら課題を解決することができる。

70点以上

40点以上

40点未満

75点以上

50点以上

25点以上

25点未満

C1（熟達した学習者）

B2（自立した学習者）

B1（自立した学習者）

A2（基礎段階の学習者）

A1（基礎段階の学習者）

得　　点

応用テスト
(2年次)

与えられたテーマに対して適切な課題を自ら設定することができ、選択した情
報をもとに複雑な課題の本質を見極め、適切かつ独自の論点を見出し、周囲
を活用・貢献しながら効果的な課題解決方法を創造・実行することができる。

標準テスト
(1年次)

＜評　　価＞

C2（熟達した学習者）

C1 11 56
B2 30 63 174名 87.9%
B1 3 10 21
A2 1 3 24名 12.1%
＊

＊ A1 A2 B1 0名 0.0%
＊は対象外

・上昇した

・変化なし

・下降した

前年度

今
年
度

C1 36 52
B2 2 1 31 29 165名 93.8%
B1 1 16 11
A2 11名 6.3%
＊ 2 9 8

＊ A1 A2 B1 0名 0.0%
・下降した

＊は対象外前年度

・上昇した
今
年
度

・変化なし
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課題分析・情報収集力   多様性受容能力 

  

論理を構築する力    論文作成技術 

  

標準コースは B1 段階までしか計測ができていないため、もともと高かった可能性は残る。し

かし、A2 段階の生徒のみに着目すると、全ての評価項目が伸びていることがわかる。また、論

文作成技術については、下降した生徒が他の項目より明らかに多く 13 名となっている。これ

は、課題研究の論文作成締め切りが２月であり、テスト終了後に最後の論文作成に取り組んだ

ことが原因と考えられる。 

次年度以降は、Ｚ会ソリューションズ基礎学力アセスメントシリーズ LIPHARE「課題発見･解

決能力テスト」がなくなるため、代替の検証方法を検討している。さらに、北海道教育大学と

連携するなど、外部機関の助力を受けながら、より多面的に生徒の状況を把握していく手法を

検討していく。 

 

ｹ ICT を活用した成果の普及 通年 北海道教育委員会、北海道立教育研究所 

a. 目的･仮説 

SSH 事業における活動や発表会の動画配信やオンライン対話の有効な活用方法について研究

開発を行う。また、本校 Web ページを活用して探究活動の授業案とワークシート、発表ポスタ

ー等の成果物を発信し普及する。 

b. 研究開発内容･方法 

ⅰ）探究学習・STEAM 教育ポータルサイト「サイエンスティーム」 

ⅱ）オープンスクールにおける探究授業･発表会の様子、SSH 事業の概要を動画で紹介 

ⅲ）SSH 生徒研究発表交流会の Zoom 配信 

ⅳ）教員研修における研究論文･ポスター等成果物の活用 

c. 検証･評価 

今年度のオープンスクールには、２日間で併せて中学生 472 名が参加した。従来は、課題探

究の成果を英語や日本語で発表するのみであったが、初めて探究活動の成果だけではなく、探

究の過程について３年次理数科の生徒が説明した。終了後の中学生のアンケートでは、他の内

容に比べて最も評価が高かった。 

また、課題となっていた発表会の Zoom 配信については、12 月の生徒研究発表交流会で初め

て配信することができた。近隣校の教諭が視聴するなど、一定のニーズが確認できたため、今

後の発表会では継続していく。 

課題としては、公式ホームページや SNS など、情報提供の場所が複数にわたっているため、業

務量の過多につながっている。西高の SSH 指定校としての取り組みの発信場所を統一していく必

要がある。 

C1 5 105
B2 1 7 65 186名 93.9%
B1 3 10
A2 2 10名 5.1%
＊

＊ A1 A2 B1 2名 1.0%

・上昇した

・変化なし

・下降した

＊は対象外前年度

今
年
度

C1 1 22 67
B2 1 1 26 68 186名 97.4%
B1 2 5
A2 5名 2.6%
＊ 1 4

＊ A1 A2 B1 0名 0.0%

・上昇した

・変化なし

・下降した

＊は対象外前年度

今
年
度

C1 1 22 21
B2 4 34 30 154名 78.2%
B1 6 31 18
A2 1 5 18 7 36名 18.3%
＊

＊ A1 A2 B1 7名 3.6%

・上昇した

・変化なし

・下降した

＊は対象外

今
年
度

前年度

C1 2 9 43
B2 5 29 47 158名 79.8%
B1 8 10 19
A2 5 8 13 27名 13.6%
＊

＊ A1 A2 B1 13名 6.6%
・下降した

＊は対象外

・上昇した

・変化なし

前年度

今
年
度



64 

 

４ 実施の効果とその評価 

SSH に指定されて以降、探究的な学びの体系化を進め、理数系への意識と学習成果が着実に向

上した。理数系大学への進学率は、理数科でⅠ期(29.5%)→Ⅱ期(37.6%)→Ⅲ期(45.5%)と向上して

おり、今後も 70%以上を目指す。普通科ではⅠ期(21.3％)→Ⅱ期(20.9%)→Ⅲ期(31.9%)となり、

探究型学習プログラムと科学技術人材育成システムを全学に拡大してから向上している。なお、

全学の国公立大学への進学率はⅠ期(18%)→Ⅱ期(35.2%)→Ⅲ期(52.2%)(昨年度卒業生は 62%で過

去最高)と増えており、生徒の学習への意欲が向上していると考察できる。令和７年度校内アンケ

ートでも、SSH の活動について、76.9％の生徒が成長を実感し「論理的思考力・問題解決力の向

上」、「議論を通じた多角的視点の獲得」、「考えを整理し発表できる力の向上」の項目につい

て、多くの生徒が成果を実感している。Ⅲ期の「12 の力と心」における自己評価では「結論を活

用する力」（12.5％増）、「貢献する力」（8.7％増）、「要点を整理する力」（8.0％増）が伸

びており、SSH が学校全体の学力や意欲向上に寄与している。 

現在では、博士号取得後、宇宙理学を研究している理数科の卒業生や助教として医療統計学の

研究をしている普通科の卒業生をはじめ、多様な領域で高度な研究に取り組む人材を多数輩出し

ており、社会課題の解決に貢献する姿がみられる。SSH 事業は、生徒の進路選択と生涯の学びの

基盤形成に確実に良い影響を与えている。 

また、人材育成コンソーシアムを立ち上げ、探究活動のテーマに合わせた外部機関からの支援

が可能となった。しかし、実際の課題探究のチームとコンソーシアムとのマッチングに関して、

どのように結び付けるのかの具体的な方策が必要である。 

[人材育成コンソーシアムのメンバー構成] 

コンソーシアム 役割 

旭川医科大学 
医学・生命科学に関する講義や実習、研究室受入れを通して、生徒

の課題研究を支援。 

北海道教育大学旭川校 
教育学や心理学、地域教育に関する講義や実習、フィールドワーク

を通して、生徒の課題研究を支援。 

旭川市立大学 
看護学や地域福祉、経済・経営に関する講義や実習、研究室受入れ

を通して、生徒の課題研究を支援。 

旭川工業高等専門学校 
工学や情報技術、ロボット・AI、環境工学に関する講義や実習、研

究室受入れを通して、生徒の課題研究を支援。 

旭川市役所 

（企業立地課） 

地域産業の振興や企業誘致、まちづくりに関する講義や実習、現場

受入れを通して、生徒の課題研究を支援。 

旭川市教育委員会 

(社会教育) 

生涯学習や地域教育、科学体験や天文・宇宙、自然科学に関する講

義や実習、現場・施設受入を通して、生徒の課題研究を支援。 

旭川市旭山動物園 
動物の生態や行動展示、環境教育や生物多様性に関する講義や実

習、施設受入れを通して、生徒の課題研究を支援。 

旭川ユネスコ協会 
国際理解教育や異文化交流、SDGs や平和学習に関する講義や実習、

活動受入れを通して、生徒の課題研究を支援。 

旭川ウェルビーイング・ 

コンソーシアム 

地域福祉や健康、共生社会や持続可能な暮らしに関する講義や実

習、活動受入れを通して、生徒の課題研究を支援。 

旭川青年会議所 
課題研究のテーマに合った地域の企業をマッチングすることを通

して、生徒の課題研究の支援。 

道北地域旭川地場産業振

興センター 

地域産業の振興やものづくり、産学官連携に関する現場受入れを通

して、生徒の課題研究を支援。 
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北海道地図株式会社 
地図制作や地理情報システム（GIS）、空間情報解析に関する講義や

実習を通して、生徒の課題研究を支援。 

国際性に関して、第Ⅱ期では理数科のみが行っていた課題研究の英語発表を普通科のチームに

も拡大させ、学校全体で英語発表会をつくりあげる方向へ発展させることができた。第Ⅱ期まで

は、普通科のチームが３年次に活動することはほぼなかった状況から、代表チームの英語発表が

あることで活動を継続する機会があり、「まちなかキャンパス」などのイベントへの参加も増え

ている。メンター活動もあわせて、３年次の活動を充実させることはできたが、課題研究の調査

・研究活動そのものを３年次まで継続させるという点については、課題が残った。 

５ SSH中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況について 

① 研究開発計画の進捗と管理体制、成果の分析に関する評価 

研究開発グループやプロジェクトチームの構成・役割が共有されておらず、理数科、普通科間

の連絡調整も十分ではない。また、育成すべき資質・能力の構造が不明確なため、成果を多面的

に分析・評価する仕組みが十分に機能していない。 

○ Ⅲ期後半では、研究開発グループ内に理数科担当・普通科担当を明確に配置し、両者が授業

進度や課題研究の進捗を定期的に共有しながら調整を行う体制を整えてきた。評価について

は、本校が育成する「３つの力と１つの心」の整理作業に着手し、生徒の成果を把握するた

めに「どの活動でどの資質・能力を育むことができるか」を検討してきた。 

○ これらを基盤に、研究開発グループと協働する新組織の設置を行う。また、育成する資質・

能力を評価するための活動の体系化を進めるとともに、多面的な評価分析方法について、北

海道教育大学旭川校との共同研究開発を進める。 

② 教育内容等に関する評価 

普通科における科学的手法の活用や、３年間を通じた継続的な課題研究が十分に確立していな

い。また、教育課程の特例等の整理や、理科・数学を中心としたクロスカリキュラムの体系化も

途上であり、探究的な学びの全校的な確立に課題がある。 

○ Ⅲ期後半では、データサイエンスについて外部講師による校内研修を行い、教職員が普通科

生徒へ科学的な助言を行うことができる体制の整備を進めてきた。また、教育課程外ではあ

るが、普通科の第３学年の一部生徒が研究を継続し、英語発表会や外部コンテストへ参加し

てきた。 

○ Ⅲ期で設立したコンソーシアムが課題研究グループに伴走し、日常的に科学的な助言を行う

ことで、生徒及び教職員が同時に科学的な手法を習得できる体制を構築する。また、普通科

の第３学年に新たに「未来探究」の設置をすることで、確実に３年間を通した研究が行える

連続性を持った体制を確立する。さらに、教育課程の特例等を整理し、全教科で探究的学習

を行うためにトリガークエスチョンを活用したミニ探究や試行錯誤型実験を導入する。また、

教科等横断的な取組については「1 人クロスカリキュラム」を研究開発し、段階的に実施・

検証する。 

③ 指導体制・外部連携・国際性・部活動等に関する評価 

外部人材を日常的に活用したメンター体制が十分に確立されておらず、大学連携や他校との交

流も限定的である。また、本校が地域の探究拠点としてハブ機能を発揮する体制が途上であり、

課題研究の深化と地域連携の広がりに課題がある。 

○ Ⅲ期後半では、コンソーシアムを設立し、12 団体から継続的な助言を受ける仕組みを構築す

るとともに、北海道教育大学旭川校の学生がティーチングアシスタントとして参加したり、

近隣校が発表会に参画することを通じて、外部連携の基盤を広げてきた。 
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○ これらを発展させ、本校生徒がコンソーシアムによる外部メンター支援を日常的に受けられ

る体制を整備する。また、公立日本語学校の生徒等、海外の方と協働することで国際性を醸

成する。さらに、小・中学生の科学的素養を高める体系的なプログラムを構築し、科学館と

も連携した地域向け科学イベントを定期化する。 

④ 成果の普及等に関する評価 

本校がＩＣＴ（動画配信や双方向オンライン）を用いて、ＳＳＨ事業における活動や発表会等

を発信し普及を図っているものの、他校との相互連携を含めた外部への普及に課題がある。 

○ Ⅲ期後半では、道北圏探究フォーラムの開催により他校との交流を継続した。また、近隣の

小・中学校での探究型理科実験教室や、大学教授等を講師とするサイエンスセミナーを中学

生に開放するなど、地域への普及を進めてきた。 

○ これらの実践をさらに発展させ、北海道教育委員会の全面協力のもと道北圏探究フォーラム

を開催する。分科会等にて、道北圏の高校 41 校と科学的な手法を用いた課題研究について交

流することで、地域全体の探究力の向上につなげる。 

６ 校内における SSHの組織的推進体制について 

① 組織図 

第Ⅲ期では、それぞれの分掌が抱える学校課題を共有し解決するための分掌として研究開発グ

ループを設置し、SSH 事業や校内における様々な課題を集約して、他分掌と連携しながら校内研

修を企画･運営した。第Ⅱ期までは、マネジメントグループとの兼任だったため、SSH 業務の集中

することが困難であったが、分掌化することで、SSH 業務に集中できるほか、他分掌との調整が

可能となった。その成果が、前述したオープンスクールでの生徒による探究活動紹介である。そ

の他、保健の授業や学校行事として行われてきた生徒の心身の安全に関わる講話などをライフサ

イエンスの中に取り込み、生徒が主体的に考えることができるようになったことも成果である。 

[ 校内組織体制 ] 

 

[ 外部機関との連携 ] 
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② 組織運営の工夫 

研究開発グループで統括している科目「探究基礎」、「課題探究」、「SS 研究Ⅰ」、「SS 研究

Ⅱ」「SS 研究Ⅲ」について、中心となる担当者をできる限りその年次の担任とすることで、年次

会議での議題にしやすくした。担任団のなかでの情報共有や工夫点を積極的に話し合う場を作る

ことで、前例踏襲とならない体制にすることができた。また、年次内で改善された計画を研究開

発グループで再度確認することで、次年度に向けた引き継ぎもスムーズに進めることができてい

る。 

SSH 事業を全校体制で進めるため、新たに着任した職員に対しての説明と年度初めの職員会議

での校内研修を必ず行っている。SSH 指定は通算して 16 年経過しているため、過去の実施報告書

全てを理解してもらうことは現実的ではないが、第Ⅲ期に指定されてからの探究活動の進め方だ

けは、全員がアドバイザーとしてチームを担当することから、疑問や不安な点について時間をか

けて解消するようにしている。生徒研究発表交流会などについても、過去に担当している教員と

担当していない教員がペアになるような役割分担を進めることができた。 

その他発表会の評価フォームなどの Google ドライブ内のデータについて、Google の個人アカ

ウントで作成していたため、職員の退職に伴いアカウントが消去されたことで一緒に消去されて

しまった。この反省を活かし、研究開発グループのアカウントを用意し、人事異動に伴う引き継

ぎをパスワードのみで行えるように変更している。 

③ 運営指導委員会の位置付け、役割 

[第Ⅲ期指定期間中の運営指導委員一覧] 

桐蔭横浜大学       名誉教授 松原 静郎 氏 

北海道教育大学      特任教授 唐川 智幸 氏 

北都保健福祉専門学校     校長 林 要喜知 氏 

北海道大学大学院理学研究院  教授 小田  研 氏 

北海道大学大学院工学研究院 准教授 内田  努 氏 

北海道教育大学旭川校     教授 永山 昌史 氏 

旭川市旭山動物園     統括園長 坂東  元 氏 

旭川医科大学         教授 伊藤 俊弘 氏 

R3(第１年次）～R4(第２年次) 

R5(第３年次） 

R3(第１年次）～R7(第５年次） 

R3(第１年次）～R5(第３年次） 

R6(第４年次）～R7(第５年次） 

R3(第１年次）～R7(第５年次） 

R3(第１年次）～R7(第５年次） 

R3(第１年次）～R7(第５年次） 

運営指導委員会は年２回行っている。１回目を SSH 課題研究英語発表会、２回目を生徒研究発

表交流会に合わせて、生徒の発表を参観していただき、その講評も含めて探究活動の方向性、や

不足している部分の指摘をいただいた。昨年度は、データの分析手法についての指摘を多数いた

だき、統計講座などデータサイエンスに関する取組を強化し、今年度はⅣ期申請に係る方向性に

ついての助言があった。 

令和８年度から旭川市立大学に、持続可能な地域づくりのために、地域を取り巻く課題に対し

て主体的に関わり、他者と協働しながら豊かな発想力で地域の未来を創る人材を養成することを

目的として、それに必要な IT や AI をはじめデータサイエンス、デザイン思考、工学やマネジメ

ントの知識を体系的に習得し、広く様々な視点を持って物事を捉えられる教育を展開する地域創

造学部地域創造学科が開設される。地元を同じにする大学でもあり、北海道教育大学旭川校と同

様に高大連携を進めていく。また、今後も様々な有識者を広く運営指導委員に迎えながら、事業

を進めていく。 

７ 成果の発信・普及について 

道北圏探究フォーラムの際に、他校の引率教員との情報交換を密にすることができた。本校の

コンソーシアムと市内の私立高等学校の状況のすり合わせや、お互いの課題の共有を進めること

ができ、次年度以降の協力体制についても確認できた。また、北海道教育大学旭川校４年次必履



68 

 

修科目である教職実践演習の探究活動支援のティーチングアシスタントでは、高校生の探究活動

が時間割などの都合上、予定どおり実施できなかった際に、探究の在り方などの課題を設定し、

大学生のみでグループワークを行っている。令和６年度に受講した学生が、令和７年度から北海

道内の公立高校で正規教員として勤務することになり、これまでティーチングアシスタントとし

ての積み重ねた経験を基に、教育現場での活躍が期待される。オープンスクールの実施、生徒募

集パンフレットの配布、ジュニアドクターの制度も含めて、中学校への情報提供を進めた結果、

入学時のアンケートからは「旭川西が SSH 指定校だと知っていた」という回答が 95％であった。

しかし、「旭川西高を志望する上で、本校が SSH に指定されていることは非常に関係した」「少

し関係した」という回答が 73％に留まっているため、SSH 以外の要因で志望した生徒も少なくな

い。 

〇SNS（インスタグラム）を利用した情報公開 

・https://www.instagram.com/kyokunishi_ssh/ 

〇本校ホームページを利用した情報公開 

・https://www.asahikawanishi.hokkaido-c.ed.jp/ 

〇北海道教育委員会による情報公開 

・https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/kki/242663.html 

〇サイエンスティームによる情報公開 

・https://scienceteam.jst.go.jp/example/2024_027_c1/ 

〇外部イベント、サイエンスボランティアでの情報公開（令和７年度実施分） 

・ワークワーク体験フェス in 科学館 

・ワークワーク体験フェス in イオンモール旭川西 

・旭川学生の科学展 2026 

・大雪山カムイミンタラ ジオ・フェスティバル 

・あさひかわみらい会議主催 まちなかキャンパス 2025 

・東川町 Lip フェス「Learning Inter-Person」 

・旭川ウェルビーイング・コンソーシアム主催 合同成果発表会 

・令和 7 年度旭川生涯学習フェア 「まなびピアあさひかわ」 

〇中学校の要請で行われる学校説明会（令和７年度実施分） 

・旭川市内６中学校（旭川、神居東、附属、忠和、北門、緑が丘）より依頼 

・旭川市外６中学校（美瑛、東川、和寒、秩父別、東神楽、深川）より依頼 

〇オープンスクールにおいて中学生と保護者、引率教員に対し探究内容の発表 

・旭川市内 24 中学校、旭川市外 36 中学校より 472 名参加 

〇学校視察訪問の受け入れ（令和７年度実施分） 

・令和７年１１月２６日（水） 北海道倶知安高等学校 

８ 研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性について 

１ 科学技術人材の育成に向けた課題研究の取組について 

生徒は主体的に課題研究に取り組み、発表や論文作成で一定の成果を挙げているものの、学校

全体として高度科学技術分野に到達する研究は限られ、科学技術人材の創出に向けた探究の深化

が十分ではない。特に普通科では、データサイエンス等の統計的手法の活用に差が見られ、科学

的な検証力の育成が十分に進んでいない。今後は、コンソーシアムと教職員が協働し、課題設定

から検証・考察・発表に至るまで、計画的・継続的に科学的探究力を高める体系的支援の仕組み

を構築する必要がある。 

今後は、コンソーシアムを核に MDA（数理、データサイエンス、AI）を適切に活用した課題研究
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を展開することで、生徒が科学的探究力を身に付け、主体的・協働的な活動につながり、「課題

を見出す力」、「検証する力」、「結論を導く力」、「結論を活用する力」、「マナー・モラル

を守る心」等の資質・能力が重点的に育成され、トップ層の学びの深化と科学技術人材の育成を

強力に推進できると考える。 

２ 国際性の醸成について 

海外の研究者や学生との交流・共同研究の機会が限られ、国際的視野を育成する実践的な学び

が十分に確保されていない。そのため、国際的な協働や対話の場を計画的に創出し、多様な視点

と柔軟な発想を育てる取組を体系的に実践する必要がある。 

今後は、新たに公立日本語学校や海外の大学等と協働し、継続的に課題研究を行うことで、英

語を学ぶ必然性を生み出し、国際的な視点で物事を捉える力を養う。これにより特に「表現する

力」、「要点を整理する力」、「議論する力」、「異文化や多様性を理解する心」等の資質・能

力を重点的に育成し、多様な視点と柔軟な発想を身に付けることができると考える。 

３ 科学技術人材の裾野の拡大が不十分 

地域の小・中学生や他校の高校生に「理数系のすばらしさ」を伝える機会を提供してきたもの

の、取組は個別的で、体系的な育成プログラムとして十分に整備されていない。今後は、年間を

通して計画的に実施する体験型学習プログラムを整え、科学的探究力を段階的に育成する持続的

な体制を構築する必要がある。 

今後は、本校生徒に加え、地域の小・中学生や他校の高校生に科学技術分野の体験的な学習を

提供する機会を増やすことで、理数系への関心を高め、特に「企画・管理する力」、「貢献する

力」、「探究し続ける心」等の資質・能力を重点的に育成する。さらに、小・中学校の先生方へ

本校の取組を知ってもらう機会を創出することで、地域において科学技術人材の裾野を拡大する

ことができると考える。 
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❸ 関係資料 

 

１ 令和７年度 運営指導委員会記録 

 ○第１回運営指導委員会 

 (1) 日 程  令和７年７月 22 日（火）16：00～17：00  

 (2) 場 所  旭川市民文化会館会議室 

 (3) 出席者（敬称略） 

   運営指導委員 

 北都保健福祉専門学校            校長     林 要喜知 

 北海道教育大学旭川校           教授     永山 昌史 

 旭川医科大学            教授     伊藤 俊弘 

 旭川市旭山動物園      統括園長   坂東  元 

   オブザーバー 

 北海道教育庁上川教育局教育支援課高等学校教育指導班 主査     三上 真未 

 北海道教育庁留萌教育局教育支援課高等学校教育指導班 主査     太田 水生 

   本校教職員 

 津嶋 拓慈（校長）、堺  庸充（教頭）、小柳 祐一（事務長）、 

 大西 真一（教諭）、深山 尚仙（教諭）、田中  恒（教諭） 

 (4) 運営指導委員会次第 

  ｱ 学校長挨拶 

  ｲ 運営指導委員長挨拶 

  ｳ 自己紹介 

  ｴ 協議･説明  「北海道旭川西高等学校ＳＳＨ第Ⅳ期申請の方針について」 

  ｵ 運営指導委員からの指導･助言 

・生徒一人一人の評価システムについて 

委員）第Ⅰ～Ⅲ期の取組はよかったと思うが、生徒一人ひとりの評価を行うシステムはどのよう

なものがあるのか。 

学校）評価のシステムを構築するのが第Ⅲ期の目標の１つであったが、なかなか、客観評価を作

成するのは難しかった。Ｚ会のリテラシー調査では、１年次から３年次に向かっては上が

っていることは分かっているが、それも年によってばらつきがある。「AiGROW」を全国の

SSH 指定校の５分の１ほどが取り入れているので、他校との比較という意味ではそれもよ

いと思う。生徒の成長（伸び）については、自分で自分を評価しないと難しいようだ。道

内のＳＳＨ指定校では、大学と共同で評価を開発しているという話を聞く。本校と北海道

教育大学と連携できないか。 

委員）北海道教育大学に専門家がいるとは思う。上手くつなげば、卒論もできるので、互いに Win-

Win になるのではないか。 

・科学技術人材の育成について 

学校）肌感覚だが、大学入試の推薦・総合型の大学入試や大学での授業において、卒業生に話を

聞くと、大学入学後、SSH の効果を生徒が実感しているようだ。本校は地域を支える高校

だという認識が強い。「科学技術人材の育成」と「裾野を広げること」について、本校で

はバランスよく行うことが求められているのではないか。文部科学省からも「裾野を広げ

ること」について評価いただいている。学会の発表や科学の甲子園や数学オリンピック等

について、参加していることで科学技術人材を育成しているとの評価になる。大学院への

進学状況や博士号の取得状況、その後の就職についての追跡調査は弱いので、改善が必要

である。 

委員）今回の評価について、具体的に何を見て、何を評価しているのか。 

学校）課題解決能力、情報をまとめる力、まとめて発表する力、解決策を提案できる力等である。 

委員）客観的なところを評価しているのは重要だが、評価の一つとして、自己効力感（自分がで

きるという心）を評価する尺度がある。探究活動を続けることで、自己効力感が高まって

いくという内面的な評価も重要なのではないか。いろいろな評価票から適切なものを選び、

１～３年次まで継続して調査することで、「わからなかったことについて、自分たちで解

決したことによる自信」を評価できるようになることは重要なのではないか。イノベーシ

ョンについては最先端のことだが、「新しいことに気付き、動けるようになる。」という
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ことも大切である。 

・「生成 AI」について 

委員）旭川には総合大学がないが、GIS をどう活用するかということについても面白いのではな

いか。正解がない問いについて、課題がある場所にあった解決方法を探さなければならな

い。今世界中で GIS を活用して、その地域のデータを集めることで、予想していなかった

解決方法が見つかるということが行われている。このように正解がないものにチャレンジ

していくことが重要ではないか。これまで、先輩からテーマを引き継いできているようだ

か、それだと新しい発想が生まれないのではないか。新しい発想を生む方向で考えれば、

「生成 AI」等の活用も十分考えられるのではないか。 

委員）今ある探究型学習プログラムに「生成 AI」を活用するなど、今あるものと新しいものの融

合が必要である。そういったものを活用して、新しい学びにしていくのがよいと思う。コ

ンソーシアムのメンバーやメンバーではない方も含めて、地域の要望に耳を傾け、一緒に

なって地域の課題解決をしていくという方向性もあるのではないか。旭川の産業をイノベ

ートしていくことも重要な切り口である。 

学校）いただいた助言をもとに今後も検討していく。 

・「理数科」について 

委員）理数科について。理数科への入学志望動機や卒業後の進学先はどうなっているのか。 

学校）理系の大学に進学したいという生徒もいるが、文系にいきたいという生徒もいる。理数科

では、イベントや巡検など、手厚く指導を受けることができる。 

委員）理数科では、将来理系に進みたいと思ってくる生徒はそれほど多くないということか。 

学校）そのとおりである。SSH があることで、理数科の活動が充実していることは間違いない。 

委員）理数科に推薦で入ってくる人は一般入試と違いがあるか。 

学校）半年も立てば、一般入選の生徒と変わらない。 

委員）「探究型学習プログラムの深化と精選」について、理数科は、グループごとや年度ごとで

も差があり、頭打ち状態になっている。理数科の生徒と普通科の生徒をミックスして、理

数科の要素をより学校内に広まるしくみを作ってみるとよいのではないか。科学技術人材

の育成については、大学で学ぶことの内容を前倒しして身に付ける、そしてそれを指標で

表し、評価するとわかりやすい。テーマとして生成ＡＩは少し遅れたように思う。SDGs は

2030 年がゴールなので、達成できそうなものとできなさそうなものを踏まえて、ポスト

SDGs を申請の中に取り入れるとよいのではないか。 

学校）大学１年生で身に付けるべき資質・能力は何か。 

委員）数字の取り扱い、ロジカルシンキング、理系の作文のしかた、英語が読めるか、探究のプ

ロセスを自分で組めるかどうか、言語化、等の科学リテラシーが挙げられる。今挙げた資

質・能力について、生徒が本当にすごい能力を身に付けているという自覚を促すために、

言語化して生徒に伝えてあげることが必要である。そうすることで、生徒の自己効力感が

上がるので、そのお手伝いをしてほしい。 

委員）大学入試の自己推薦において、自己効力感が高いことが大切なのではないか。また、方程

式を忘れたら問題が解けないということではなくて、いろいろな力を身に付けてもらって

多角的に問題解決できるような生徒が育成できるとよい。動物園で高校生と接していると、

旭川西の生徒は自分の考えを持っているし、SSH の取組について、成果が出ていると思う。

評価についても言語化していくことが必要である。 

委員）２年生の発表を聞いて、問題を感じた。まず、グループによるクオリティの差が大きい。

次に文献を読んでいない等々である。これからもできることがあると思う。 
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 ○第２回運営指導委員会 

 (1) 日 程  令和７年 12 月 11 日（木）16:00～16:40 第１部 

        令和７年 12 月 12 日（金）13:45～14:45 第２部 

 (2) 場 所  第１部 本校小会議室  第２部 旭川市公会堂多目的室 

 (3) 出席者（敬称略） 

   運営指導委員 

 北都保健福祉専門学校            校長     林 要喜知 

 北海道大学大学院工学研究院        准教授    内田  努 

 北海道教育大学旭川校           教授     永山 昌史 

 旭山動物園      統括園長   坂東  元 

   人材育成コンソーシアム 

 旭川ユネスコ協会     会長     林  朋子 

   オブザーバー 

 北海道教育庁学校教育局高校教育課高校教育指導係  指導主事   林  徹也 

   本校教職員 

 津嶋 拓慈（校長）、堺  庸充（教頭）、小柳 祐一（事務長）、 

 大西 真一（教諭）、深山 尚仙（教諭） 

(4) 運営指導委員会次第 

  ｱ 学校長挨拶 

  ｲ 運営指導委員長挨拶 

  ｳ 協議･説明「SSH 事業の第Ⅳ期申請について」 

  ｴ 運営指導委員からの指導・助言 

・国際交流について（第１部） 

学校）この後、第Ⅳ期申請のヒアリングがある。評価委員４名から、計画書をもとにオンライン

で質問を受けることになるので、研究者の視点から忌憚のない御意見をいただきたい。 

委員）石川県の事例では、国際交流が盛んとなっている。海外の大学の連携もあるが、高校との

連携もしているようだ。一部の生徒だけではなく、全体の生徒の英語力を上げるための取

り組みについても、考えを聞きたい。オーストラリアのアデレードにある大学などは時差

を考えても提携先としてふさわしいのではないだろうか。具体的に取り組みたい内容があ

れば、それを先方に伝えたい。 

学校）第Ⅰ期から国際性には触れていたが、第Ⅲ期では計画の柱になっていなかったため、あま

り国際交流に力を入れずに進めてきてしまった。その分、コンソーシアムを立ち上げるこ

とはできたが、英語発表会での英語力向上を目指す程度となっている。途中、東川町の日

本語学校との交流も行ったが単発で留まっている。SSH 指定校のつながりや、運営指導委

員、コンソーシアムの力を借りて、第Ⅳ期に関しては、海外との共同研究ができる選択肢

を用意していきたい。 

委員）これまで、交換留学などの実績はあるのか。また、海外の高校生と同世代の交流も考えて

いくことが必要なのではないか。 

学校）ユネスコ創造都市であるタイ北部のスコータイ市などとの交流を考えている。最初は、時

差が少ない都市から始め、実績を積み重ねてから、さらに幅広く進めたい。 

委員）何ができるのかをしっかり考えていく必要がある。政府の野生生物局のような専門集団と

のやり取りはできているが、相手に教育という視点をもってもらうことが必要となる。 

委員）行動するのは生徒なので、生徒自身が外を向いているのか。例えば、１年生の課題研究の

アイデアの中に意識を外へ向けているものがどの程度あったのか。こちら側が、外とつな

がる仕組みを作ったとしても、肝心の生徒がやらされている状態では効果が期待できない。

生徒が外に目を向ける、ということを何かの形で示すことができれば、仕組みづくりに生

かすことができる。 

学校）１年生の研究デザインシートの発表では、導入の段階から手順は踏んだものの、テーマは

自分自身に選ばせている。導入の段階で、気候変動などグローバルな視点をもった生徒は

いるようだ。全員が国際交流にいく必要はないので、オプションの一つとして用意したい。 

・社会実装について（第１部） 

委員）コンソーシアムと積み重ねていくが、出口として社会実装に向いている発表はいくつかあ

ったものの、国際性ではなく、地元を向きながら「旭川を盛り上げる」というベクトルが
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強い。グローバルに認められるというベクトルはあまり感じなかった。 

学校）コンソーシアムのメンバーも多様になっているだけではなく、生徒の進路自体も多様にな

っている。学校として、どちらのベクトルがよいのか、という決めつけはできない。進学

校として、大学に合格するという目標を持った生徒が多いので、大学に入って安心するの

ではなく、入った後どのように成長するのかという視点をもてるようにしたい。今年につ

いては、「探究基礎」で地元企業の方々を招いて、その活動にかける思いを受け止める機

会をつくったこともあり、地元に目を向けている生徒が多かった。 

委員）資料からは、社会実装が最終的な方向性に見えた。もっと研究機関から課題研究の評価が

されるとよいのではないか。 

学校）例えば、旭山動物園で行っている地域巡検のプログラムが他校でも実施できるようにする

など、第Ⅲ期まで進めてきた成果を、他校でも使えるようなマニュアルとして整備してい

く必要がある。設立したコンソーシアムも、今は西高のコンソーシアムであるが、何れは

旭川のコンソーシアムへとするため、教育委員会などへ引き継いでいきたい。 

・予算の確保について（第１部） 

委員）高校生が、自分たちの周りにある課題を見つけて探究活動に取り組んできた、ことが進学

先でも新たな課題を見つけて取り組んでいくという流れにつながっており、素晴らしいと

思う。政府が、高等学校で理系選択者を増やしていくという方向性を打ちだし、理系人材

の確保を目指していることに合致している。 

学校）予算の使い方の見直しがあり、SSH 指定校の認定の仕方も変わっている。より中身を見ら

れるようになった。昨年度は道立学校が２校とも経過措置となったので、安心はできない。 

委員）アウトソーシングの活動費、研究費、独自の教育に関する投資をしてもらえる見込みはあ

るのか。 

学校）今「自走」というキーワードもあり、将来的なことを考えると、安定した財源を確保する

ことが求められている。実際には、生徒から理科実習費のように徴収する形は考える必要

がある。山口県の SSH 校では、課題研究の各グループが財団などの研究助成に応募して資

金を確保しようとしている事例もある。 

・AI について（第１部） 

委員）普通科も含めて探究において、AI を活用することが本当によいのか、全ての探究のベース

に AI があるのか。 

学校）あくまでツールとしての利用を考えている。将来、AI を使って仕事をする可能性は高いの

で、AI を使う経験を積むことは必要と考えている。第Ⅳ期では、課題研究の過程で、理数、

データ、AI を使うことを MDA メソッドとして体系化していきたい。 

委員）旭川西がなぜ SSH なのかという、理由が大事だと考えている。ユニークさや他校との違い

に注目すると、西高の生徒ならではの部分をどこで伸ばすのか。 

学校）第Ⅳ期には３つの視点がある。科学技術人材の育成は外せないが、学力だけではなく３つ

の力と１つの心を伸ばしていきたい。ただ、地域の学校のリーダーとして、他校の模範と

なることも必要である。 

委員）生徒の変化をどのように評価するのか 

学校）生徒自身によるアンケートにおいて、ルーブリック評価がどのように伸びているのか、が

まず考えられる。ただ、それは自己評価に留まっているので、総括的な評価も進めていき

たい。今、外部テストが広がっているので、それも活用していきたい。第Ⅳ期では、生徒

のやる気を引き出しながら、主観評価を客観評価に結び付ける方法、多様な観点での評価

を生徒の資質の評価に結び付ける方法を、教育大学の協力を得ながら進めていきたい。 

委員）生徒の課題研究について、統計的な観点は伸びたもののまだ弱い。ただ、成果を外部にも

っと広げていくことは大事にしてほしい。 

・理数科ならではの取り組みについて（第２部） 

委員）理系で活躍する卒業生について、申請書にのせていない人はいるのか。 

学校）こちらで把握している卒業生はほかにもいる。 

委員）これまで理数科中心になってきた探究活動を普通科に拡大してうまくいっている様子であ

るが、社会実装を目指した場合、理数科の目指すところがぼやけてしまっていないだろう

か。今日の発表についても、アゲハチョウについては理系の基礎研究、細菌で植物の成長

促進は社会実装に目を向けている。理数科のポイントが弱くなっている。 
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学校）SS 研究Ⅰで、科学キーワードを出して、そこから探究のテーマを探している。基礎研究に

取り組むのか、社会実装を目指すのかは明確になっていない。理数の研究者を目指す生徒

を育てていきたいが、SSH 指定の 15 年で目指しているなかで、生徒の特長にあわせて、社

会実装の方向性も含めてきた。一度、しっかり整理して基礎研究に目を向けたい。 

委員）理数科は何を目指すのか、理数科の出口を明確にすることが必要ではないか。社会実装を

いれてしまうと、研究の内容が小さくなってしまうのではないだろうか。 

学校）役に立たなければだめということではなく、なぜという探究心を大事にしていきたい。 

委員）大学の研究者の力を借りて、アカデミックな方向性を強めていきたいのか。仮説が間違っ

ていたという発表がなかったことも気になってしまう。細菌を組み合わせたときになぜ成

長が促進されるのかということではなく、どの細菌の組み合わせで成長が促進できるのか

という発表になっていた。 

学校）授業時数の問題もある。実験の回数が増やせていない。 

委員）今日の発表は「なぜ」が少なかった。失敗したときに、原因を探究するのではなく、すぐ

に別の方法を試している。実験自体を面白がっていないのではないか。アゲハチョウの班

は、自分たちがなぜと思って取り組んだ様子があった。得られた結果をどのように解釈す

るのかをもっと考えてほしい。水中シャボン玉もグラフを見ると面白いポイントがあった

が、あまり触れられていなかった。 

学校）意欲に火をつける、意欲を引き出すことが課題となっている。 

委員）専門家が面白いと指摘すると気付けるが、自分たちだけでは気付けていないことがもった

いなかった。 

学校）宿題をしなければならないという感覚で、探究活動をしなければならないというグループ

が出てしまった。１年時のテーマ設定の取り組みをさらに工夫して意欲を引き出していき

たい。 

委員）理数科は、やはり面白いということを探させていきたい。 

学校）理数科は科学者を目指すという枠組みがあってもよいのかもしれない。今の生徒は、面白

いということ自体を教える必要がある。地域巡検でも物理分野のテーマは扱えていないの

で、もっと科学的な面白さを生徒が体験できる仕組みを増やしていきたい。 

委員）データが出たときに、どのように解釈するべきなのか、中間発表の時期ではなく、メール

などを活用してそれらのアドバイスをもらう仕組みがあってもよい。他校においても、研

究者がまず「面白いデータだね」と声掛けをする事例があった。指摘されれば何が面白い

のかを考え出す生徒がグループに一人はいる。 

学校）専門家とのつながりをオンラインも活用ながら意図的に増やして、生徒の意欲を高めてい

きたい。教員も、学習指導は進めてきたが、探究指導はまだまだ手探りな場合もあるので、

研修を進めていきたい。 

・第Ⅳ期申請の細部について（第２部） 

委員）海外とのやり取りの前に、英語の基礎体力として、英語論文を読むなどの機会が必要では

ないか。 

学校）科学英語講読として、英語論文を読む、和訳に挑戦する、という取組がコロナ禍で途絶え

てしまった。本校英語科の取組として、工夫していくことは可能だと思う。 

委員）女子生徒の理系進学率について、男女差はどの程度あるのか。 

学校）理数科の女子生徒はそのまま少ない。女子生徒は看護志望が多いため、理工学部進学の割

合は減ってしまう。 

委員）道内の進学先として、理工学部の選択肢が少ないことも影響しているのではないか。 

学校）保護者への啓蒙も必要となる。入学式で研究者から講話していただくことなど、今までに

ないアプローチを考えていきたい。 
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２ 課題研究評価ルーブリック 

 

 

 

３ 令和７年度 課題研究テーマとその評価・成果一覧 

 

＜理数科全 8 チーム＞ 

 
 

  

三つの力

と

一つの心

1-1 探究する力

（課題を見出す力

，検証する力）

1-2 探究する力

（課題を見出す力、

結論を活用する力）

1-3 探究する力

（結論を導く力，結論

を活用する力）

2 協働して創り出す力

（企画・管理する力、

貢献する力）

3-1対話する力

（表現する力）

3-2対話する力

（要点を整理する

力、議論する力）

4 自律して活動

する心

　　養う力

　　　と心

  評価

チームの団結力、

チーム全員が探究内

容を理解している

発表の技術について

スライド、声の大き

さ、話し方、目線、

身振り手振りなど

質疑応答での対

応

探究活動に対する

熱意

ワクワク感

S

4点

研究目的，仮説，

検証方法まで科学

的に確立されてお

り，研究に新規性

と一貫性がある。

着目した問題の解

決に寄与する研究

内容になってお

り、課題が解決さ

れることで誰かが

幸せになれる。

仮説を検証するため

に先行研究を参考に

情報やデータを収集

し，論理的な分析に

よって新たな課題を

見出している。

全員が探究の背景、目

的、結論とその根拠を

深く理解しており、質

問に対しても、明確か

つ論理的に、自分の言

葉で説明できる。

発表に工夫を凝

らし，全員が聴

衆に目を向け，

研究内容がとて

もわかりやすい

発表だった。

質問の意図を正確

に捉え、論理的か

つ簡潔に対応して

いる。また、回答

に根拠をもたらす

説明ができる。

探究活動に対する

高い熱意が感じら

れ，研究が楽し

く、これからも継

続しようとする意

志が感じられた。

A

3点

研究目的，仮説，

検証方法が確立さ

れ，研究に新規性

または一貫性があ

る。

着目した問題の

解決に寄与する

研究内容になっ

ており、その課

題が解決されて

いる。

仮説を検証するた

めに先行研究を参

考に情報やデータ

を収集し，論理的

に分析している。

ほとんどのメンバーが

探究のプロセスと結論

を理解し、自分の言葉

で説明できる。

全員が聴衆に目

を向け，研究内

容がわかりやす

い発表だった。

質問の意図を正

確に捉え、論理

的に整った構成

で的確に回答で

きる。

探究活動に対

する熱意が感

じられ、楽し

そうに取り組

んでいた。

B

2点

研究目的，仮説，

検証方法が確立さ

れているがよくあ

る内容または一部

ずれているところ

がある。

何らかの問題に

着目している

が、解決にはい

たっていない。

仮説を検証するた

めに情報やデータ

を収集している

が，主観的やネッ

ト情報など、論理

的でない。

探究内容について、一

部のメンバーのみが説

明できる。その他のメ

ンバーは、資料の丸暗

記や断片的な情報しか

把握していない。

発表の際に原稿

に目を落とす者

がおり、研究内

容が伝わりにく

い発表だった。

質問の表面的な部

分は理解している

が、真の意図や背

景を見落とすこと

があり、よくわか

らない時がある。

探究活動への熱

意があまり感じ

られなかった。

楽しそうではな

かった。

C

1点

研究目的はあるが

仮説と検証方法に

一貫性がなく、研

究内容がわからな

い。

着目した問題が

何かわかりづら

い。

情報収集，分析が

十分でなくデータ

等で結果が示され

ていない。

探究内容について、チー

ムメンバー全員の理解が

乏しい。成果物の作成者

に依存しており、自分の

言葉で説明しようとする

と、一貫性や論理性に欠

ける。

発表の際に原稿

に目を落とす者

がおり，研究内

容が理解できな

い発表だった。

質問の意図を誤解

したり、的外れな

回答や自分の準備

した内容を繰り返

したりする。

探究活動への熱

意が全く感じら

れず、とりあえ

ずやりました感

が出ていた。

研究の内容について

１－１ １－２ １－３ ２ ３－１ ３－２ ４ 計

理01 紫外線によるクロロフィル分解の検証 3.59 3.45 3.46 3.48 3.20 3.32 3.55 24.05

理02 水中シャボン玉の持続時間について 3.51 3.21 3.40 3.31 3.22 3.31 3.39 23.36

理03 肌と環境に優しい洗剤について 3.70 3.61 3.53 3.65 3.41 3.54 3.64 25.07

理04
ミヤマカラスアゲハにおける光条件の季節型に与える影
響について

3.68 3.45 3.61 3.59 3.53 3.66 3.59 25.11

理05 硬貨の種類による抗菌効果の違いについて 3.51 3.33 3.46 3.47 3.15 3.41 3.46 23.80

理06
植物種の違いによるセルロース分解効率に及ぼす影響と
バイオマスエタノールの製造の応用

3.67 3.56 3.63 3.56 3.46 3.54 3.51 24.93

理07 エチレンがミニトマトの成熟と追熟に及ぼす影響 3.56 3.38 3.46 3.47 3.22 3.21 3.40 23.70

理08 細菌の作用による植物の生長促進 3.68 3.54 3.60 3.50 3.46 3.58 3.56 24.92

課題研究ルーブリックにあわせた評価項目
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＜普通科全 32 チーム＞ 

 
 

※評価者 １年次生 190 名 

     ２年次生（発表者、自分の班は評価しない）188 名 

     ３年次生（メンター）27 名 

     北海道教育大学旭川校４年生 8 名 

     本校教員 32 名 

１－１ １－２ １－３ ２ ３－１ ３－２ ４ 計

普01
ピーマンスイーツを作ってピーマンをたべれるようにし
よう

3.50 3.55 3.45 3.52 3.37 3.30 3.57 24.27

普02 守ろう！旭川の和菓子文化 3.28 3.28 3.17 3.42 3.26 3.32 3.45 23.17

普03 保冷剤の数って大事？ 3.41 3.36 3.24 3.35 3.30 3.37 3.43 23.46

普04 小松菜でスイーツ革命！ 3.48 3.39 3.34 3.50 3.60 3.43 3.52 24.25

普05 綺麗な髪を維持するには 3.36 3.35 3.22 3.47 3.29 3.36 3.47 23.51

普06 アレルゲンフリーの旭川ラーメンを作ろう！ 3.48 3.44 3.39 3.44 3.35 3.48 3.44 24.03

普07 『うるさい』はもう古い！朝イチを快適に 3.39 3.31 3.19 3.28 3.42 3.32 3.47 23.39

普08 青果の廃棄量を減らそう！ 3.48 3.39 3.33 3.56 3.56 3.51 3.54 24.38

普09 卵の殻を再利用した石鹸を作ろう 3.63 3.68 3.61 3.64 3.63 3.61 3.75 25.56

普10 旭川市の水害 3.23 3.25 3.20 3.30 3.25 3.21 3.38 22.82

普11 しかたないな！鹿の農業被害を防ぐしかない！ 3.37 3.35 3.20 3.42 3.40 3.33 3.49 23.57

普12 分別するしか…ねぇな？ 3.50 3.40 3.31 3.56 3.62 3.43 3.55 24.37

普13 環境に良い苗ポットをつくる！ 3.44 3.44 3.28 3.36 3.37 3.42 3.39 23.70

普14 ストームグラス 3.31 3.24 3.27 3.32 3.28 3.31 3.34 23.06

普15 ダイラタンシーの活用に向けた腐敗防止の探究 3.51 3.36 3.39 3.40 3.30 3.42 3.47 23.84

普16 アナログで遮音の限界を超える 3.57 3.55 3.46 3.48 3.44 3.51 3.57 24.58

普17 字を綺麗にしよう！ 3.29 3.25 3.12 3.38 3.37 3.31 3.45 23.18

普18 ポスター、舐めたらアカン！ 3.42 3.44 3.38 3.51 3.51 3.57 3.63 24.45

普19 MUSICFORCE ～最強への道〜 3.26 3.16 3.19 3.35 3.50 3.45 3.50 23.42

普20 1AIでヒット曲を作る 3.26 3.07 3.13 3.23 3.33 3.33 3.30 22.65

普21 食材を有効活用して入浴剤を作ろう 3.29 3.20 3.10 3.25 3.21 3.11 3.37 22.53

普22 匂いと印象の関係を明らかにする。 3.34 3.24 3.22 3.34 3.49 3.45 3.47 23.55

普23
旭川を訪れた外国人観光客がより過ごしやすいホテルを
目指す

3.43 3.42 3.20 3.59 3.51 3.41 3.55 24.11

普24 若者の投票率を上げるためには 3.34 3.41 3.25 3.38 3.30 3.40 3.44 23.53

普25 民事裁判の利用件数をUPさせよう 3.24 3.10 3.16 3.23 2.98 3.23 3.30 22.25

普26 ルッキズムによる健康被害を防ぐ 3.12 3.10 3.09 3.23 3.39 3.33 3.34 22.59

普27 〜完〜バスタイムキーパーに俺はなる！ 3.54 3.63 3.58 3.60 3.74 3.64 3.73 25.46

普28 子供の道徳心養うオリジナル紙芝居を作ろう！ 3.50 3.48 3.32 3.55 3.65 3.43 3.65 24.57

普29 小学生にもわかりやすいハザードマップを作ろう 3.60 3.68 3.57 3.61 3.54 3.51 3.65 25.16

普30 快、及び覚醒による勉強への影響 3.27 3.23 3.19 3.30 3.44 3.45 3.40 23.28

普31 リラックス出来るカーテンの色と照明の組み合わせ 3.31 3.37 3.22 3.33 3.39 3.32 3.54 23.48

普32 運動が勉強に与える影響 3.24 3.11 3.18 3.34 3.13 3.26 3.26 22.52

課題研究ルーブリックにあわせた評価項目
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 ○最優秀チームポスター（理数科） 
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 ○最優秀チームポスター（普通科） 

 
  



79 

 

 ○理数科論文一覧 

 

 

 



80 

 

 

 

 



81 

 

 

 

 



82 

 

 

 

 

 

  



83 

 

 ○普通科ポスター一覧 
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 ○外部からの協力者一覧 

理数科 03 班、普通科 04 班 北都保健福祉専門学校 校長 林 要喜知 様 

理数科 04 班 蝶研究家 水口 浩之 様 

理数科 06 班 旭川医科大学 助教 春見 達郎 様 

理数科 06 班 旭川医科大学 准教授 室崎 喬之 様 

普通科 01 班 旭川市農政部農業振興課ブランド推進係 山本 剛 様 

普通科 01 班 ふくふく家族の会（子ども食堂） 福屋 聖恵 様 

普通科 02 班 福井製餡所 福井 裕二 様 

普通科 02 班 餅菓子専門 おぎ乃 の皆様 

普通科 02 班 手作り菓子 きく屋 の皆様 

普通科 10 班 国土交通省 北海道開発局 旭川開発建設部 治水課（防災スタッフ）事業専門官 

出合 寿勇 様 

普通科 11 班 旭川市旭山動物園 飼育展示係教育担当 佐賀 真一 様 

普通科 11 班 北見ハッカ通商 の皆様 

普通科 11 班 滝上町役場 の皆様 

普通科 23 班 OMO7 旭川 by 星野リゾート 総支配人 照井 太陽 様 

普通科 23 班 アートホテル旭川 の皆様 

普通科 23 班 ホテルアマネク旭川 の皆様 

普通科 26 班 北海道教育大学旭川校 教育発達（教育学分野） 水野 君平 様 

普通科 26 班 はやし内科胃腸科小児科医院 林 朋子 様 

普通科 27 班 道北バス 営業部次長 箕浦 克之 様 

普通科 28 班 旭川つばさ保育園 の皆様 

普通科 28 班 旭川隣保会第一こども園 の皆様 

普通科 29 班 旭川市立近文小学校 の皆様 

 

 ○北海道旭川西高等学校人材育成コンソーシアムメンバー一覧 

北海道教育大学旭川校 教授 永山 昌史 様 

旭川医科大学 教授 伊藤 俊弘 様 

北海道地図 総合技術センター長 立崎 義昭 様 

旭山動物園 飼育展示係教育担当 佐賀 真一 様 

旭山動物園 統括園長 坂東 元 様 

一般財団法人道北地域旭川地場産業振興センター 事務局長 白木 義宏 様 

旭川市経済部企業立地課 上野 聡 様 

旭川工業高等専門学校人文理数総合科 教授 浜田 良樹 様 

旭川ユネスコ協会 会長 林 朋子 様 

一般法人旭川青年会議所 理事長 筒井 和騎 様 

旭川市科学館サイパル 館長 岩崎 功 様 

旭川市立大学 地域連携研究センター事務室 金村 勇希 様 

旭川ウェルビーイング・コンソーシアム 理事 竹中 英泰 様 
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４ 令和５年度 入学者教育課程表（令和７年度３年次） 

普通科 
  

理数科 
  

※SSH の研究開発に係る科目については網掛けをしている（令和６、７年度も同様） 

年次

類型

2 2

2 2

4

4

4

4

2

3

2

3

3

2 2

2

2

○ 発 展 倫 理 2

○ 発展政治・経済 2

3 3

4

3

2 2

2

2

○ 発 展 数 学 Ⅰ Ａ 2

○ 発 展 数 学 Ⅱ Ｂ 3

○ 応 用 数 学 2

2

2

4

2 2

4

2 2

4

2

4

○ 物 理 研 究 2

○ 化 学 研 究 2

○ 生 物 研 究 2

○ 地 学 研 究 2

7～8 3

2

○ ライフサイエンス 2 1

○ ス ポ ー ツ Ａ 2

2 2

2

2

2 2

2

2

2

2

2

2 2

2

2

○ 芸 術 Ａ 2

○ 芸 術 Ｂ 2

国
　
語

現 代 の 国 語

計
科目・標準単位数

2
言 語 文 化

教科
１　　　　年 ２　　　年 ３　　　年

2
4

文 学 国 語 ◎2＋▽2＝４ 0～4
論 理 国 語 2 2

古 典 探 究 2 2 4
国 語 表 現

地
理
歴
史

地 理 総 合 2

歴 史 総 合 2

世 界 史 探 究

2
地 理 探 究 ※■4 0～4

2
日 本 史 探 究 ※■4 0～4

※■4 0～4
2

倫 理 〇２　△２ ▽２ 0～2公
　
民

公 共

政 治 ・ 経 済 〇２　△２ ▽２

■2 0～2

0～2
■2 0～2

数
　
　
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ａ

◎２

4

数 学 Ⅲ ◇３ 0～3

3

数 学 Ⅱ 4

2

数 学 Ｃ ◎２ 0～2

2

数 学 Ｂ 2

0～2
◇３ 0～3

物 理 基 礎 〇２　△２ ■２ 0～2
物 理 △２ ※４ 0～6

0～2
科 学 と 人 間 生 活

■2

2

化 学 □２ ▲４ 0～6
化 学 基 礎

2

生 物 △２ ※４ 0～6
生 物 基 礎

▲2 0～2

地 学 基 礎 〇２　△２ ■２ 0～2
地 学

▲2 0～2
▲2 0～2
▲2 0～2

保健
体育

体 育 2

理
　
　
　
　
　
　
　
　
科

2 7

保 健

1 2

▲2 0～2

音 楽 Ⅲ

0～2

美 術 Ⅱ

美 術 Ⅰ

工 芸 Ⅰ

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅲ

工 芸 Ⅱ

書 道 Ⅲ

0～2

書 道 Ⅱ

書 道 Ⅰ

□２ 0～2

▲2 0～2

芸
　
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ 0～2

音 楽 Ⅱ

2

年次

類型

3 3

4

4

2 2

2

2

○ 実 践 英 語 2

○ 発 展 英 語 3

○ 英 語 探 究 2

2 2

4

2 1

2

○ データサイエンス 1 1

1

２～５

家庭 2～8

○ 探 究 基 礎 1 1

○ 課 題 探 究 2

○ 教 員 基 礎 1

○ 教 員 基 礎 探 究 1

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

教科
１　　　　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

3
英語コミュニケーションⅡ 4 4

外
　
　
国
　
　
語

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅢ 4 4

論 理 ・ 表 現 Ⅰ 2

論 理 ・ 表 現 Ⅱ 2 2

□２ 0～2

◇３ 0～3

論 理 ・ 表 現 Ⅲ 2 2

▽２ 0～2

家
庭

家 庭 基 礎 2

家 庭 総 合

情 報 Ⅱ
情
報

情 報 Ⅰ

1

1

フ ー ド デ ザ イ ン ▲2 0～2

1

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

2 2

各学科に共通する各教科・科目の計 30 29 27～29 86～88

○探究

○教員基礎

0～1

0～１

0～１

0～1

主として専門学科において開設される各教科・科目の計 0 0 0～2 0～2

学校設定教科に関する科目の計 1 2～3 0～１ 3～5

3

0

合　　　　　　　　　計 31 31～32 29～30 91～93

３～６ 0 0 0

特別
活動

ホームルーム活動 1 1 1

総 合 的 な 探 究 の 時 間

物理、化学、生物は２、３年の継続履修である

▲の選択について、物理研究・化学研究・生物研究・地学研究から２科目を履修する、または、

スポーツＡ・フードデザイン・芸術Ｂから２科目を履修する、または化学を履修する

備 考

　科目名(教科名)の前に〇を付したものは、学校設定科目(教科)である。

１年次及び2年次の「保健」各1単位に代替して「ライフサイエンス」各1単位を実施

１年次の「情報Ⅰ」１単位に代替して「データサイエンス」１単位を実施

１年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

2年次の「総合的な探究の時間」2単位に代替して「課題探究」2単位を実施

（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する

物理基礎と地学基礎のどちらかは必ず履修しなければならない

文学国語は◎▽両方で選択し必ず４単位を履修する

「教員基礎探究」は「教員基礎」を必ず履修しなければならない

教科「教員基礎」は北海道高等学校「みらいの教員養成プログラム」の学修による

（ ） 

年次

類型

2 2

2 2

4

4

4

4

2

3

2

3

3

2 2

2

2

○ 発 展 倫 理 2

○ 発展政治・経済 2

3

4

3

2

2

2

○ 応 用 数 学 2

2

2

4

2

4

2

4

2

4

7～8 3

2

○ ライフサイエンス 2 1

2 2

2

2

2 2

2

2

2

2

2

2 2

2

2

3

4

4

2

2

2

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅰ 5 5

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅱ 6

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅲ 6

○ 英 語 探 究 2

2 2

4

2

2

○ データサイエンス 1 1

教科

〇２

１　　　　年 ２　　　年 ３　　　年

2
言 語 文 化 2

計
科目・標準単位数

現 代 の 国 語

国
　
語

△4

0～4
国 語 表 現

古 典 探 究 2 2 4

△２

地
理
歴
史

地 理 総 合 〇２ △２

論 理 国 語 2 2 4
文 学 国 語

2
地 理 探 究 △4

0～4
世 界 史 探 究 △4 0～4

0～4
歴 史 総 合 〇２ △２ 2
日 本 史 探 究

0～2
△2 0～2

2

倫 理 〇２ △２ 0～2
政 治 ・ 経 済 〇２ △２ 0～2

△2

数 学 Ⅰ

公
　
民

公 共

数 学 Ⅱ

数 学 Ａ

数 学 Ⅲ

数 学 Ｃ

数 学 Ｂ

△2 0～2

理
　
　
　
　
　
　
　
科

科 学 と 人 間 生 活

数
　
　
　
　
学

物 理 基 礎

物 理

化 学

化 学 基 礎

生 物

生 物 基 礎

地 学

地 学 基 礎

保 健
保健
体育

体 育 2

1 2

2 7

芸
　
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

美 術 Ⅰ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅲ

0～2
音 楽 Ⅱ

0～2
美 術 Ⅱ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅰ

書 道 Ⅰ 0～2
工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅲ

書 道 Ⅱ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅠ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

英語コミュニケーションⅢ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

5

6 6

6

〇２ △2 0～2

家
庭

家 庭 基 礎

6

外
 

国
 

語

2

家 庭 総 合

情
報

情 報 Ⅰ 1 1

1

情 報 Ⅱ

2

年次

類型

1

２～５

５～９

８～12

３～８

３～10

３～10

３～10

３～10

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅰ 5 5

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅱ 6

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅲ 5

○ Ｓ Ｓ 物 理 ３～６

○ Ｓ Ｓ 化 学 ３～６ α 2

○ Ｓ Ｓ 生 物 ３～６ α 2

○ Ｓ Ｓ 地 学 ３～６

○ 探 究 基 礎 1 1

○ 課 題 探 究 2

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅰ 1 1

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅱ 1

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅲ 1

○ 教 員 基 礎 1

○ 教 員 基 礎 探 究 1

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

注 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ列４番縦型とする。

○教員基礎
0～1 0～１

0～1 0～１

教科「教員基礎」は北海道高等学校「みらいの教員養成プログラム」の学修による

「教員基礎探究」は「教員基礎」を必ず履修しなければならない

教科
１　　　　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

理
数

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

理 数 数 学 Ⅱ

理 数 数 学 Ⅰ

理 数 化 学

理 数 物 理

理 数 数 学 特 論

理 数 地 学

理 数 生 物

γ　◆0～1 0～6

5
6 6

5 5

1

α 2 β 1 β 3 γ　◆0～1

理
　
　
　
　
　
数

0～6

β 1 β 3 γ　◆0～1 3～6

β 1 β 3 γ　◆0～1 3～6

α 2 β 1 β 3

○探究
1

2 2

各学科に共通する各教科・科目の計 20 18 16 54

1

1 1
○スー
パー

サイエンス
(SS)

1

３～６ 0 0 0 0

主として専門学科において開設される各教科・科目の計 9 10 12 31

学校設定教科に関する科目の計 2 3～4 1～2 6～8

総 合 的 な 探 究 の 時 間

合　　　　　　　　　計 31 31～32 29～30 91～93

特別
活動

ホームルーム活動 1 1 1 3

備 考

　科目名(教科名)の前に〇を付したものは、学校設定科目(教科)である。

1年次及び2年次の「保健」(各1単位)に代替して「ライフサイエンス」(各1単位)を実施

１年次の「情報Ⅰ」(1単位)に代替して「データサイエンス」(1単位)を実施

1年次の「理数数学Ⅰ」(5単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅰ」(5単位)を実施

1年次の「英語コミュニケーションⅠ」(3単位)と「論理・表現Ⅰ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅰ」(5単位)を実施

１年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

2年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)と「理数数学特論」(2単位)に代替えして「ＳＳ数学Ⅱ」(6単位)を実施

2年次の「総合的な探究の時間」(2単位)に代替して「課題探究」(2単位)を実施

2年次の「英語コミュニケーションⅡ」(4単位)と「論理・表現Ⅱ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅱ」(6単位)を実施

3年次の「英語コミュニケーションⅢ」(4単位)と「論理・表現Ⅲ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅲ」(6単位)を実施

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する。

２年次で「地理総合」、「歴史総合」を履修した者だけがそれぞれ

３年次で「地理探究」又は「日本史探究」、「世界史探究」を履修することが可能である

3年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)及び「理数数学特論」(1単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅲ」(5単位)を実施

1･2･3年次の「理数物理」、「理数化学」、「理数生物」、「理数地学」に代替して

それぞれ「SS物理」、「SS化学」、「SS生物」、「SS地学」を実施

「理数探究基礎」(1単位)及び「理数探究」(2単位)に代替して「SS研究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ」(各1単位)を実施

（α・β・γの補足説明）
　αの付した科目から3科目を履修する
　βはαで履修した科目から2科目を選択し、継続して履修する
　γはαで履修した科目の内、βで履修しなかった科目を選択する

　（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

文学国語は○△両方で選択し必ず４単位を履修する

「英語探究」は２年次か３年次のいずれかのみ選択できる

（ ） 

2
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５ 令和６年度 入学者教育課程表（令和７年度２年次） 

普通科 
  

理数科 
  

 

学年

類型

2 2

2 2

4

4

4

4

2

3

2

3

3

2 2

2

2

2

2

3 3

4

3

2 2

2

2

2

3

1

2

2

4

2 2

4

2 2

4

2

4

1

1

1

1

7～8 3

2

2 1

2

2 2

2

2

2 2

2

2 2

2

2

2

2 2

2

2

2

2○ 芸 術 Ｂ

書 道 Ⅰ

工 芸 Ⅱ

書 道 Ⅲ

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅰ

音 楽 Ⅲ

○ 発 展 数 学 Ⅱ Ｂ

科 学 と 人 間 生 活

○ 発 展 数 学 Ⅰ Ａ

生 物 基 礎

音 楽 Ⅰ

○ 地 学 研 究

○ 化 学 研 究

○ 生 物 研 究

保 健

○ライフサイエンス

数
　
　
　
　
学

日 本 史 探 究

現 代 の 国 語

2

工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅱ

公 共

数 学 Ⅱ

□2

2

○ 発 展 倫 理

化 学

数 学 Ｂ

数 学 Ⅰ

○ 発 展 政 治 ・ 経 済

4

2

歴 史 総 合

○ 応 用 数 学

数 学 Ⅲ

物 理

化 学 基 礎

物 理 基 礎

△1

公
　
民

３　　　年１　　　　年

地
理
歴
史

教科

文 学 国 語

古 典 探 究

地 理 総 合

地 理 探 究

世 界 史 探 究

科目・標準単位数

言 語 文 化
国
　
　
　
　
語

国 語 表 現

論 理 国 語 2

2

□2

計
２　　　年

2

4

0～4

4

▲2

2

2

0～4

2

2

2

0～4※■4

※■4

4

0～2

3

※■4

0～2

2

0～4

■2

■2

0～2

0～2

◎2

0～1

0～3

■2

◇3

▲4 0～6

0～1

▲1 0～1

0～1

0～1

▲1

1

2

▲1

▲1

2 7

2

0～2

▲2 0～2

0～2

0～2

▲2 0～2

保健
体育

芸
　
　
　
　
　
　
術

理
　
　
　
　
　
　
　
　
科

音 楽 Ⅱ

○ 物 理 研 究

○ ス ポ ー ツ Ａ

体 育

○2 △2

△2

美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

政 治 ・ 経 済

倫 理

■2

■2

○2

○2

数 学 Ｃ ◎2

◇3 0～3

地 学 基 礎 ○2 △2 ■2

0～2

数 学 Ａ 2

0～2

2

2

生 物 △2 ※4 0～6

2

0～6

0～2

※4

0～2

地 学

○ 芸 術 Ａ □2 0～2

学年

類型

3 3

4

4

2 2

2

2

1

3

2 2

4

2 1

2

1 1

1

2～5

家庭 2～8

1 1

2

○ 教 員 基 礎 1

○ 教 員 基 礎 探 究 1

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

2

86～88

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

家 庭 基 礎

1

フ ー ド デ ザ イ ン

○ 探 究 基 礎

○ 課 題 探 究

27～29

（ 名 称 ）
３～６

1 1

0

31

3

91～93

主として専門学科において開設される各教科・科目の計

特別
活動

合　　　　　　　　　計

ホームルーム活動

3～5

備 考

物理研究・化学研究・生物研究・地学研究の履修は、同名の基礎科目を履修していることが条件となる。

2年次の「総合的な探究の時間」2単位に代替して「課題探究」2単位を実施

１年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

「教員基礎探究」は「教員基礎」を必ず履修しなければならない

文学国語、物理、化学、生物は２，３年の継続履修である

（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

教科「教員基礎」は北海道高等学校「みらいの教員養成プログラム」の学修による

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

○ 発 展 英 語

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

3

4

0～3

2

2

2

◇3

4

4

1

▲2 0～2

1

2

2

理
数

外
 

国
 

語

家
庭

情 報 Ⅰ

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

家 庭 総 合

情 報 Ⅱ

4

2 2

○ 実 践 英 語 △1 0～1

教科
１　　　　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

○探究

科目名（教科名）の前に○を付したものは、学校設定科目（教科）である。

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する

物理基礎と地学基礎のどちらかは必ず履修しなければならない

１年次及び2年次の「保健」各1単位に代替して「ライフサイエンス」各1単位を実施

１年次の「情報Ⅰ」１単位に代替して「データサイエンス」１単位を実施

情
報

1

○データサイエンス

○教員基礎
0～1 0～１

0～1 0～１

2～3 0～１

31～32 29～30

0～2 0～2

総 合 的 な 探 究 の 時 間

各学科に共通する各教科・科目の計

0

学校設定教科に関する科目の計 1

2930

（ ） 

学年

類型

2 2

2 2

4

4

4

4

2

3

2

3

3

2 2

2

2

2

2

3

4

3

2

2

2

2

2

4

2

4

2

4

2

4

7～8 2

2

2 1

2 2

2

2

2 2

2

2 2

2

2

2

2 2

2

2

3

4

4

2

2

2

5 5

6

6

2 2

4

2 1

2

1 1

計
科目・標準単位数

国
　
　
　
　
語

現 代 の 国 語 2

教科
１　　　　年 ２　　　年 ３　　　年

言 語 文 化 2

4

文 学 国 語

論 理 国 語 2 2

古 典 探 究 2 2 4

国 語 表 現

△2 2

地 理 探 究 ■4

地 理 総 合 ○2

0～4

歴 史 総 合 ○2 △2 2

■4 0～4

世 界 史 探 究 ■4

日 本 史 探 究

0～4

公
　
民

公 共

地
理
歴
史

2

倫 理 ○2 ■2 0～2

政 治 ・ 経 済 ○2 ■2 0～2

0～2

○ 発 展 政 治 ・ 経 済 ■2 0～2

○ 発 展 倫 理 ■2

数
　
　
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ａ

数 学 Ⅲ

数 学 Ｃ

数 学 Ⅱ

数 学 Ｂ

物 理 基 礎

科 学 と 人 間 生 活

化 学 基 礎

物 理

生 物 基 礎

化 学

地 学

地 学 基 礎

生 物

保健
体育

体 育 3 2

理
　
　
　
　
　
　
　
　
科

2○ライフサイエンス 1

7

保 健

芸
　
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

美 術 Ⅰ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅲ

0～2

音 楽 Ⅱ

0～2

美 術 Ⅱ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅰ

書 道 Ⅰ 0～2

工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅲ

書 道 Ⅱ

外
 

国
 

語

英語コミュニケーションⅢ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅠ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅱ 6 6

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

6

家
庭

家 庭 基 礎

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅲ 6

情
報

情 報 Ⅰ

2

家 庭 総 合

1

1

情 報 Ⅱ

5○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅰ

○データサイエンス

学年

類型

1

2～5

5～9

8～12

3～8

3～10

3～10

3～10

3～10

5 5

6

5

3～6

3～6 α 2

3～6 α 2

3～6

1 1

2

1 1

1

1

○ 教 員 基 礎 1

○ 教 員 基 礎 探 究 1

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

○教員基礎
0～1 0～１

0～1 0～１

教科「教員基礎」は北海道高等学校「みらいの教員養成プログラム」の学修による

「教員基礎探究」は「教員基礎」を必ず履修しなければならない

教科
１　　　　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

理 数 数 学 Ⅱ

理 数 物 理

理 数 数 学 特 論

理 数 生 物

理 数 化 学

理
数

理 数 探 究 基 礎

5

○ Ｓ Ｓ 物 理 α 2 β　1 β 3 0～6

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅲ 5

5

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅱ 6

○ Ｓ Ｓ 化 学

理 数 探 究

6

理 数 地 学

54

1

○ 課 題 探 究 2

○ 探 究 基 礎

2
○探究

12 31

学校設定教科に関する科目の計 2 3～4 1～2

主として専門学科において開設される各教科・科目の計 9 10

各学科に共通する各教科・科目の計 20 18 16

（ 名 称 ）

6～8

総 合 的 な 探 究 の 時 間
３～６

91～93合　　　　　　　　　計 31 31～32

特別
活動

ホームルーム活動 1 1

29～30

1

備 考

科目名（教科名）の前に○を付したものは、学校設定科目（教科）である。

1年次及び2年次の「保健」(各1単位)に代替して「ライフサイエンス」(各1単位)を実施

3年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)及び「理数数学特論」(1単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅲ」(5単位)を実施

1･2･3年次の「理数物理」,「理数化学」,「理数生物」，「理数地学」に代替して

それぞれ「SS物理」,「SS化学」,「SS生物」,「SS地学」を実施

理 数 数 学 Ⅰ

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅰ

理
　
　
　
数

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅰ

○ Ｓ Ｓ 地 学 α 2 β　1 β 3 γ ◆0～1

○ Ｓ Ｓ 生 物 β　1 β 3 γ ◆0～1

2 β　1 β 3

○スー
パーサイ
エンス
(SS)

１年次の「情報Ⅰ」(1単位)に代替して「データサイエンス」(1単位)を実施

2年次の「総合的な探究の時間」(2単位)に代替して「課題探究」(2単位)を実施

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅲ 1

1

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅱ 1 1

γ ◆0～1

　（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する

２年次で「地理総合」、「歴史総合」を履修した者だけがそれぞれ

３年次で「地理探究」又は「日本史探究」、「世界史探究」を履修することが可能である

1年次の「理数数学Ⅰ」(5単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅰ」(5単位)を実施

1年次の「英語コミュニケーションⅠ」(3単位)と「論理・表現Ⅰ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅰ」(5単位)を実施

「理数探究基礎」(1単位)及び「理数探究」(2単位)に代替して「SS研究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ」(各1単位)を実施

3年次の「英語コミュニケーションⅢ」(4単位)と「論理・表現Ⅲ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅲ」(6単位)を実施

１年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

2年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)と「理数数学特論」(2単位)に代替えして「ＳＳ数学Ⅱ」(6単位)を実施

2年次の「英語コミュニケーションⅡ」(4単位)と「論理・表現Ⅱ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅱ」(6単位)を実施

（α・β・γの補足説明）
　αの付した科目から3科目を履修する
　βはαで履修した科目から2科目を選択し、継続して履修する
　γはαで履修した科目の内、βで履修しなかった科目を選択する

1

0～6

3～6

3～6

γ ◆0～1

3

（ ） 
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６ 令和７年度 入学者教育課程表（令和７年度１年次） 

普通科 
  

理数科 
  

学年

類型

2 2

2 2

4

4

4

4

2

3

2

3

3

2 2

2

2

2

2

3 3

4

3

2 2

2

2

2

3

1

2

2

4

2 2

4

2 2

4

2

4

1

1

1

1

7～8 3

2

2 1

2

2 2

2

2

2 2

2

2 2

2

2

2

2 2

2

2

2

2

○ 芸 術 Ａ □2 0～2

0～2

2

0～2

2

2

生 物 △2 ※4 0～6

2

0～6

0～2

※4

0～3

地 学 基 礎 ○2 △2 ■2

0～2

数 学 Ａ

政 治 ・ 経 済

倫 理

■2

■2

○2

○2

数 学 Ｃ ◎2

◇3

理
　
　
　
　
　
　
　
　
科

音 楽 Ⅱ

○ 物 理 研 究

○ ス ポ ー ツ Ａ

体 育

○2 △2

△2

美 術 Ⅰ

美 術 Ⅱ

保健
体育

芸
　
　
　
　
　
　
術

▲2 0～2

0～2

0～1

7

0～2

▲2 0～2

2

▲1

▲1

2

1

2

▲4 0～6

0～1

▲1 0～1

0～1

▲1

0～2

0～1

0～3

■2

◇3

◎2

4

0～2

3

※■4

0～2

2

0～4

■2

■2

0～2

0～2

0～4

2

2

2

0～4※■4

※■4

2

4

0～4

4

▲2

2

2

計
２　　　年

国
　
　
　
　
語

国 語 表 現

論 理 国 語 2

2

□2

公
　
民

３　　　年１　　　　年

地
理
歴
史

教科

文 学 国 語

古 典 探 究

地 理 総 合

地 理 探 究

世 界 史 探 究

科目・標準単位数

言 語 文 化

○ 発 展 倫 理

化 学

数 学 Ｂ

数 学 Ⅰ

○ 発 展 政 治 ・ 経 済

4

2

歴 史 総 合

○ 応 用 数 学

数 学 Ⅲ

物 理

化 学 基 礎

物 理 基 礎

△1

□2

2

数
　
　
　
　
学

日 本 史 探 究

現 代 の 国 語

2

工 芸 Ⅲ

書 道 Ⅱ

公 共

数 学 Ⅱ

○ 発 展 数 学 Ⅰ Ａ

生 物 基 礎

音 楽 Ⅰ

○ 地 学 研 究

○ 化 学 研 究

○ 生 物 研 究

保 健

○ライフサイエンス

地 学

○ 発 展 数 学 Ⅱ Ｂ

科 学 と 人 間 生 活

工 芸 Ⅱ

書 道 Ⅲ

美 術 Ⅲ

工 芸 Ⅰ

音 楽 Ⅲ

○ 芸 術 Ｂ

書 道 Ⅰ

学年

類型

3 3

4

4

2 2

2

2

1

3

2 2

4

2

2

2 2

1

2～5

家庭 2～8

1 1

2

○ 教 員 基 礎 1

○ 教 員 基 礎 探 究 1

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ２年次の○は１科目を履修する(前期)

・ ２年次の△は次のいづれかで履修する(後期)

①物理基礎・地学基礎・物理・生物から1科目

②実践英語と応用数学の2科目

・ ２年次の□から１科目を履修する

・ ３年次の◇から１科目を履修する

・ ３年次の◎から１科目を履修する

・ ３年次の※から１科目を履修する

・ ３年次の▲は次のいづれかを履修する

①「文学国語･スポーツA・芸術Bから1科目」および「物理研究・生物研究のうち１

科目と化学研究・地学研究のうち１科目、またはフードデザイン」

②化学

・ ３年次■は次のいづれかで履修する

①物理基礎・地学基礎から1科目(前期)、政治経済・倫理から１科目(後期)

③世界史探究・日本史探究・地理探究から１科目

・ 教科「教員基礎」は北海道高等学校「みらいの教員養成プログラム」の学修による

・ 「教員基礎探究」は「教員基礎」を必ず履修しなければならない

②「政治経済(前期)と発展政治経済(後期)」または「倫理(前期)と発展倫理(後期)」から選択

0～１

0～1 0～１

2～3

31～32 29～30

0～2 0～2

29

91～93

3～5

情
報

○データサイエンス

教科
１　　　　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

2 2

○ 実 践 英 語 △1 0～1

情 報 Ⅱ

4

理
数

外
 

国
 

語

家
庭

情 報 Ⅰ

理 数 探 究 基 礎

理 数 探 究

家 庭 総 合

2

2

○探究
1

▲2 0～2

2

4

0～3

2

2

2

◇3

4

4

3

○ 発 展 英 語

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

備 考

（ 名 称 ）
３～６

1 1

0

31

3

物理研究・化学研究・生物研究・地学研究の履修は、同名の基礎科目を履修していることが条件となる。

2年次の「総合的な探究の時間」2単位に代替して「課題探究」2単位を実施

１年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

文学国語、物理、化学、生物は２，３年の継続履修である

（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

科目名（教科名）の前に○を付したものは、学校設定科目（教科）である。

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する

物理基礎と地学基礎のどちらかは必ず履修しなければならない

１年次及び2年次の「保健」各1単位に代替して「ライフサイエンス」各1単位を実施

１年次の「情報Ⅰ」２単位に代替して「データサイエンス」２単位を実施

1

0～１

○ 探 究 基 礎

○ 課 題 探 究

総 合 的 な 探 究 の 時 間

各学科に共通する各教科・科目の計

0

学校設定教科に関する科目の計 1

30

主として専門学科において開設される各教科・科目の計

特別
活動

合　　　　　　　　　計

ホームルーム活動

○教員基礎
0～1

2

86～88

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

家 庭 基 礎

27～29

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

フ ー ド デ ザ イ ン

（ ） 

学年

類型

2 2

2 2

4

4

4

4

2

3

2

3

3

2 2

2

2

2

2

3

4

3

2

2

2

2

2

4

2

4

2

4

2

4

7～8 2

2

2 1

2 2

2

2

2 2

2

2 2

2

2

2

2 2

2

2

3

4

4

2

2

2

5 5

6

6

2 2

4

2

2

2 2

5○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅰ

○データサイエンス

情
報

情 報 Ⅰ

2

家 庭 総 合

2

情 報 Ⅱ

6

家
庭

家 庭 基 礎

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅲ 6

○ Ｓ Ｓ 英 語 Ⅱ 6 6

論 理 ・ 表 現 Ⅲ

論 理 ・ 表 現 Ⅱ

論 理 ・ 表 現 Ⅰ

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅠ

外
 

国
 

語

英語コミュニケーションⅢ

書 道 Ⅲ

書 道 Ⅱ

書 道 Ⅰ 0～2

工 芸 Ⅲ

工 芸 Ⅱ

工 芸 Ⅰ

0～2

美 術 Ⅱ

0～2

音 楽 Ⅱ

芸
　
　
　
　
　
　
術

音 楽 Ⅰ

美 術 Ⅰ

音 楽 Ⅲ

美 術 Ⅲ

2○ライフサイエンス 1

7

保 健
保健
体育

体 育 3 2

理
　
　
　
　
　
　
　
　
科 地 学

地 学 基 礎

生 物

生 物 基 礎

化 学

化 学 基 礎

物 理

物 理 基 礎

科 学 と 人 間 生 活

数 学 Ｂ

数 学 Ⅱ数
　
　
　
　
学

数 学 Ⅰ

数 学 Ａ

数 学 Ⅲ

数 学 Ｃ

■2 0～2

○ 発 展 倫 理 ■2

0～4

公
　
民

公 共

地
理
歴
史

2

倫 理 ○2 ■2 0～2

政 治 ・ 経 済 ○2 ■2 0～2

0～2

○ 発 展 政 治 ・ 経 済

世 界 史 探 究 ■4

日 本 史 探 究

歴 史 総 合 ○2 △2 2

■4 0～4

△2 2

地 理 探 究 ■4

地 理 総 合 ○2

0～4

古 典 探 究 2 2 4

国 語 表 現

2

4

文 学 国 語

論 理 国 語 2 2

教科
１　　　　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

国
　
　
　
　
語

現 代 の 国 語 2

言 語 文 化

学年

類型

1

2～5

5～9

8～12

3～8

3～10

3～10

3～10

3～10

5 5

6

5

3～6

3～6 α 2

3～6 α 2

3～6

1 1

2

1 1

1

1

○ 教 員 基 礎 1

○ 教 員 基 礎 探 究 1

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・ ２年次で「地理総合」、「歴史総合」を履修した者だけがそれぞれ

・ ２年次で「地理総合」及び「歴史総合」を履修しなかった者は、3年次で必ず履修する
・ 2年次の○は次のいづれかで履修する

①歴史総合・地理総合の2科目

②政治経済・倫理の2科目

・ ３年次■は次のいずれかで履修する

①歴史総合と地理総合の２科目を履修する

③世界史探究・日本史探究・地理探究から１科目を履修する

・ 教科「教員基礎」は北海道高等学校「みらいの教員養成プログラム」の学修による

・ 「教員基礎探究」は「教員基礎」を必ず履修しなければならない

②「政治経済(前期)と発展政治経済(後期)」または「倫理(前期)と発展倫理(後期)」から選択

○教員基礎
0～1 0～１

0～1 0～１

教科
１　　　　年 ２　　　年 ３　　　年

計
科目・標準単位数

理 数 数 学 Ⅱ

理 数 物 理

理 数 数 学 特 論

理 数 生 物

理 数 化 学

理
数

理 数 探 究 基 礎

5

○ Ｓ Ｓ 物 理 α 2 β　1 β 3 0～6

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅲ 5

5

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅱ 6

○ Ｓ Ｓ 化 学

理 数 探 究

6

理 数 地 学

54

1

○ 課 題 探 究 2

○ 探 究 基 礎

2
○探究

12 31

学校設定教科に関する科目の計 2 3～4 1～2

主として専門学科において開設される各教科・科目の計 9 10

各学科に共通する各教科・科目の計 20 18 16

（ 名 称 ）

6～8

総 合 的 な 探 究 の 時 間
３～６

91～93合　　　　　　　　　計 31 31～32

特別
活動

ホームルーム活動 1 1

29～30

1

備 考

科目名（教科名）の前に○を付したものは、学校設定科目（教科）である。

1年次及び2年次の「保健」(各1単位)に代替して「ライフサイエンス」(各1単位)を実施

3年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)及び「理数数学特論」(1単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅲ」(5単位)を実施

1･2･3年次の「理数物理」,「理数化学」,「理数生物」，「理数地学」に代替して

それぞれ「SS物理」,「SS化学」,「SS生物」,「SS地学」を実施

理 数 数 学 Ⅰ

○ Ｓ Ｓ 数 学 Ⅰ

理
　
　
　
数

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅰ

○ Ｓ Ｓ 地 学 α 2 β　1 β 3 γ ◆0～1

○ Ｓ Ｓ 生 物 β　1 β 3 γ ◆0～1

2 β 3

○スー
パーサイ
エンス
(SS)

１年次の「情報Ⅰ」(２単位)に代替して「データサイエンス」(２単位)を実施

2年次の「総合的な探究の時間」(2単位)に代替して「課題探究」(2単位)を実施

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅲ 1

1

○ Ｓ Ｓ 研 究 Ⅱ 1 1

γ ◆0～1

　（以上、ＳＳＨ指定に伴う特例措置）

科目名にⅠ、Ⅱ、Ⅲが付された科目については、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲの順に履修する

３年次で「地理探究」又は「日本史探究」、「世界史探究」を履修することが可能である

1年次の「理数数学Ⅰ」(5単位)に代替して「ＳＳ数学Ⅰ」(5単位)を実施

1年次の「英語コミュニケーションⅠ」(3単位)と「論理・表現Ⅰ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅰ」(5単位)を実施

「理数探究基礎」(1単位)及び「理数探究」(2単位)に代替して「SS研究Ⅰ･Ⅱ･Ⅲ」(各1単位)を実施

3年次の「英語コミュニケーションⅢ」(4単位)と「論理・表現Ⅲ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅲ」(6単位)を実施

１年次の「総合的な探究の時間」１単位に代替して「探究基礎」１単位を実施

2年次の「理数数学Ⅱ」(4単位)と「理数数学特論」(2単位)に代替えして「ＳＳ数学Ⅱ」(6単位)を実施

2年次の「英語コミュニケーションⅡ」(4単位)と「論理・表現Ⅱ」(2単位)に代替して「ＳＳ英語Ⅱ」(6単位)を実施

（α・β・γの補足説明）
　αの付した科目から3科目を履修する
　βはαで履修した科目から2科目を選択し、継続して履修する
　γはαで履修した科目の内、βで履修しなかった科目を選択する

1

0～6

3～6

3～6

γ ◆0～1

3

β　1

（ ） 
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